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“
問
題
は
「
ど
の
よ
う
に
判
断
す
る
か
」
で
あ
っ
た
。”＊

一 

は 

じ 

め 

に

一　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
機
能
条
約
（
Ｅ
Ｕ
運
営
条
約
、
以
下
、
引
用
個
所
を
含
め
、「
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
」
と
略
記
す
る
。）
第
四
九
条
お
よ
び
第
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六

五
四
条
に
よ
れ
ば
、
加
盟
国
の
自
然
人
お
よ
び
法
人
は
、「
居
住
移
転
の
自
由
（
開
業
の
自
由
）」
を
有
す
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
は
、

ど
の
よ
う
な
条
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、
法
人
が
他
の
加
盟
国
へ
移
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
か

―
こ
の
問
い
は
、「
居
住
移
転
の
自
由
」

原
則
の
適
用
範
囲
如
何
、「
居
住
移
転
の
自
由
」
概
念
の
意
味
内
容
如
何
等
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る

―
と
い
う
「
第
四
九
条
お

よ
び
第
五
四
条
の
解
釈
問
題
」
を
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
て
き
た（

（
（

。
そ
の
個
別
的
展
開
に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
で
も
、
そ
の
つ
ど
紹
介
さ
れ

て
い
る（

（
（

。
最
近
の
裁
判
例
と
し
て
多
く
の
注
目
を
浴
び
て
い
る
の
が
、二
〇
一
七
年
一
〇
月
二
五
日
の
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
事
件
判
決
（Polbud 

vs.W
ykonaw

stw
o sp.z o.o.

）（
（
（

（
以
下
、「
本
件
判
決
」
と
略
記
す
る
。）
で
あ
る
。
事
実
上
の
本
拠
（tatsächlicher Sitz

）
を
自
国
（
設
立
国
）

内
に
残
し
た
ま
ま
、
定
款
上
の
法
人
住
所
（Satzungssitz,satzungsm

äßiger Sitz

）
の
み
を
他
加
盟
国
へ
移
転
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
加
盟

国
の
法
規
が
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
所
定
の
「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
に
違
反
す
る
旨
を
判
示
し
た
こ
の
裁
判
に

つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
の
学
術
文
献
上
、
異
例
に
多
く
の
論
評
が
行
わ
れ
て
い
る（

（
（

。

二　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
考
慮
す
る
と
、「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
の
適
用
範
囲
如
何
と
い
う
特
殊
な
主
題
に
限
ら
れ
る
と
は
い
え
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
の
現
況
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
展
開
を
予
測
す
る
う
え
で
、
何
よ
り
も
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
事
件
判
決
そ
れ
自

体
を
正
確
か
つ
厳
密
に
理
解
す
る
地
道
な
基
礎
作
業
が
必
要
と
な
ろ
う
。

以
下
で
は
、
ま
ず
事
案
の
概
要
（
関
連
法
令
等
を
含
む
。）
が
整
理
さ
れ
る
（
二
）。
次
い
で
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
二
五
二
条
第
二
項
に
基

づ
き
、
コ
コ
ッ
ト
法
務
官（

（
（

に
よ
り
作
成
さ
れ
た
二
〇
一
七
年
五
月
四
日
付
け
最
終
報
告
書（

（
（

（
以
下
、「
法
務
官
報
告
書
」
と
略
記
す
る
。）
の
内

容
が
紹
介
さ
れ
、
そ
の
理
解
の
当
否
が
検
討
さ
れ
る
（
三
）。
さ
ら
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
が
下
し
た
本
件
判
決
の
法
律
構
成
が
分
析

さ
れ
、
批
判
的
に
検
証
さ
れ
る
（
四
）。
遺
憾
な
が
ら
、
紙
幅
の
制
約
の
ゆ
え
に
、
ド
イ
ツ
の
文
献
に
み
ら
れ
る
多
様
な
評
価（

（
（

に
つ
い
て
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七

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
け
る
本
拠
移
転
と
居
住
移
転
の
自
由
（
一
）（
山
内
）

は
す
べ
て
別
稿
に
譲
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
会
社
法
の
継
続
的
・
補
完
的
な
研
究（

（
（

を
意
図
す
る
小
稿
が
わ
が
国
の
国

際
会
社
法
研
究
に
い
さ
さ
か
で
も
寄
与
す
る
こ
と
に
な
る
な
ら
ば
、
何
よ
り
の
こ
と
と
さ
れ
よ
う
。

二 

事
案
の
概
要

一　

法
務
官
報
告
書（

（
（

お
よ
び
本
件
判
決（

（1
（

に
示
さ
れ
た
整
理
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
な
事
実
関
係
が
見
出
さ
れ
る
。
原
告
、
ポ
ル
ブ
ー

ト
工
芸
有
限
責
任
会
社
（Polbud W

ykonaw
stw

o Spółka z ograniczoną odpow
iedzialnością

（Polbud w
orkm

anship private lim
ited 

com
pany

）

―
以
下
、「
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
」
と
略
記
す
る
。）（

（1
（

は
、
工
芸
品
を
製
作
す
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
法
上
の
有
限
責
任
会
社
で
あ
っ
て
、
同

国
中
北
部
を
流
れ
る
ヴ
ィ
ス
ワ
（W

isła
）
川
の
南
岸
、ウ
ォ
ン
ツ
コ
（Łącko

）（
（1
（

に
定
款
上
の
法
人
住
所
を
置
い
て
い
た
。
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
は
、

商
事
会
社
法
典
第
二
七
〇
条
第
二
号
の
も
と
、
二
〇
一
一
年
九
月
三
〇
日
開
催
の
社
員
総
会
で
特
別
決
議
を
行
い
、
定
款
上
の
法
人
住
所

を
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
へ
移
転
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
右
の
決
議
に
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、同
社
の
管
理
機
関
の
本
拠（V

erw
altungssitz

）

お
よ
び
事
実
上
の
経
済
活
動
地
は
い
ず
れ
も
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
残
さ
れ
て
い
た（

（1
（

。
二
〇
一
一
年
一
〇
月
一
九
日
、
同
社
は
、
こ
の
特
別
決
議

に
基
づ
い
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
法
人
の
清
算
手
続
を
開
始
す
る
よ
う
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
登
記
裁
判
所
に
申
し
立
て
た
。
こ
の
申
立
は

二
〇
一
一
年
一
〇
月
二
六
日
に
受
理
さ
れ
、
登
記
裁
判
所
は
同
社
の
清
算
人
を
選
任
し
た（

（1
（

。

定
款
上
の
法
人
住
所
を
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
に
移
転
し
た
後
の
二
〇
一
三
年
五
月
二
八
日
、
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
は
、
ベ
ル
ギ
ー
国
境
に
近
い

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
西
部
ル
ダ
ン
ジ
ュ
州
の
ラ
ン
ブ
ル
ッ
シ
ュ
（
別
名
ラ
ン
ブ
ロ
フ
（Ram

m
erech

;Ram
brouch

））
に
お
い
て
、
公
証
人
立

会
の
も
と
に
改
め
て
社
員
総
会
を
開
催
し
た
。
こ
の
総
会
で
は
、
⑴
二
〇
一
一
年
九
月
三
〇
日
付
け
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
へ
の
法
人
住
所
移
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転
決
議
の
発
効
日
を
二
〇
一
一
年
九
月
三
〇
日
と
し
た
う
え
で
、
同
決
議
を
直
ち
に
実
行
す
る
こ
と
、
⑵
移
転
に
伴
っ
て
ル
ク
セ
ン
ブ
ル

ク
で
法
人
を
新
規
設
立
す
る
こ
と
、
こ
れ
ら
二
点
が
決
議
さ
れ
た
。
後
者
に
関
し
て
は
、
⒜
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
の
法
人
形
式
を
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
法
上
の
有
限
責
任
会
社
か
ら
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
法
上
の
有
限
責
任
会
社
（société à responsabilité lim

itée 

（s.à r.l.

））
へ
と
転
換
す
る

こ
と
、
⒝
新
法
人
の
商
号
を
コ
ン
ソ
イ
ユ
土
木
建
築
有
限
責
任
会
社
（Consoil Geotechnik s.à.r.l.

）（
以
下
、「
コ
ン
ソ
イ
ユ
社
」
と
略
記
す

る
。）
と
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
⒞
新
法
人
の
組
織
構
成
に
関
す
る
組
合
契
約
書
を
新
た
に
作
成
す
る
こ
と
、
こ
れ
ら
三
点
が
含
意
さ
れ

て
い
た
。
二
〇
一
三
年
六
月
一
四
日
、
こ
の
特
別
決
議
に
基
づ
い
て
、
コ
ン
ソ
イ
ユ
社
と
い
う
新
た
な
商
号
が
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
登
記

簿
に
登
記
さ
れ
た（

（1
（

。

二　

二
〇
一
三
年
六
月
二
四
日
、
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
登
記
裁
判
所
に
対
し
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
へ
の
法
人
住
所
移
転

に
よ
り
、
同
社
が
も
は
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
は
法
律
上

0

0

0

存
在
し
て
い
な
い
と
い
う
理
由
で
、
同
社
の
登
記
事
項
の
抹
消
を
求
め
る
と
と
も
に
、

二
〇
一
三
年
五
月
二
八
日
開
催
の
社
員
総
会
で
次
の
四
つ
の
内
容
が
決
議
さ
れ
た
旨
を
確
認
す
る
よ
う
求
め
る
申
立
を
行
っ
た
。
こ
の
申

立
に
お
い
て
同
社
員
総
会
の
決
議
内
容
と
さ
れ
て
い
た
の
は
、
⑴
解
散
会
社
の
帳
簿
類
お
よ
び
文
書
類
の
保
管
者
を
任
命
す
る
旨
の

二
〇
一
一
年
九
月
三
〇
日
付
け
総
会
決
議
が
承
認
さ
れ
た
こ
と
、
⑵
清
算
人
お
よ
び
帳
簿
類
の
出
納
を
委
任
さ
れ
た
者
が
連
署
し
た
三
通

の
財
務
報
告
書
（
こ
れ
ら
の
報
告
書
が
対
象
と
し
た
期
間
は
そ
れ
ぞ
れ
、
二
〇
一
一
年
一
月
一
日
か
ら
九
月
二
九
日
ま
で
、
二
〇
一
二
年
一
月
一
日
か

ら
同
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
お
よ
び
二
〇
一
三
年
一
月
一
日
か
ら
同
年
五
月
二
八
日
ま
で
と
な
っ
て
い
た
）
が
承
認
さ
れ
た
こ
と
、
⑶
同
社
の
清
算

報
告
書
を
受
理
す
る
旨
の
決
議
が
行
わ
れ
た
こ
と
、⑷
二
〇
一
三
年
五
月
二
八
日
付
け
処
分
に
よ
り
⑴
な
い
し
⑶
が
有
効
と
な
っ
た
こ
と
、

こ
れ
ら
四
点
で
あ
っ
た
。
登
記
裁
判
所
が
法
定
の
手
続
に
従
い
、
同
社
の
解
散
お
よ
び
清
算
を
証
明
す
る
文
書
類
を
提
出
す
る
よ
う
、
ポ
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
け
る
本
拠
移
転
と
居
住
移
転
の
自
由
（
一
）（
山
内
）

九
九

ル
ブ
ー
ト
社
に
命
じ
た
の
に
対
し
、
同
社
は
、
そ
の
法
人
形
式
を
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
法
人
に
変
更
し
た
だ
け
で
同
社
自
体
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

連
合
域
内
で
有
効
に
存
続
し
て
い
る
う
え
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
も
事
業
を
事
実
上

0

0

0

続
行
し
て
い
る
た
め
、
清
算
報
告
書
を
作
成
す
る
段
階
に

は
な
い
と
述
べ
、
文
書
類
の
提
出
を
拒
否
し
た
。
登
記
裁
判
所
は
、
文
書
類
の
提
出
が
な
い
と
い
う
手
続
法
上
の
瑕
疵
を
認
定
し
、

二
〇
一
三
年
九
月
一
九
日
付
け
決
定
を
も
っ
て
同
社
の
抹
消
登
記
請
求
を
退
け
た
。

ポ
ル
ブ
ー
ト
社
は
、
法
人
形
式
変
更
に
関
す
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
国
内
規
定
が
本
件
に
は
適
用
さ
れ
な
い
旨
を
主
張
し
て
、
右
登
記
裁
判

所
決
定
の
取
消
を
求
め
る
訴
え
を
ブ
ィ
ド
ゴ
シ
ュ
チ
ュ
区
裁
判
所
（Sąd Rejonow

y w
 Bydgoszczy

（Rayongericht Brom
berg

））
に
提

起
し
た
が
、
敗
訴
し
た（

（1
（

。
そ
れ
は
、
同
区
裁
判
所
で
も
商
事
会
社
法
典
第
五
五
一
条
以
下
の
不
遵
守
と
い
う
手
続
上
の
瑕
疵
が
認
定
さ
れ

た
か
ら
で
あ
る
。
第
二
審
の
ブ
ィ
ド
ゴ
シ
ュ
チ
ュ
地
方
裁
判
所
（Sąd O

kręgow
y w

 Bydgoszczy

）
も
、
二
〇
一
四
年
六
月
四
日
付
決
定

に
よ
り
、
同
じ
理
由
で
同
社
の
控
訴
を
棄
却
し
た（

（1
（

。
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
は
最
高
裁
判
所
（Sąd N

ajw
yższy

）
に
上
告
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
、

⑴
同
社
の
属
人
法
（Personalstatut

）
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
法
か
ら
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
法
へ
と
変
更
さ
れ
た
結
果
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
法
が
本

件
抹
消
登
記
請
求
の
準
拠
法
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
法
の
適
用
は
誤
り
で
あ
る
こ
と
）、
⑵
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
は
ポ
ー

ラ
ン
ド
か
ら
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
に
法
人
住
所
を
移
転
し
た
時
点
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
は
存
在
せ
ず
、
登
記
簿
上
抹
消
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
こ
と
、
⑶
同
社
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
域
内
の
法
人
格
を
保
持
し
て
い
る
た
め
当
該
文
書
類
の
提
出
が
不
要
か
つ
不
能
で
あ
る

こ
と
、
こ
れ
ら
三
点
を
主
張
し
た（

（1
（

。

三　

ポ
ー
ラ
ン
ド
最
高
裁
判
所
の
審
理
経
過
を
み
る
と
、
一
方
に
お
け
る
、
自
国
の
債
権
者
、
少
数
社
員
お
よ
び
労
働
者
の
利
益
を
保

護
す
る
責
任
が
あ
る
と
い
う
ポ
ー
ラ
ン
ド
法
上
の
要
請
と
、
他
方
に
お
け
る
、
加
盟
国
は
原
則
と
し
て
、
他
加
盟
国
官
庁
が
下
し
た
措
置



一
〇
〇

の
適
法
性
の
有
無
を
判
断
し
た
り
、
他
加
盟
国
で
取
得
さ
れ
た
法
人
格
の
承
認
を
拒
否
し
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法

上
の
要
請
と
、
こ
れ
ら
二
つ
の
要
請
を
如
何
に
調
整
す
べ
き
か
と
い
う
難
題
の
前
に
立
た
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
国
内
法
上
の
要

請
を
重
視
す
れ
ば
、
清
算
手
続
に
お
い
て
会
社
債
権
者
、
少
数
社
員
お
よ
び
労
働
者
の
利
益
を
保
護
す
る
責
任
が
設
立
国
に
あ
る
と
い
う

考
え
を
密
接
性
（
準
拠
法
決
定
基
準
）
の
内
容
に
取
り
入
れ
て
、
抹
消
登
記
請
求
の
認
否
の
準
拠
法
を
設
立
国
法
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
法
）
と
す

る
理
解
が
あ
り
得
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
同
登
記
裁
判
所
の
判
断
と
同
様
、
清
算
手
続
に
瑕
疵
の
あ
る
抹
消
登
記
請
求
は
認
め
ら
れ
な
い

と
い
う
主
張
に
つ
な
が
る（

（1
（

。
逆
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
上
の
要
請
を
尊
重
す
れ
ば
、
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
域
内
で
法
的
に
存
続
し

て
い
る
と
す
る
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
法
上
の
評
価
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
裁
判
所
も
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

（2
（

。
そ
れ
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
取

得
し
た
法
人
格
を
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
で
も
存
続
さ
せ
る
旨
の
社
員
総
会
決
議
に
基
づ
き
、
同
社
が
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
で
改
め
て
設
立
さ

れ
、
商
業
登
記
を
経
て
、
同
国
の
法
人
格
を
取
得
し
て
い
た
点
が
重
視
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
見
方
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
登

記
事
項
を
抹
消
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
の
主
張
そ
の
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
二
つ
の
要
請
を
両
立
さ
せ
よ
う
と

し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
最
高
裁
判
所
が
辿
り
着
い
た
の
が
、
論
証
の
過
程
に
、
継
続
的
経
済
活
動
の
存
否
ま
た
は
そ
う
し
た
活
動
を
実
施
し
よ

う
と
す
る
意
図
の
有
無
と
い
う
二
者
択
一
型
争
点
を
挟
み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
加
盟
国
の
法
的
評
価
を
条
件
付
き
で
尊
重
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い

う
折
衷
案
（
区
別
説
、
類
型
化
説
）
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
自
国
内
に
事
実
上
の
管
理
機
関
の
所
在
地
か
つ
経
済
活
動
実
行
地
と
い
う
意

味
で
の
「Sitz

（
本
拠
）」
が
あ
る
か
否
か
を
加
盟
国
が
審
査
し
、
そ
れ
が
自
国
内
に
あ
れ
ば
国
内
法
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
法
）
を
適
用
し
、
そ
れ

が
な
け
れ
ば
他
の
加
盟
国
法
（
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
法
）
を
適
用
す
る
と
い
う
法
律
構
成
で
あ
る
。
同
裁
判
所
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
の
判

例
法
上
、
こ
の
よ
う
な
類
型
化
が
原
則
と
し
て
許
さ
れ
る
と
み
て
い
た（

（2
（

。
む
ろ
ん
、
こ
う
し
た
法
律
構
成
の
も
と
で
も
、
本
拠
の
有
無
の

審
査
主
体
（
審
査
権
の
帰
属
）
を
受
入
加
盟
国
と
設
立
時
加
盟
国
の
い
ず
れ
と
み
る
か
に
応
じ
て
、
請
求
の
認
否
に
関
す
る
判
断
が
異
な
っ



一
〇
一

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
け
る
本
拠
移
転
と
居
住
移
転
の
自
由
（
一
）（
山
内
）

た
も
の
と
な
る
可
能
性
は
残
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。

か
く
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
最
高
裁
判
所
は
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
二
二
日
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
二
六
七
条
に
基
づ
き
、
以
下
の
三
点
に

つ
い
て
先
行
裁
判
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
に
要
請
し
た
（
以
下
、「
先
行
裁
判
要
請
」
と
略
記
す
る
。）（

（2
（

。
こ
れ
ら
は
、
法
務
官
報
告
書
で
も
本

件
判
決
で
も
ま
っ
た
く
の
同
文
で
、
次
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
（
以
下
、
1
な
い
し
3
の
項
目
順
に
、「
論
点
①
」、「
論
点
②
」
お
よ
び
「
論

点
③
」
と
略
記
す
る
。）。

“
1　

Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
は
、「
会
社
が
設
立
国
で
取
得
し
た
法
人
格
の
存
続
を
定
め
る
社
員
総
会
決
議
に
基
づ
い
て
他

の
加
盟
国
で
有
限
責
任
会
社
を
新
た
に
設
立
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
同
社
が
設
立
国
で
清
算
後
に
解
散
さ
れ
て
い
る
と
き
に
限
り
、
商
業
登
記

簿
上
、
同
社
の
登
記
事
項
を
抹
消
で
き
る
」
旨
を
定
め
た
、
設
立
国
の
規
定
の
適
用
と
矛
盾
す
る
か
（Stehen die A

rt. 49 und 54 A
EU

V
 der 

A
nw

endung von V
orschriften des nationalen Rechts durch einen M

itgliedstaat, in dem
 eine Gesellschaft m

it beschränkter 
H

aftung gegründet w
urde, entgegen, die die Löschung im

 H
andelsregister von der A

uflösung der Gesellschaft nach 
D

urchführung der Liquidation abhängig m
achen, w

enn die Gesellschaft in einem
 anderen M

itgliedstaat auf der Grundlage 
eines Gesellschafterbeschlusses neu gegründet w

urde, der die Fortsetzung der in dem
 Gründungsm

itgliedstaat erw
orbenen 

Rechtspersönlichkeit vorsieht?

）。

　

1
に
つ
き
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
が
上
記
国
内
規
定
の
適
用
を
妨
げ
て
い
な
い
と
解
さ
れ
る
場
合
（Falls diese Frage 

verneint w
ird:

）、

　

2　

Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
は
、「
加
盟
国
法
上
の
、
経
常
取
引
決
算
書
の
作
成
、
債
権
の
取
立
て
、
債
務
の
履
行
と
会
社

財
産
の
処
分
、
債
権
者
の
満
足
ま
た
は
保
全
を
図
る
措
置
、
以
上
に
関
す
る
財
務
報
告
書
の
提
出
、
な
ら
び
に
、
帳
簿
類
お
よ
び
文
書
類
の
保
管
者

の
任
命
に
つ
い
て
決
定
す
る
、
転
出
会
社
の
清
算
手
続

―
こ
の
清
算
手
続
が
行
わ
れ
た
後
に
会
社
が
解
散
さ
れ
、
そ
の
登
記
事
項
が
抹
消
さ
れ 

る

―
実
施
義
務
が
、
転
出
会
社
の
債
権
者
、
少
数
社
員
お
よ
び
労
働
者
を
守
る
と
い
う
意
味
の
公
益
保
護
目
的
に
照
ら
し
て
、
適
切
、
必
要
か
つ



一
〇
二

相
当
な
手
段
で
あ
る
」
と
い
う
趣
旨
に
、
解
釈
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
（K

önnen die A
rt. 49 und 54 A

EU
V

 dahin ausgelegt w
erden, 

dass die nach nationalem
 Recht vorgesehene Pflicht zur D

urchführung eines Liquidationsverfahrens durch die Gesellschaft, 
das den A

bschluss der laufenden Geschäfte, die Beitreibung der Forderungen, die Erfüllung der V
erbindlichkeiten und die 

V
erflüssigung des Gesellschaftsverm

ögens, die Befriedigung oder A
bsicherung der Gläubiger, die Einreichung eines 

Finanzberichts über diese M
aßnahm

en sow
ie die Benennung einer Person, die die Bücher und U

nterlagen verw
ahrt, 

um
fasst und das der A

uflösung der Gesellschaft, die im
 Zeitpunkt der Löschung im

 Register eintritt, vorangeht, ein 
geeignetes, notw

endiges und verhältnism
äßiges M

ittel darstellt, um
 das schutzw

ürdige öffentliche Interesse zu w
ahren, das 

darauf gerichtet ist, die Gläubiger, die M
inderheitsgesellschafter und die A

rbeitnehm
er der w

egziehenden Gesellschaft zu 
schützen?

）。

　

3　

Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
は
、
会
社
が
そ
の
法
人
形
式
を
他
の
加
盟
国
法
上
の
会
社
へ
と
変
更
す
る
目
的
で
、
定
款
上
の

法
人
住
所
を
当
該
の
他
の
加
盟
国
へ
移
転
し
な
が
ら
、
設
立
時
の
加
盟
国
に
事
業
の
主
た
る
本
拠
を
残
し
て
い
る
場
合
、「
居
住
移
転
の
自
由
」
原

則
に
対
す
る
制
限
が
存
在
す
る
と
い
う
趣
旨
に
、
解
釈
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
（Sind die A

rt. 49 und 54 A
EU

V
 dahin auszulegen, 

dass eine Beschränkung der N
iederlassungsfreiheit vorliegt, w

enn eine Gesellschaft m
it dem

 Ziel der U
m

w
andlung in eine 

G
esellschaft eines anderen M

itgliedstaats ihren satzungsm
äß

igen Sitz dorthin verlegt, ohne den H
auptsitz des 

U
nternehm

ens zu ändern, der im
 Gründungsm

itgliedstaat verbleibt?

）。（
（2
（

”

四　

ポ
ー
ラ
ン
ド
最
高
裁
判
所
の
先
行
裁
判
要
請
に
現
れ
た
論
点
は
、
以
下
の
よ
う
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
、
論
点
①
で
は
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
所
定
の
「
居
住
移
転
の
自
由

0

0

0

0

0

0

0

」
原
則
が
本
件
に
適
用
さ
れ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
と

が
当
然
の
前
提
と
さ
れ
て
い
た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
み
る
の
は
、
論
点
①
で
は
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第

五
四
条
の
適
用
結
果

0

0

0

0

が
問
わ
れ
て
い
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
が
定
め
る
「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
の
適
用
結
果
に



一
〇
三

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
け
る
本
拠
移
転
と
居
住
移
転
の
自
由
（
一
）（
山
内
）

つ
い
て
は
、「
主
語
＋
…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）
→
「
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、『
会
社
が
設
立
国
で
取
得

し
た
法
人
格
の
存
続
を
定
め
る
社
員
総
会
決
議
に
基
づ
い
て
他
の
加
盟
国
で
有
限
責
任
会
社
を
新
た
に
設
立
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、

同
社
が
設
立
国
で
清
算
後
に
解
散
さ
れ
て
い
る
と
き
に
限
り
、
商
業
登
記
簿
上
、
同
社
の
登
記
事
項
を
抹
消
で
き
る
』
旨
を
定
め
た
、
設0

立
国
の
規
定
の
適
用
と
矛
盾
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（
こ
の
効
果
部
分
は
、「
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
当
該
法
規
は
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
に
違
反
す
る
」

と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。）」（
効
果
）と
い
う
判
断
基
準
Ⓐ
の
存
在
を
推
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
判
断
基
準
Ⓐ
を
適
用
す
る
た
め
に
は
、

む
ろ
ん
、
そ
の
前
提
に
、「
主
語
＋
…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）
→
「
判
断
基
準
Ⓐ
を
適
用
す
る
」（
効
果
）
と
い
う
趣
旨
の
別
の
判
断

基
準
Ⓑ
（
判
断
基
準
Ⓐ
の
適
用
基
準
）
が
存
在
す
る
は
ず
で
あ
り
、
判
断
基
準
Ⓑ
の
要
件
を
構
成
す
る
個
々
の
文
言
を
解
釈
す
る
た
め
に
は
、

こ
れ
よ
り
も
上
位
の
次
元
に
存
在
す
る
別
の
判
断
基
準
（
判
断
基
準
Ⓑ
の
適
用
基
準
、こ
の
適
用
基
準
の
さ
ら
な
る
適
用
基
準
）
が
段
階
的
に
遡
っ

て
探
求
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
（「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
）
が
ポ
ー
ラ
ン

ド
の
当
該
規
定
の
適
用
を
妨
げ
て
い
る
か
否
か
と
い
う
よ
う
に
、
判
断
基
準
Ⓐ
の
適
用
結
果
を
二
者
択
一
形
式
で
問
う
論
点
①
は
、
規
制

す
る
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
の
側
か
ら
み
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
の
解
釈
問
題
と
い
う
衣
を
纏
っ
て
い
る
が
、
視
点
を
変
え
て
、
規
制
さ
れ
る
加

盟
国
法
規
の
側
か
ら
み
る
と
、
加
盟
国
の
法
規
が
「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
に
反
す
る
か
否
か（

（2
（

と
い
う
論
点
と
同
一
で
あ
り
、
最
終
的

に
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
裁
判
所
が
当
該
規
定
を
本
件
抹
消
登
記
請
求
事
件
に
適
用
で
き
る
か
否
か
と
い
う
実
質
的
な
問
い
に
置
き
換
え
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。
判
断
基
準
Ⓐ
の
要
件
が
欠
け
る
と
き
は
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
が
許
容
す
る
、
当
該
ポ
ー
ラ

ン
ド
規
定
が
適
用
さ
れ
、
同
社
の
抹
消
登
記
請
求
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
と
な
る
。
逆
に
、
こ
の
要
件
が
具
備
さ
れ
る
な
ら
ば
、
Ｅ
Ｕ
機

能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
（「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
）
に
よ
っ
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
当
該
規
定
の
適
用
が
排
除
さ
れ
、
抹
消
登

記
請
求
は
認
容
さ
れ
る
余
地
が
あ
る
。



一
〇
四

次
に
、
論
点
②
の
文
言
を
み
る
と
、「
主
語
＋
…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）
→
「
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、

経
常
取
引
決
算
書
の
作
成
、
債
権
の
取
立
て
、
債
務
の
履
行
と
会
社
財
産
の
処
分
、
債
権
者
の
満
足
ま
た
は
保
全
を
図
る
措
置
、
以
上
に

関
す
る
財
務
報
告
書
の
提
出
、
な
ら
び
に
、
帳
簿
類
お
よ
び
文
書
類
の
保
管
者
の
任
命
に
つ
い
て
決
定
す
る
、
転
出
会
社
の
清
算
手
続

―
こ
の
清
算
手
続
が
行
わ
れ
た
後
に
会
社
が
解
散
さ
れ
、
そ
の
登
記
事
項
が
抹
消
さ
れ
る

―
実
施
義
務
を
定
め
る
加
盟
国
法
上
の
規

0

0

0

0

0

0

0

定
が

0

0

、
転
出
会
社
の
債
権
者
、
少
数
社
員
お
よ
び
労
働
者
を
守
る
と
い
う
意
味
の
公
益
保
護
目
的
に
照
ら
し
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
適
切

0

0

、
必
要
か
つ
相
当

0

0

0

0

0

0

な
手
段
で
あ
る
と
い
う
趣
旨
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、解
釈
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」（
効
果
）と
い
う
判
断
基
準
Ⓒ
の
存
在
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ポ
ー

ラ
ン
ド
の
当
該
法
規
が
判
断
基
準
Ⓒ
の
効
果
部
分
に
盛
り
込
ま
れ
た
「
適
切
、
必
要
か
つ
相
当
な
手
段
」
と
い
う
文
言
に
該
当
す
る
か
否

か
と
い
う
論
点
に
答
え
る
た
め
に
は
、
む
ろ
ん
、「
主
語
＋
…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）
→
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
当
該
規
定
は
公
益
保
護

目
的
に
照
ら
し
て
、
適
切
、
必
要
か
つ
相
当
な
手
段
で
あ
る
」（
効
果
）
と
い
う
別
の
判
断
基
準
Ⓓ
が
存
在
す
る
は
ず
で
あ
り
、
判
断
基

準
Ⓓ
の
要
件
解
釈
の
た
め
の
判
断
基
準
（
判
断
基
準
Ⓓ
の
適
用
基
準
）
が
さ
ら
に
遡
っ
て
段
階
的
に
調
査
さ
れ
な
け
れ
ば
、
論
点
②
に
対
す

る
解
答
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
判
断
基
準
Ⓒ
の
適
用
結
果
を
肯
定
か
否
定
か
と
い
う
二
者
択
一
形
式
で
問
う
論
点
②
も
、

Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
の
解
釈
問
題
で
あ
る
が
、
実
質
的
に
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
当
該
規
定
を
本
件
抹
消
登
記
請
求

事
件
に
適
用
で
き
る
か
否
か
と
い
う
論
点
の
言
い
換
え
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
判
断
基
準
Ⓒ
の
要
件
が
具
備
さ
れ
れ
ば
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
の
当
該
規
定
は
「
公
益
保
護
目
的
に
照
ら
し
て
、
適
切
、
必
要
か
つ
相
当
な
手
段
」
と
い
う
文
言
に
該
当
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
Ｅ
Ｕ
機

能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
（「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
）
が
許
容
す
る
こ
の
規
定
が
適
用
さ
れ
、
同
社
の
抹
消
登
記
請
求
は
認

め
ら
れ
な
い
こ
と
と
な
ろ
う
。
逆
に
、
こ
の
要
件
が
欠
け
れ
ば
、「
公
益
保
護
目
的
に
照
ら
し
て
、
適
切
、
必
要
か
つ
相
当
な
手
段
」
に

当
た
ら
な
い
当
該
規
定
は
適
用
さ
れ
ず
、
同
社
の
抹
消
登
記
請
求
が
認
め
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。



一
〇
五

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
け
る
本
拠
移
転
と
居
住
移
転
の
自
由
（
一
）（
山
内
）

そ
れ
な
ら
ば
、
論
点
①
に
続
け
て
、
論
点
②
が
提
示
さ
れ
た
の
は
な
ぜ
か
。
そ
の
理
由
は
、
お
そ
ら
く
、
論
点
①
に
関
す
る
判
断
基
準

Ⓐ
の
要
件
具
備
に
よ
り
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
当
該
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
で
同
社
の
抹
消
登
記
請
求
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
当
局
に
と
っ
て
不
都
合
な
結
果
を
避
け
る
べ
く
、
当
該
ポ
ー
ラ
ン
ド
規
定
の
適
用
を
可
能
と
す
る
法
律
構
成
を
工
夫
す
る
必
要
性
に

あ
っ
た
と
い
う
点
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、「
居
住
移
転
の
自
由
」原
則
そ
れ
自
体
が
適
用
さ
れ
な
い
状
況
を
作
り
出
す
た
め
に「
居

住
移
転
の
自
由
」
原
則
の
適
用
範
囲
を
縮
減
し
よ
う
と
し
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
最
高
裁
判
所
の
政
策
的
配
慮
（
判
断
基
準
Ⓐ
の
適
用
基
準
を
形
成

す
る
活
動
）
の
結
果
と
し
て
論
点
②
を
位
置
付
け
る
理
解
で
あ
る
。
尤
も
、
こ
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
説
明
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
二
通

り
の
方
法
が
あ
り
得
る
。
一
方
に
は
、「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
が
適
用
さ
れ
る
類
型
と
こ
れ
が
適
用
さ
れ
な
い
類
型
、
こ
れ
ら
二
類

型
が
対
等
の
関
係
で
併
存
す
る
と
み
る
理
解
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
の
適
用
を
肯
定
す
る
判
断
基
準
⑴
（「
主

語
＋
…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）
→
「『
居
住
移
転
の
自
由
』
原
則
が
適
用
さ
れ
る
」（
効
果
））
と
こ
れ
を
否
定
す
る
判
断
基
準
⑵
（「
主
語
＋

…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）
→
「『
居
住
移
転
の
自
由
』
原
則
は
適
用
さ
れ
な
い
」（
効
果
））、
そ
れ
に
、
判
断
基
準
⑴
と
判
断
基
準
⑵
の
上
位

に
あ
っ
て
、
い
ず
れ
の
類
型
に
分
類
さ
れ
る
か
を
決
定
す
る
判
断
基
準
⑶
（「
主
語
＋
…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）
→
「
判
断
基
準
⑴
が
適
用

さ
れ
る
」（
効
果
）
と
い
う
判
断
基
準
と
「
主
語
＋
…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）
→
「
判
断
基
準
⑵
が
適
用
さ
れ
る
」（
効
果
）
と
い
う
判
断
基
準

―

両
者
が
別
々
の
基
準
と
し
て
定
立
さ
れ
る
か
ひ
と
つ
に
統
合
さ
れ
る
か
は
立
法
者
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
る
。）、
こ
れ
ら
三
種
類
の
判
断
基
準
が
必
要

と
な
ろ
う
。
他
方
で
、
第
一
段
階
で
は
「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
が
一
律
に
適
用
さ
れ
、
第
二
段
階
に
お
い
て
事
後
的
に
同
原
則
の
適

用
が
一
定
の
範
囲
で
例
外
的
に
排
除
さ
れ
る
と
い
う
説
明
方
法
も
あ
り
得
る
。
こ
の
場
合
に
は
、「
主
語
＋
…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）

→
「『
居
住
移
転
の
自
由
』
原
則
が
適
用
さ
れ
る
」（
効
果
）
と
い
う
右
の
判
断
基
準
⑴
と
「
主
語
＋
…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）
→
「
判

断
基
準
⑴
は
適
用
さ
れ
な
い
」（
効
果
）
と
い
う
判
断
基
準
⑷
と
の
二
種
類
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
判
断
基
準
⑷
は
、
判
断



一
〇
六

基
準
⑴
の
適
用
範
囲
を
決
定
す
る
と
い
う
意
味
で
、
判
断
基
準
⑴
の
適
用
基
準
と
名
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
法
務
官
報
告
書
で
は
、
こ

れ
ら
二
つ
の
う
ち
、
後
者
の
方
法
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
判
断
基
準
⑷
（「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
に
対
す
る
例
外
規
定
）
の
要

件
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
に
対
す
る
例
外
を
許
容
す
る
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
五
二
条
第
一
項
中
の
「
公
序
」

と
い
う
文
言
に
手
掛
か
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
点
か
ら
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
項
で
は
、「
本
章
お
よ
び
本
章
に
基
づ
い
て
行
わ

れ
る
措
置
は
、
…
…
公
序
…
…
に
基
づ
い
て
正
当
と
さ
れ
る
法
規
…
…
の
適
用
を
妨
げ
な
い
」（

（2
（

と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
当

該
規
定
が
、
転
出
会
社
の
債
権
者
、
少
数
社
員
お
よ
び
労
働
者
を
守
る
と
い
う
意
味
の
「
公
益
保
護
目
的
に
照
ら
し
て
、
適
切
、
必
要
か

つ
相
当
な
手
段
」
に
該
当
し
、
同
項
の
「
公
序
」
に
含
ま
れ
る
と
解
釈
す
れ
ば
、
本
件
を
「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
の
適
用
対
象
か
ら

除
外
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
先
行
裁
判
要
請
の
［
19
］
で
は
、
原
則
的
処
理
に
関
わ
る
論
点
①
が
ま
ず
照
会
さ
れ
、
次
に
例
外
的
処
理

の
可
能
性
を
探
求
す
る
論
点
②
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
と
す
る
理
解
で
あ
る
。
こ
の
順
序
を
尊
重
す
れ
ば
、
論
点
①
の
審
理
が
先
行
し
、
論

点
②
の
審
議
が
こ
れ
に
続
く
こ
と
と
な
る
。
他
方
、「
特
別
法
（
例
外
ル
ー
ル
）
は
一
般
法
（
原
則
ル
ー
ル
）
に
優
先
す
る
（lex specialis 

derogat legi generali

）」
と
の
法
諺
に
よ
れ
ば
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
当
該
規
定
が
「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
に
対
す
る
例
外
に
当
た
る
か

否
か
と
い
う
点
の
判
断
が
ま
ず
行
わ
れ
る
と
い
う
意
味
で
、
論
点
②
の
審
理
が
論
点
①
の
そ
れ
に
先
行
す
る
。
審
理
の
順
序
は
、
検
討
の

過
程
で
ど
の
よ
う
な
法
律
構
成
が
採
用
さ
れ
る
か
に
よ
り
、
大
い
に
異
な
り
得
る
。

論
点
③
に
つ
い
て
も
、そ
の
文
言
か
ら
、「
主
語
＋
…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）
→
「
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、

会
社
が
そ
の
法
人
形
式
を
他
の
加
盟
国
法
上
の
会
社
へ
と
変
更
す
る
目
的
で
、
定
款
上
の
法
人
住
所
を
当
該
の
他
の
加
盟
国
へ
移
転
し
な

が
ら
、
設
立
時
の
加
盟
国
に
事
業
の
主
た
る
本
拠
を
残
し
て
い
る
場
合
、「
居
住
移
転
の
自
由

0

0

0

0

0

0

0

」
原
則
に
対
す
る
制
限
が
存
在
す
る
と
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

う
趣
旨
に
、
解
釈
さ
れ
る

0

0

0

00

0

0

0

0

0

」（
効
果
）
と
い
う
判
断
基
準
Ⓔ
の
存
在
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
判
断
基
準
Ⓔ
の
効
果
部
分
に
示
さ
れ



一
〇
七

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
け
る
本
拠
移
転
と
居
住
移
転
の
自
由
（
一
）（
山
内
）

た
当
該
趣
旨
に
該
当
す
る
か
否
か
と
い
う
問
い
に
答
え
よ
う
と
す
れ
ば
、
こ
こ
で
も
、「
主
語
＋
…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）
→
「『
居

住
移
転
の
自
由
』
原
則
に
対
す
る
制
限
が
存
在
す
る
」（
効
果
）
と
い
う
内
容
を
有
す
る
別
の
判
断
基
準
Ⓕ
が
存
在
す
る
は
ず
で
あ
り
、

判
断
基
準
Ⓕ
の
要
件
部
分
を
解
釈
す
る
た
め
の
別
の
判
断
基
準
（
判
断
基
準
Ⓕ
の
適
用
基
準
）
が
さ
ら
に
遡
っ
て
探
求
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
で
あ
ろ
う
。
判
断
基
準
Ⓔ
の
適
用
結
果
を
二
者
択
一
形
式
で
問
う
論
点
③
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
の
解
釈
問
題
と
い
う
外
観
を
装
っ
て

は
い
る
も
の
の
、
実
質
的
に
み
る
と
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
当
該
規
定
を
本
件
抹
消
登
記
請
求
事
件
に
適
用
で
き
る
か
否
か
と
い
う
問
い
と
異

な
ら
な
い
。
一
方
で
、
判
断
基
準
Ⓔ
の
要
件
が
具
備
さ
れ
て
い
る
と
み
れ
ば
、「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
に
対
す
る
制
限
が
存
在
す
る

と
の
判
断
を
介
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
当
該
規
定
が
適
用
さ
れ
、
同
社
の
抹
消
登
記
請
求
は
認
め
ら
れ
な
い
。
他
方
で
、
こ
の
要
件
が
欠
け

る
場
合
、「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
に
対
す
る
制
限
が
存
在
し
な
い
た
め
に
当
該
ポ
ー
ラ
ン
ド
規
定
は
適
用
さ
れ
ず
、
右
の
抹
消
登
記

請
求
が
認
容
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
論
点
③
も
、
先
の
論
点
②
と
同
様
、
判
断
基
準
Ⓐ
の
適
用
範
囲
に
制
限
を
加
え
よ
う
と
す
る

法
律
構
成
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
前
述
の
第
五
二
条
第
一
項
に
よ
る
「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
の
適
用
除
外
と
い
う
法
律

構
成
（
論
点
②
）
が
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
も
、
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
そ
れ
自
体
に
よ
り
「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
に
対
す
る

制
限
（
例
外
）
が
存
在
す
る
と
み
れ
ば
、
論
点
②
の
場
合
と
同
様
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
当
該
規
定
を
適
用
し
て
抹
消
登
記
請
求
を
退
け
る

と
い
う
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
当
局
に
と
っ
て
望
ま
し
い
結
果
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
論
点
①
と
論

点
②
の
審
理
順
序
に
つ
い
て
述
べ
た
こ
と
が
論
点
①
と
論
点
③
の
審
理
順
序
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
論
点
②
と
論
点

③
の
審
理
順
序
に
つ
い
て
は
、
先
行
裁
判
要
請
中
で
明
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
両
者
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
立
つ
か
は
明
確
で
は
な
い
。

先
行
裁
判
に
お
け
る
順
序
を
考
慮
し
て
、
論
点
②
と
の
対
比
に
お
い
て
論
点
③
を
予
備
的

0

0

0

な
法
律
構
成
と
み
れ
ば
、
論
点
②
が
論
点
③
に

先
行
す
る
が
、提
示
さ
れ
た
順
序
に
拘
泥
せ
ず
、論
点
②
と
論
点
③
の
関
係
を
選
択
的

0

0

0

な
法
律
構
成
と
み
れ
ば
、検
討
の
順
序
は
ヨ
ー
ロ
ッ



一
〇
八

パ
裁
判
所
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
以
上
が
本
件
の
概
要
で
あ
る（

（2
（

。

五　

最
後
に
、
法
務
官
報
告
書
（「
Ⅱ　

法
的
枠
組
み
」［
7
］
な
い
し
［
12
］）（

（2
（

お
よ
び
本
件
判
決
（「
ポ
ー
ラ
ン
ド
法
」［
3
］
な
い
し
［
7
］）（

（2
（

の
説
明
に
依
拠
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
関
連
国
内
法
規
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

ま
ず
、
二
〇
一
三
年
の
変
更
形
式
に
お
け
る
二
〇
〇
〇
年
九
月
一
五
日
の
商
事
会
社
に
関
す
る
法
典（

（3
（

は
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

“
第
二
七
〇
条

　

会
社
の
解
散
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
由
に
よ
る
。［
…
］

　

�　

2　

公
正
証
書
形
式
で
作
成
さ
れ
る
文
書
を
通
じ
て
確
認
す
る
こ
と
の
で
き
る
、
会
社
の
解
散
ま
た
は
法
人
住
所
の
国
外
移
転
に
関
す
る
社
員

総
会
決
議
、［
…
］

第
二
七
二
条

　

会
社
は
、
清
算
さ
れ
か
つ
登
記
簿
上
の
記
載
の
抹
消
を
経
て
、
解
散
さ
れ
る
。

第
二
八
八
条

　

�　

1　

会
社
の
最
終
決
算
書
は
、
社
員
総
会
に
よ
る
承
認
お
よ
び
法
人
住
所
所
在
地
で
の
清
算
手
続
実
施
の
後
に
、
対
外
的
に
公
表
さ
れ
、
抹
消

登
記
申
請
書
と
併
せ
て
、
登
記
裁
判
所
に
提
出
さ
れ
る
。
最
終
決
算
日
は
、
債
権
者
の
満
足
ま
た
は
担
保
提
供
の
た
め
に
残
余
財
産
の
分
配
を
実

施
す
る
日
の
前
日
と
す
る
。

　

�　

3　

解
散
会
社
の
帳
簿
お
よ
び
文
書
は
、
保
管
の
た
め
、
組
合
契
約
ま
た
は
社
員
決
議
で
指
名
さ
れ
た
者
に
引
き
渡
さ
れ
る
。
誰
も
指
名
さ
れ

て
い
な
い
と
き
は
、
登
記
裁
判
所
が
保
管
人
を
指
定
す
る
。
…

　
（
第
五
五
一
条
な
い
し
第
五
六
八
条
は
会
社
の
法
人
形
式
変
更
を
規
定
す
る
。）

第
五
六
二
条



一
〇
九

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
け
る
本
拠
移
転
と
居
住
移
転
の
自
由
（
一
）（
山
内
）

　

会
社
の
組
織
変
更
は
、
人
的
会
社
で
は
社
員
の
決
議
ま
た
は
資
本
会
社
で
は
社
員
総
会
も
し
く
は
株
主
総
会
の
決
議
を
必
要
と
す
る
。”

次
に
、
二
〇
一
一
年
二
月
四
日
の
国
際
私
法
典（

（3
（

の
関
連
規
定
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

“
第
一
七
条

　

�　

1　

法
人
は
、
当
該
法
人
が
そ
の
本
拠
（Sitz

）
を
有
す
る
国
の
法
に
服
す
る
。

　

�　

2　

但
し
、第
一
項
に
従
っ
て
適
用
さ
れ
る
法
が
当
該
法
人
設
立
国
法
の
適
用
を
定
め
て
い
る
と
き
は
、当
該
設
立
国
法
が
適
用
さ
れ
る
。［
…
］

第
一
九
条

　

�　

1　

法
人
住
所
を
他
国
へ
移
転
す
る
法
人
は
移
転
先
国
の
法
に
服
す
る
。
旧
法
人
住
所
所
在
地
国
の
規
定
に
よ
り
取
得
し
た
法
人
格
は
、
関
連

す
る
す
べ
て
の
国
の
法
が
、
そ
の
維
持
を
許
す
と
き
に
限
り
、
維
持
さ
れ
る
。
法
人
住
所
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
領
域
（Europäischer 

W
irtschaftsraum

）
内
で
移
転
さ
れ
る
と
き
、
法
人
は
そ
の
法
人
格
を
失
わ
な
い
。

　
　

2　

法
人
住
所
を
異
な
る
国
に
有
す
る
法
人
間
の
結
合
は
、
す
べ
て
の
関
係
国
の
法
が
定
め
る
全
要
件
の
具
備
を
必
要
と
す
る
。”

三 

法
務
官
報
告
書
と
そ
の
検
討

一　

そ
れ
で
は
、
法
務
官
報
告
書
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
先
に
「
事
案
の
概
要
」（
二
）
の
項
で
触
れ
た
部
分
（「
Ⅱ　

法
的

枠
組
み
」（［
6
］
な
い
し
［
12
］）
お
よ
び
「
Ⅲ　

当
初
の
紛
争
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
に
提
示
さ
れ
る
ま
で
の
手
続
」（［
13
］
な
い
し
［
20
］））
を
除

く
個
所
（「
Ⅰ　

は
じ
め
に
」（［
1
］
な
い
し
［
5
］）
お
よ
び
「
Ⅳ　

法
的
評
価
」（［
21
］
な
い
し
［
66
］））
の
内
容
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

「
Ⅰ　

は
じ
め
に
」
で
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
最
高
裁
判
所
が
提
示
し
た
論
点
①
の
内
容
が
確
認
さ
れ
、
併
せ
て
、
先
例
と
の
関
連
性
を
考



一
一
〇

慮
し
た
本
件
裁
判
の
意
義
が
以
下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。

“［
1
］　
「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
は
、
加
盟
国
法
に
従
っ
て
設
立
さ
れ
た
会
社
が
他
の
加
盟
国
法
上
の
会
社
へ
と
法
人
形
式
を
変
更
す
る
こ
と
を

禁
じ
る
設
立
国
の
規
定
と
矛
盾
す
る
か
（Steht die N

iederlassungsfreiheit V
orschriften eines M

itgliedstaats entgegen, die es einer 
nach dessen Recht gegründeten Gesellschaft verw

ehren, sich in eine Gesellschaft nach dem
 Recht eines anderen 

M
itgliedstaats um

zuw
andeln?

）。

［
2
］　

右
の
論
点
は
、
基
本
的
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
が
本
件
先
行
裁
判
要
請
に
お
い
て
答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
論
点
で
あ
る
。
こ
の
論
点
が

提
示
さ
れ
た
背
景
に
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
有
限
責
任
会
社
が
法
的
同
一
性
を
維
持
し
た
ま
ま
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
法
上
の
会
社
と
い
う
法
人
形
式
を
採

用
し
よ
う
と
す
る
願
望
が
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
意
図
を
達
成
す
る
た
め
に
は
同
社
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
商
業
登
記
簿
か
ら
抹
消
す
る
必
要
が
あ

る
が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
法
が
同
社
の
事
前
の
清
算
ま
た
は
解
散
を
要
求
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
意
図
は
挫
折
し
て
い
る
。

［
3
］　

こ
の
点
に
関
し
て
、「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
の
適
用
範
囲
を
正
確
に
示
し
、原
則
的
意
義
を
持
つ
こ
の
問
題
を
解
明
す
る
機
会
が
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
裁
判
所
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
加
盟
国
法
に
従
っ
て
設
立
さ
れ
た
会
社
が
、
自
社
の
経
済
活
動
を
行
う
地
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
内

で
自
由
に
選
ぶ
こ
と
だ
け
で
な
く
、
経
済
活
動
地
の
選
択
と
は
切
り
離
し
て
、
国
境
を
超
え
て
他
の
加
盟
国
の
法
人
形
式
に
変
更
す
る
こ
と
も
、「
居

住
移
転
の
自
由
」
原
則
と
い
う
名
の
基
本
的
自
由
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
る
か
否
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
判
断
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。

［
4
］　

本
件
は
、そ
れ
ゆ
え
、会
社
の
越
境
的
移
動
に
関
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
の
一
連
の
著
名
な
判
決
を
さ
ら
に
補
充
す
る
も
の
と
な
ろ
う
（
一

九
八
八
年
九
月
二
七
日
デ
ィ
リ
ー
・
メ
イ
ル
社
事
件
判
決
（81/87, EU

:C:1988:456

）、
一
九
九
九
年
三
月
九
日
セ
ン
ト
ロ
ス
社
事
件
判
決 

（C 212/97, EU
:C:1999:126

）、
二
〇
〇
二
年
一
一
月
五
日
イ
ィ
ー
バ
ー
ゼ
ー
リ
ン
グ
社
事
件
判
決
（C 208/00, EU

:C:2002:632

）、
二
〇
〇
三
年

九
月
三
〇
日
イ
ン
ス
パ
イ
ア
ー
・
ア
ー
ト
社
事
件
判
決
（C 167/01, EU

:C:2003:512

）、
二
〇
〇
五
年
一
二
月
一
三
日
セ
ヴ
ィ
ッ
チ
社
事
件
判
決 

（C 411/03, EU
:C:2005:762

）、
二
〇
〇
八
年
一
二
月
一
六
日
カ
ー
テ
シ
オ
社
事
件
判
決
（C 210/06, EU

:C:2008:723

）
お
よ
び
二
〇
一
二
年
七

月
一
二
日
ヴ
ァ
ー
レ
社
事
件
判
決
（C 378/10, EU

:C:2012:440

）。
こ
の
分
野
の
詳
細
な
規
律
は
、
第
二
次
法
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ

て
い
な
い
。
な
お
、
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
二
六
日
の
資
本
会
社
の
結
合
に
関
す
る
指
令
（Richtlinie über die V

erschm
elzung von 



一
一
一

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
け
る
本
拠
移
転
と
居
住
移
転
の
自
由
（
一
）（
山
内
）

K
apitalgesellschaften

）
二
〇
〇
五
年
第
五
六
号
（A

Bl.L 310,S.1

）、
お
よ
び
、
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
八
日
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
規
約
に
関
す

る
規
則
（V

erordnung über das Statut der Europäischen Gesellschaft 

（SE

））
二
〇
〇
一
年
二
一
五
七
号
（A

Bl.L 294,S.1

）
参
照
。

実
際
、
こ
の
領
域
が
占
め
る
比
重
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
法
の
中
で
は
ご
く
小
さ
な
部
分
で
し
か
な
い
が
、
そ
れ
で
も
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
専
門

家
た
ち
の
情
熱
を
駆
り
立
て
、
彼
ら
が
集
中
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
領
域
に
属
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
点
に
関
す
る
論
文
数
が
極
め
て
厖
大
で
あ
る

こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
著
名
な
バ
イ
エ
ル
ン
州
出
身
の
俳
優
カ
ー
ル
・
ヴ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ン
が
述
べ
た
よ
う
に
、「
言
い
尽
し
た
よ
う
で
も
、
ま
だ
言

い
足
り
な
い
」
部
分
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

［
5
］�　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
は
、
今
や
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
改
め
て
、
こ
の
論
点
に
つ
い
て
の
判
断
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。（

（3
（

”

ま
ず
、［
1
］
で
は
、
先
行
裁
判
要
請
に
掲
げ
ら
れ
た
二
者
択
一
型
の
論
点
①
（「
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、『
会
社
が

設
立
国
で
取
得
し
た
法
人
格
の
存
続
を
定
め
る
社
員
総
会
決
議
に
基
づ
い
て
他
の
加
盟
国
で
有
限
責
任
会
社
を
新
た
に
設
立
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、

同
社
が
設
立
国
で
清
算
後
に
解
散
さ
れ
て
い
る
と
き
に
限
り
、
商
業
登
記
簿
上
、
同
社
の
登
記
事
項
を
抹
消
で
き
る
』
旨
を
定
め
た
、
設
立
国
の
規
定
の

0

0

0

0

0

0

0

適
用
と
矛
盾
す
る
か

0

0

0

0

0

0

0

0

」）
が
、
別
の
二
者
択
一
型
論
点
、
す
な
わ
ち
、「『
居
住
移
転
の
自
由

0

0

0

0

0

0

0

』
原
則
は

0

0

0

、
加
盟
国
法
に
従
っ
て
設
立
さ
れ
た

会
社
が
他
の
加
盟
国
法
上
の
会
社
へ
と
法
人
形
式
を
変
更
す
る
こ
と
を
禁
じ
る
設
立
国
の
規
定
と
矛
盾
す
る
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」（
論
点
❶
）
と
い
う
表
現

に
言
い
換
え
ら
れ
る
。
原
典
の
疑
問
文
の
主
語
が「
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
」（
論
点
①
）
か
ら「
設
立
国
の
規
定
」（
論

点
❶
）
に
書
き
換
え
ら
れ
た
点
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
か
ら
加
盟
国
法
へ
と
い
う
視
点
の
変
更
を
意
味
す
る
に
と
ど
ま
り
、
論
点
①
と
論
点
❶

の
間
に
実
質
的
な
差
は
な
い
（
後
述
［
24
］
参
照
）。
論
点
❶
に
答
え
よ
う
と
す
れ
ば
、
む
ろ
ん
、「
主
語
＋
…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）

→
「『
居
住
移
転
の
自
由
』
原
則
は
…
…
設
立
国
の
規
定
と
矛
盾
す
る
」（
効
果
）
と
い
う
判
断
基
準
1
に
依
拠
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

［
2
］
で
は
、
論
点
①
の
前
提
に
ど
の
よ
う
な
事
実
関
係
が
あ
っ
た
か
が
確
認
さ
れ
る
。［
3
］
で
は
、「
加
盟
国
法
に
従
っ
て
設
立
さ
れ

た
会
社
が
、
自
社
の
経
済
活
動
を
行
う
地
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
内
で
自
由
に
選
ぶ
こ
と
だ
け
で
な
く
、
経
済
活
動
地
の
選
択
と
切
り
離
し



一
一
二

て
、
国
境
を
超
え
て
他
の
加
盟
国
の
法
人
形
式
に
変
更
す
る
こ
と
も
、『
居
住
移
転
の
自
由
』
原
則
と
い
う
名
の
基
本
的
自
由
に
よ
っ
て

保
障
さ
れ
て
い
る
か
否
か
」
に
関
す
る
判
断
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
に
求
め
ら
れ
て
い
る
点
を
捉
え
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
に
「『
居0

住
移
転
の
自
由
』
原
則
の
適
用
範
囲
を
正
確
に
示
し
、
原
則
的
意
義
を
持
つ
こ
の
問
題
を
解
明
す
る

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
機
会
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
説
明

さ
れ
て
い
る
。「
他
の
加
盟
国
の
法
人
形
式
に
変
更
す
る
こ
と
も
、『
居
住
移
転
の
自
由
』
原
則
と
い
う
名
の
基
本
的
自
由
に
よ
っ
て
保
障

さ
れ
て
い
る
か
否
か
」
と
い
う
二
者
択
一
型
争
点
は
、
表
現
上
、
先
の
論
点
❶
と
異
な
る
が
、
こ
こ
で
も
、
こ
の
新
し
い
二
者
択
一
型
争

点
と
論
点
❶
と
の
間
に
実
質
的
な
違
い
は
み
ら
れ
な
い
。［
4
］
で
は
、
論
点
①
が
先
行
裁
判
例
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
こ

ろ
か
ら
、
会
社
の
越
境
的
移
動
に
関
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
が
新
た
な
判
断
を
示
す
と
い
う
点
に
本
件
裁
判
の
社
会
的
意
義
が
あ
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
Ⅰ　

は
じ
め
に
」
で
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
最
高
裁
判
所
が
提
示
し
た
三
つ
の
論
点
中
、
論
点
①
の
み

が
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
論
点
②
お
よ
び
論
点
③
に
触
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

二　

次
に
、「
Ⅳ　

法
的
評
価
」
の
場
合
は
ど
う
か
。
こ
の
項
は
、
題
名
の
な
い
ま
え
が
き
（［
21
］
な
い
し
［
24
］）、「
Ａ　

第
三
の
論

点
に
つ
い
て
」（［
25
］
な
い
し
［
43
］）、「
Ｂ　

第
一
の
論
点
に
つ
い
て
」（［
44
］
な
い
し
［
48
］）
お
よ
び
「
Ｃ　

第
二
の
論
点
に
つ
い
て
」

（［
49
］
な
い
し
［
66
］）、
こ
れ
ら
四
つ
の
部
分
か
ら
成
る
。

（
1
）「
ま
え
が
き
（［
21
］
な
い
し
［
24
］）
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

“［
21
］　

こ
の
先
行
裁
判
要
請
は
、ポ
ル
ブ
ー
ト
社
が
意
図
し
た
、ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
法
上
の
有
限
責
任
会
社
へ
の
法
人
形
式
変
更
の
可
否
に
関
わ
る
。

他
の
ど
の
加
盟
国
で
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
も
会
社
の
設
立
や
存
続
の
要
件
と
し
て
国
内
に
定
款
上
の
法
人
住
所
を
置
く
こ
と



一
一
三

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
け
る
本
拠
移
転
と
居
住
移
転
の
自
由
（
一
）（
山
内
）

を
求
め
て
い
る
た
め
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
法
上
の
法
人
形
式
へ
の
変
更
は
、
必
然
的
に
、
定
款
上
の
法
人
住
所
の
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
へ
の
移
転
と
結

び
付
け
ら
れ
て
い
る
。
コ
ン
ソ
イ
ユ
社
が
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
会
社
登
記
簿
に
登
記
さ
れ
た
こ
と
で
、
こ
の
要
件
は
満
た
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見

え
る
。

［
22
］　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
の
用
語
法
に
従
え
ば
、
本
件
は
越
境
的
法
人
形
式
変
更
の
事
案
で
あ
る
。
越
境
的
法
人
形
式
変
更
と
は
、
法
人
形
式
を

他
の
加
盟
国
法
に
服
す
る
会
社
へ
と
変
更
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
や
り
方
で
新
た
な
会
社
が
登
場
す
る
。

［
23
］　

こ
の
種
の
法
人
形
式
変
更
の
成
否
は
、
原
則
と
し
て
、
設
立
時
加
盟
国
法
お
よ
び
受
入
加
盟
国
法
秩
序
、
両
者
の
規
律
内
容
に
左
右
さ
れ
る
。

た
と
え
ば
、
ヴ
ァ
ー
レ
社
事
件
の
判
決
で
は
、
受
入
国
側
の
加
盟
国
が
自
国
会
社
に
国
内
で
の
法
人
形
式
変
更
を
認
め
な
が
ら
、
越
境
的
法
人
形
式

変
更
は
認
め
て
い
な
い
と
い
う
事
案
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
件
は
、
設
立
国
側
の
加
盟
国
が
設
け
た
障
害
に
関
す
る
。
と

い
う
の
は
、
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
が
、
コ
ン
ソ
イ
ユ
社
と
い
う
商
号
を
介
し
て
法
人
格
を
維
持
し
て
い
る
旨
を
主
張
し
て
い
た
が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
法
上
、

清
算
お
よ
び
解
散
が
事
前
に
行
わ
れ
て
い
な
け
れ
ば
商
業
登
記
簿
か
ら
の
抹
消
が
許
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

［
24
］　

以
下
で
は
、主
と
し
て
、「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
が
こ
の
よ
う
な
行
動
様
式
と
矛
盾
す
る
か
否
か
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
件
事
案
の
特
徴
は
、
先
行
裁
判
要
請
に
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
は
、
越
境
的
法
人
形
式
変
更
と
当
該
会
社
の
事
業
活
動
の
重
心
変
更
と
が
合
致
し
て

い
な
い
と
い
う
点
に
あ
る
。
本
件
提
示
を
行
っ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
最
高
裁
判
所
が
示
し
た
論
点
は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
を
有
す
る
事
案
に
対
し
て 

「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
が
適
用
さ
れ
る
か
否
か
（
第
三
の
論
点
）（ob vor diesem

 H
intergrund der A

nw
endungsbereich der 

N
iederlassungsfreiheit eröffnet ist （dritte Frage

））、
こ
れ
が
肯
定
さ
れ
る
場
合
、「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
の
適
用
が
制
限
さ
れ
る
か
否

か
（
第
一
の
論
点
）（ob eine Beschränkung vorliegt 
（erste Frage

））、
さ
ら
に
、
場
合
に
よ
り
、
そ
う
し
た
制
限
が
正
当
と
さ
れ
得
る
か

否
か
（
第
二
の
論
点
）（ob diese gegebenenfalls gerechtfertigt w

erden kann （zw
eite Frage

））、
こ
れ
ら
で
あ
っ
た
。（

（3
（

”

こ
の
項
で
は
、
本
件
先
行
裁
判
要
請
に
現
れ
た
特
徴
が
確
認
さ
れ
る
。［
21
］
で
は
、「
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
法
上
の
法
人
形
式
へ
の
変
更

は
、
必
然
的
に
、
定
款
上
の
法
人
住
所
の
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
へ
の
移
転
と
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
」
た
め
、「
コ
ン
ソ
イ
ユ
社
が
ル
ク
セ

ン
ブ
ル
ク
の
会
社
登
記
簿
に
登
記
さ
れ
た
」
と
い
う
事
実
か
ら
、「
会
社
の
設
立
や
存
続
の
要
件
と
し
て
国
内
に
定
款
上
の
法
人
住
所
を



一
一
四

置
く
こ
と
」
と
い
う
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
法
上
の
要
件
が
具
備
さ
れ
て
い
た
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。［
22
］
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
の

用
語
法
の
も
と
に
、
本
件
が
「
越
境
的
法
人
形
式
変
更
」
事
案
と
解
さ
れ
る
旨
、
指
摘
さ
れ
る
。［
23
］
で
は
、
越
境
的
法
人
形
式
変
更

の
成
否
が
、
設
立
時
加
盟
国
実
質
法
と
受
入
加
盟
国
実
質
法
の
累
積
適
用
の
結
果
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク

実
質
法
の
適
用
結
果
に
加
え
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
実
質
法
の
適
用
結
果
を
も
併
せ
参
照
す
る
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
る
。
受
入
国
法
上
、
越
境
的

法
人
形
式
変
更
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
ヴ
ァ
ー
レ
社
事
件
と
異
な
り
、本
件
で
は
、設
立
国
法
に
よ
る
障
害
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
（
ポ
ー

ラ
ン
ド
登
記
法
で
は
、
国
内
で
清
算
な
い
し
解
散
の
手
続
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
会
社
の
登
記
事
項
は
抹
消
さ
れ
な
い
た
め
、
同
国
で
は
、
ル
ク
セ
ン
ブ

ル
ク
法
上
の
法
人
形
式
へ
の
変
更
が
認
め
ら
れ
な
い
）。［
24
］
で
は
、
法
人
形
式
の
変
更
と
事
業
中
心
地
の
変
更
が
対
応
し
て
い
な
い
本
件
の

処
理
に
あ
た
り
、ポ
ー
ラ
ン
ド
最
高
裁
判
所
の
考
え
方
（
当
初
の
論
点
①
な
い
し
論
点
③
）
と
は
異
な
り
、ま
ず
「
第
三
の
論
点
」
と
し
て
「
こ

の
よ
う
な
背
景
を
有
す
る
事
案
に
対
し
て
『
居
住
移
転
の
自
由
』
原
則
が
適
用
さ
れ
る

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

か
否
か
」（
論
点
❸
）
が
審
議
さ
れ
、
こ
の
点
が
肯

定
さ
れ
る
場
合
、次
に
「
第
一
の
論
点
」
と
し
て
「『
居
住
移
転
の
自
由
』
原
則
の
適
用
に
対
す
る
制
限
が
存
在
す
る

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

か
否
か
」（
論
点
❶
ａ
、

前
述
［
1
］
参
照
）
が
論
じ
ら
れ
、最
後
に
、「
第
二
の
論
点
」
と
し
て
「
場
合
に
よ
り
、そ
う
し
た
制
限
が
正
当
と
さ
れ
得
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

か
否
か
」（
論

点
❷
）
が
検
討
さ
れ
る
旨
、
明
言
さ
れ
る
。
先
行
裁
判
要
請
に
お
け
る
当
初
の
三
つ
の
論
点
（
論
点
①
な
い
し
論
点
③
）
と
法
務
官
報
告
書

の
前
述
の
理
解
（［
24
］）
と
を
対
比
す
る
と
、
論
点
の
捉
え
方
に
関
す
る
相
違
点
が
明
ら
か
に
な
る
。
ま
ず
、
論
点
①
の
「
Ｅ
Ｕ
機
能
条

0

0

0

0

0

約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

…
…
設
立
国
の
規
定
の
適
用
と
矛
盾
す
る
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（Stehen die A
rt.49 und 54 A

EU
V

 der A
nw

endung 

von V
orschriften des nationalen Rechts durch einen M

itgliedstaat, in dem
 eine Gesellschaft m

it beschränkter H
aftung gegründet 

w
urde,entgegen

…
…?

）」
と
い
う
表
現
が
、論
点
❶
ａ
で
は
（「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
の
適
用
が
肯
定
さ
れ
る
場
合
）「『
居
住
移
転
の
自
由

0

0

0

0

0

0

0

』

原
則
の
適
用
に
対
す
る
制
限
が
存
在
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

か
否
か
（ob eine Beschränkung vorliegt
）」
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
論
点
②
の
「
Ｅ0



一
一
五

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
け
る
本
拠
移
転
と
居
住
移
転
の
自
由
（
一
）（
山
内
）

Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

…
…
加
盟
国
法
上
の
…
…
実
施
義
務
が
…
…
公
益
保
護
目
的
に
照
ら
し
て
、
適
切
、
必
要
か

つ
相
当
な
手
段
で
あ
る
と
い
う
趣
旨
に
、
解
釈
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（K
önnen die A

rt.49 und 54 A
EU

V
 dahin ausgelegt 

w
erden,dass die nach nationalem

 Recht vorgesehene Pflicht

…
… ein geeignetes,notw

endiges und verhältnism
äßiges M

ittel 

darstellt,um
 das schutzw

ürdige öffentliche Interesse zu w
ahren,das darauf gerichtet ist,die G

läubiger,die 

M
inderheitsgesellschafter und die A

rbeitnehm
er der w

egziehenden Gesellschaft zu schützen?

）」と
い
う
表
現
が
、論
点
❷
で
は「
場

合
に
よ
り
、
そ
う
し
た
制
限
が
正
当
と
さ
れ
得
る
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

否
か
（ob diese gegebenenfalls gerechtfertigt w

erden kann

）」
に
言
い
換
え
ら

れ
て
い
る
。
そ
し
て
論
点
③
の
「
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

…
…
『
居
住
移
転
の
自
由
』原
則
に
対
す
る
制
限
が
存

在
す
る
と
い
う
趣
旨
に

0

0

0

、0

解
釈
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（Sind die A
rt.49 und 54 A

EU
V

 dahin auszulegen,dass eine Beschränkung 

der N
iederlassungsfreiheit vorliegt

…
…?
）」
と
い
う
文
言
が
、
論
点
❸
で
は
「『
居
住
移
転
の
自
由

0

0

0

0

0

0

0

』
原
則
が
適
用
さ
れ
る
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（ob

…
…

der A
nw

endungsbereich der N
iederlassungsfreiheit eröffnet ist

）」
と
書
き
改
め
ら
れ
て
い
る
。
先
行
裁
判
要
請
が
法
務
官
報
告
書
作

成
の
出
発
点
を
成
す
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
論
点
①
な
い
し
論
点
③
に
答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
な
の
に
、
法
務
官
報
告
書
で
は
、

論
点
❶
ａ
な
い
し
論
点
❸
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。
法
の
解
釈
を
生
業
と
す
る
法
律
家
に
は
自
明
の
点
で
あ
る
が
、
言
い
換
え
が
許

さ
れ
る
の
は
内
容
の
変
更
を
伴
わ
な
い
場
合
に
限
ら
れ
て
お
り
、
論
点
の
変
更

0

0

0

0

0

は
明
ら
か
な
逸
脱
と
み
ら
れ
よ
う
。

（
2
）
法
務
官
報
告
書
で
最
初
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
が
「
Ａ　

第
三
の
論
点
に
つ
い
て
」（［
25
］
な
い
し
43
））
で
あ
る
。
こ
の
項
は
、

ま
え
が
き
部
分
（［
25
］
な
い
し
［
28
］）、「
1.　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
機
能
条
約
第
五
四
条
の
意
味
に
お
け
る
会
社
」（［
29
］
な
い
し
［
31
］）、

「
2.　

他
の
加
盟
国
に
お
け
る
居
住
」（［
32
］
な
い
し
［
42
］）
お
よ
び
「
3.　

中
間
ま
と
め
」（［
43
］）
の
四
つ
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

（
ａ
）
ま
ず
、
ま
え
が
き
部
分
を
再
掲
し
よ
う
。



一
一
六

“［
25
］　

―
表
現
上
、
誤
解
を
招
き
や
す
い

―
第
三
の
論
点
は
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
が
定
め
る
居
住
移
転
の
自
由
の

適
用
範
囲
如
何
に
関
わ
る
。
ま
ず
、
こ
の
論
点
の
答
え
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、
居
住
移
転
の
自
由
が
本
件
の
よ
う

な
越
境
的
法
人
形
式
変
更
に
そ
も
そ
も
適
用
さ
れ
な
い
と
す
る
と
、
居
住
移
転
の
自
由
を
制
限
で
き
る
か
と
か
そ
う
し
た
制
限
が
正
当
と
さ
れ
る
か

と
い
っ
た
論
点
は
最
初
か
ら
登
場
す
る
余
地
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

［
26
］　

本
件
提
示
を
行
っ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
最
高
裁
判
所
が
こ
の
論
点
を
介
し
て
知
ろ
う
と
し
た
の
は
、
加
盟
国
で
設
立
さ
れ
た
会
社
が
そ
の
法
人
形

式
を
他
の
加
盟
国
法
上
の
法
人
形
式
に
変
更
す
る
目
的
で
、
定
款
上
の
法
人
住
所
を
当
該
の
他
の
加
盟
国
へ
移
転
し
て
い
な
が
ら
、
こ
の
「
事
業
の

主
た
る
本
拠
（H

auptsitz des U
nternehm

ens

）」、す
な
わ
ち
、カ
ー
テ
シ
オ
社
事
件
判
決
で
の
言
い
方
で
は
「
事
実
上
の
本
拠
（tatsächlicher 

Sitz

）」（
法
務
官
は
こ
の
点
を
強
調
す
る
）
を
変
更
し
て
い
な
い
本
件
事
案
が
「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
の
規
律
対
象
と
な
る
か
否
か
（ob ein 

V
organg unter die N

iederlassungsfreiheit fällt

）
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。

［
27
］　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
の
判
例
に
よ
れ
ば
、
会
社
の
法
人
形
式
変
更
が
原
則
と
し
て
経
済
活
動
に
含
ま
れ
て
い
る
う
え
、
加
盟
国
は
経
済
活
動

に
対
し
て
「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
を
遵
守
す
る
義
務
を
負
う
。
こ
の
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
種
の
事
案
が
こ
の
「
基
本
的
自
由
」
原
則
の

適
用
範
囲
に
含
ま
れ
る
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
所
定
の
要
件
は
つ
ね
に
充
足
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
九
条
に
よ
れ
ば
、
加
盟
国
国
民
の
他
の
加
盟
国
主
権
領
域
内
へ
の
自
由
移
動
を
制
限
す
る
行
為
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
五
四

条
に
従
っ
て
、
加
盟
国
法
上
有
効
に
設
立
さ
れ
た
会
社
も
自
然
人
と
同
一
の
地
位
に
立
つ
。

［
28
］　

そ
れ
ゆ
え
、
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
が
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
五
四
条
の
意
味
で
の
会
社
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
か
否
か
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
述
1

［
29
］―［
31
］）、
そ
し
て
、
他
の
加
盟
国
に
居
住
す
る
こ
と
が
同
時
に
同
国
の
法
人
形
式
へ
の
変
更
を
意
図
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
か
否
か
、
こ
れ

ら
が
審
査
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
述
2
［
32
］―［
42
］）。（

（3
（

”

先
行
裁
判
要
請
の
場
合
、
論
点
③
（「
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
は
…
…
「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
に
対
す
る
制
限
が
存
在
す

る
と
い
う
趣
旨
に
、
解
釈
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
」）
の
前
提
に
論
点
①
（「
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
は
…
…
設
立
国
の
規
定
の



一
一
七

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
け
る
本
拠
移
転
と
居
住
移
転
の
自
由
（
一
）（
山
内
）

適
用
と
矛
盾
す
る
か
」）
が
置
か
れ
て
い
た
。
論
点
①
に
お
い
て
、「
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
は
…
…
設
立
国
の
規
定
の

適
用
と
矛
盾
す
る
か
」
と
い
う
表
現
で
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
の
適
用
結
果

0

0

0

0

が
問
わ
れ
て
い
た
点
を
考
慮
す
る
と
、

前
述
の
よ
う
に
、
先
行
裁
判
要
請
の
場
合
、「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
が
本
件
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
当
然
の
前
提
と
さ
れ
て
い
た
よ

う
に
み
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、［
25
］
で
は
、
論
点
①
に
対
す
る
解
答
に
先
ん
じ
て
、
論
点
❸
（
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四

条
が
定
め
る
「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
が
適
用
さ
れ
る
か

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

否
か
と
い
う
二
者
択
一
型
争
点
）
へ
の
解
答
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
論

点
❸
を
最
初
に
取
り
上
げ
る
理
由
は
、「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
が
本
件
に
そ
も
そ
も
適
用
さ
れ
な
い
と
す
る
と
、「
居
住
移
転
の
自
由
」

原
則
の
適
用
に
対
す
る
制
限
が
存
在
す
る
か
（
論
点
❶
ａ
）
と
い
う
問
い
は
成
り
立
た
な
い
と
い
う
意
味
で
、
論
点
❸
に
つ
き
肯
定
説
を

採
ら
な
け
れ
ば
論
点
❶
ａ
を
論
じ
る
意
味
が
な
く
、「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
の
適
用
に
対
す
る
制
限
が
存
在
す
る
場
合
で
な
け
れ
ば
、

そ
う
し
た
制
限
が
正
当
と
さ
れ
得
る
か
（
論
点
❷
）
と
い
う
問
い
は
出
て
こ
な
い
と
い
う
意
味
で
、
論
点
❶
ａ
に
つ
き
肯
定
説
を
採
る
場

合
に
の
み
論
点
❷
を
取
り
上
げ
る
意
味
が
あ
る
と
い
う
点
に
求
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
法
務
官
報
告
書
で
は
、
論
点
①

の
前
提
自
体
の
成
否
を
問
う
新
た
な
争
点
と
し
て
論
点
❸
が
追
加
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
む
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
批
判
的
視
点
の

採
否
は
論
者
の
政
策
判
断
の
相
違
に
帰
着
す
る
。

［
26
］
で
は
、
論
点
❸
が
「
本
件
事
案
が
『
居
住
移
転
の
自
由
』
原
則
の
規
律
対
象
と
な
る
か

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

否
か
」（
論
点
❸
ａ
）
と
言
い
換
え
ら
れ

て
い
る
。
と
は
い
え
、
論
点
❸
の
趣
旨
と
論
点
❸
ａ
の
そ
れ
と
の
間
に
実
質
的
変
更
は
み
ら
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、「
居
住
移
転
の
自
由
」

原
則
が
本
件
に
適
用
さ
れ
る
か
否
か
（
論
点
❸
）
と
い
う
問
い
に
答
え
よ
う
と
す
れ
ば
、「
主
語
＋
…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）
→
「『
居

住
移
転
の
自
由
』
原
則
が
適
用
さ
れ
る
」（
効
果
）
と
い
う
判
断
基
準
2
が
あ
ら
か
じ
め
示
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。［
27
］
で
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
の
判
例
法
上
、「
会
社
の
法
人
形
式
変
更
は
原
則
と
し
て
経
済
活
動
に
含
ま
れ
、
加
盟
国
は
経
済
活
動
に
対
し
て
『
居



一
一
八

住
移
転
の
自
由
』
原
則
を
適
用
す
る
義
務
を
負
う
」
こ
と
と
「
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
が
定
め
る
『
基
本
的
自
由
』
原
則
が
こ
の
種
の
事
案
に
適

用
さ
れ
る
」
こ
と
と
が
別
個
の
内
容
と
考
え
ら
れ
て
い
た
旨
、
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
加
盟
国
に
「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
へ
の
服
従
義

務
が
あ
る
と
い
う
一
般
論
と
ど
の
範
囲
で
こ
の
一
般
論
を
採
用
す
る
か
と
い
う
具
体
論
（
右
の
判
断
基
準
2

―
そ
の
要
件
部
分
の
解
釈
の
仕

方
如
何
に
よ
り
、
判
断
基
準
⑴
の
適
用
結
果
は
異
な
り
得
る
。）
が
別
物
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
［
27
］
の
内
容
に
違
和
感
は
な
い
。［
28
］

で
は
、「
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
が
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
五
四
条
の
意
味
で
の
会
社
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
か
否
か
」、
そ
し
て
「
他
の
加
盟
国
に
居
住

す
る
こ
と
が
同
時
に
同
国
の
法
人
形
式
へ
の
変
更
を
意
図
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
か
否
か
」
と
い
う
二
つ
の
論
点
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。

［
28
］
で
は
、［
26
］
の
記
述
内
容
を
念
頭
に
置
い
て
論
点
❸
の
判
断
基
準
2
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
述
べ
る
と
い
う
よ
り
も
、
判
断
基
準
2
の

要
件
部
分
に
盛
り
込
ま
れ
る
べ
き
新
た
な
内
容
（
判
断
基
準
2
の
要
件
部
分
の
解
釈
に
関
わ
る
適
用
基
準
の
内
容
如
何
と
い
う
論
点
）
が
追
加
さ

れ
て
い
た
よ
う
に
み
え
る
。こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、判
断
基
準
2
は
、「『
会
社（Gesellschaften

）』概
念
に
包
摂
さ
れ
か
つ『
居
住（ansässig 

sind

）』
概
念
に
包
摂
さ
れ
る
と
き
」（
要
件
）
→
「『
居
住
移
転
の
自
由
』
原
則
が
本
件
に
適
用
さ
れ
る
」（
効
果
）
と
い
う
規
範
に
書
き
換

え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
法
務
官
報
告
書
で
は
「
会
社
」
概
念
の
解
釈
と
「
居
住
」
概
念
の
解
釈
が
別
々
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

判
断
基
準
2
は
、「
会
社
」
概
念
の
解
釈
に
関
す
る
判
断
基
準
3
（
以
下
の
（
ｂ
））
と
「
居
住
」
概
念
の
解
釈
に
関
わ
る
判
断
基
準
4
（
以

下
の
（
ｃ
））、
こ
れ
ら
を
統
合
し
た
複
合
的
基
準
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
ｂ
）
判
断
基
準
2
が
掲
げ
る
二
つ
の
要
件
の
う
ち
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
五
四
条
の
「
会
社
」
概
念
に
含
ま
れ
る
か
否
か
を
検
討
す
る

の
が
、「
1　

Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
五
四
条
の
意
味
に
お
け
る
会
社
」
で
あ
る
。
こ
の
項
に
は
、
以
下
の
記
載
が
み
ら
れ
る
。

“［
29
］　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
の
判
例
に
よ
れ
ば
、「
居
住
移
転
の
自
由
」
を
援
用
す
る
会
社
に
対
し
て
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
が
適
用
さ
れ
る
か



一
一
九

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
け
る
本
拠
移
転
と
居
住
移
転
の
自
由
（
一
）（
山
内
）

否
か
と
い
う
問
題
は
、同
条
約
第
五
四
条
の
適
用
上
、ひ
と
つ
の
先
決
問
題
で
あ
り
、こ
の
問
題
は
加
盟
国
法
に
よ
っ
て
の
み
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
い
う
の
は
、
国
内
法
に
従
っ
て
設
立
さ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
「
居
住
移
転
の
自
由
」
を
享
受
で
き
る
と
い
う
た
め
に
、
会
社
が
示
す
べ
き
連
結
点
を
決

定
す
る
権
限
も
、
そ
の
法
的
資
格
の
維
持
を
主
張
で
き
る
よ
う
な
連
結
点
を
決
定
す
る
権
限
も
、
加
盟
国
に
帰
属
す
る
か
ら
で
あ
る
。

［
30
］　

ポ
ー
ラ
ン
ド
国
際
私
法
典
第
一
七
条
第
一
項
に
照
ら
し
て
み
る
と
、
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
が
定
款
上
の
法
人
住
所
を
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
へ
移
転
し

た
後
で
も
ポ
ー
ラ
ン
ド
会
社
と
み
な
さ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
、
同
社
が
「
居
住
移
転
の
自
由
」
を
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
主
張
は
疑
わ
し
い
。

と
い
う
の
は
、
同
項
に
よ
れ
ば
、
法
人
は
そ
れ
が
本
拠
（Sitz

）
を
有
す
る
国
の
法
に
服
す
る
か
ら
で
あ
る
。
口
頭
弁
論
に
お
け
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
の

主
張
に
よ
れ
ば
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
立
法
者
は
、「Sitz

」
と
い
う
概
念
を
具
体
的
に
定
め
よ
う
と
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、「Sitz

」
を
定
款
上

の
法
人
住
所
（Satzungssitz

）
と
い
う
意
味
で
考
え
れ
ば
、
こ
の
こ
と
は
、
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
は
も
は
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
法
上
の
会
社
と
は
み
な
さ
れ

な
い
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
す
に
違
い
な
い
。

［
31
］　

こ
の
点
の
解
明
は
、
も
ち
ろ
ん
、
本
件
提
示
を
行
っ
て
い
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
最
高
裁
判
所
が
解
決
す
べ
き
固
有
の
課
題
で
あ
り
、
当
裁
判
所
は

こ
の
点
を
未
決
定
の
ま
ま
残
す
こ
と
が
で
き
る
。
と
い
う
の
は
、
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
が
「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
を
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
点
に

ポ
ー
ラ
ン
ド
最
高
裁
判
所
自
身
が
疑
い
を
抱
い
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。（

（3
（

”

あ
る
事
象
が
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
五
四
条
の
「
会
社
」
概
念
に
含
ま
れ
る
か
否
か
と
い
う
問
い
に
答
え
よ
う
と
す
れ
ば
、
も
ち
ろ
ん
、「
主

語
＋
…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）
→
「
…
…
は
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
五
四
条
の
『
会
社
』
概
念
に
含
ま
れ
る
」（
効
果
）
と
い
う
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
法
上
の
判
断
基
準
3
が
あ
ら
か
じ
め
用
意
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。［
29
］
の
第
一
文
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
の
判
例
法

に
基
づ
い
て
、第
五
四
条
の
意
味
で
の
「
会
社
」
に
当
た
る
か
否
か
と
い
う
「
先
決
問
題
」
の
決
定
基
準
（「
先
決
問
題
」
の
準
拠
法
）
が
、「
会

社
」
概
念
に
含
ま
れ
る
か
否
か
が
問
わ
れ
て
い
る
当
該
法
人
の
設
立
国
法
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
点
を
考
慮
す
る
と
、
判

断
基
準
3
は
、「
先
決
問
題
」
に
関
す
る
判
断
基
準
3
ａ
（
加
盟
国
法
、「
主
語
＋
…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）
→
「
会
社
設
立
国
法
上
の
『
会
社
』

概
念
に
含
ま
れ
る
」（
効
果
））
と
判
断
基
準
3
ｂ
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
上
の
実
質
規
定
、「
当
該
会
社
設
立
国
の
国
内
法
上
、『
会
社
』
概
念
に
包
摂
さ
れ



一
二
〇

る
と
き
」（
要
件
）
→
「
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
五
四
条
の
『
会
社
』
概
念
に
含
ま
れ
る
」（
効
果
））、
こ
れ
ら
二
つ
に
分
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

［
29
］
の
第
二
文
で
は
、「
先
決
問
題
」
の
準
拠
法
に
関
し
て
設
立
国
法
説
に
依
拠
す
る
根
拠
が
、「
国
内
法
に
従
っ
て
設
立
さ
れ
、
そ
れ

ゆ
え
『
居
住
移
転
の
自
由
』
を
享
受
で
き
る
と
い
う
た
め
に
、
会
社
が
示
す
べ
き
連
結
点
を
決
定
す
る
権
限
も
、
そ
の
法
的
資
格
の
維
持

を
主
張
で
き
る
よ
う
な
連
結
点
を
決
定
す
る
権
限
も
、
加
盟
国
に
帰
属
す
る
」
点
に
求
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な

説
明
に
は
ま
っ
た
く
説
得
力
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
加
盟
国
が

0

0

0

0

会
社
の
設
立
お
よ
び
存
続
の
条
件
を
国
内
法
に
基
づ
い
て
任
意
に

定
め
る
立
法
主
権

0

0

0

0

（
自
治
権
）
を
有
す
る

0

0

0

0

旨
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
が
承
認
す
る
こ
と
（
立
法
権
限
が
加
盟
国
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
の
い
ず
れ
に
帰
属

す
る
か
と
い
う
問
題
）
と
、
加
盟
国
の
会
社
が
「
居
住
移
転
の
自
由
」
と
い
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
上
の
権
利
を
主
張
す
る

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
と
（
加
盟
国
が
「
居

住
移
転
の
自
由
」
を
会
社
に
認
め
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
上
の
義
務
を
負
う
か
否
か
と
い
う
問
題
）
と
が
ま
っ
た
く
別
の
事
柄
（
後
者
が
存
在
し
な
け
れ
ば
、

前
者
は
存
在
し
な
い
）
で
あ
っ
て
、
両
者
の
間
に
何
の
因
果
関
係
も
な
い
た
め
、
一
方
を
他
方
の
存
在
理
由
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず

だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
の
は
、
誰
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
上
の
権
利
を
主
張
し
得
る
か
の
決
定
基
準
を
、
設
立
国
法
説
に
代
え

て
、
事
実
上
の
本
拠
地
法
説
に
求
め
る
場
合
で
も
右
の
二
つ
の
文
章
、
す
な
わ
ち
、
立
法
主
権
の
存
在
（
権
限
配
分
）
に
触
れ
た
文
章
と

会
社
の
権
利
主
張
（
加
盟
国
の
義
務
）
に
触
れ
た
文
章
と
が
内
容
上
併
存
し
得
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
設
立
国
法
説
採
用
の
有
無
と
い

う
論
点
と
設
立
国
法
説
採
用
の
根
拠
如
何（
こ
れ
は
、設
立
国
法
説
の
主
張
内
容
と
無
関
係
の「
比
較
の
第
三
項
」に
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）

と
い
う
論
点
と
は
明
ら
か
に
別
の
局
面
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
両
者
は
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

［
29
］
で
は
、
判
断
基
準
3
ａ
が
設
立
国
（
加
盟
国
）
の
国
内
法
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
た
。
次
の
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
際
私
法
典

第
一
七
条
第
一
項
に
照
ら
し
て
」
と
い
う
言
回
し
が
示
す
通
り
、
こ
こ
に
い
う
「
会
社
設
立
国
法
」
が
設
立
国
の
独
立
牴
触
規
定
を
意
味

す
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
（［
30
］）
が
、
し
か
し
、
な
ぜ
設
立
国
の
実
質
規
定
と
考
え
て
は
な
ら
な
い
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
何
も
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二
一

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
け
る
本
拠
移
転
と
居
住
移
転
の
自
由
（
一
）（
山
内
）

述
べ
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
独
立
牴
触
規
定
説
を
裏
付
け
る
根
拠
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
最
終
的
に
、「
設
立
国
の
牴
触
法
に

よ
り
指
定
さ
れ
る
準
拠
実
質
法
上
、『
会
社
』
概
念
に
含
ま
れ
る
と
き
」（
要
件
）
→
「
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
五
四
条
の
『
会
社
』
概
念
に
含

ま
れ
る
」（
効
果
）
と
書
き
換
え
ら
れ
た
右
の
判
断
基
準
3
の
適
用
に
あ
た
っ
て
は
、「
法
人
は
、
当
該
法
人
が
そ
のSitz

を
有
す
る
国
の

法
に
服
す
る
」
と
規
定
す
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
際
私
法
典
第
一
七
条
第
一
項
の
解
釈
上
、
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
の
「Sitz

」
の
所
在
如
何
が
次
の

論
点
と
な
る
。［
30
］
の
後
半
で
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、「
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
立
法
者
は
、『Sitz

』
概
念
を
具
体
的
に
定
め
よ
う
と
し
て

い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、『Sitz

』
を
定
款
上
の
法
人
住
所
（Satzungssitz

）
と
い
う
意
味
で
考
え
れ
ば
、
こ
の
こ
と
は
、
ポ
ル
ブ
ー
ト
社

は
も
は
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
法
上
の
会
社
と
は
み
な
さ
れ
な
い
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
す
に
違
い
な
い
」
と
い
う
ポ
ー
ラ
ン
ド
側
の
主
張
の
み

が
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、「『Sitz

』
を
他
国
へ
移
転
す
る
法
人
は
移
転
先
国
の
法
に
服
す
る
」
と
定
め
る
第
一
九
条
第
一
項
（「
会

社
」
概
念
の
定
義
に
関
す
る
判
断
基
準
で
は
な
い
）
の
「Sitz

」
と
い
う
文
言
を
「
定
款
上
の
法
人
住
所
」
と
い
う
意
味
に
解
す
る
場
合
、
ポ

ル
ブ
ー
ト
社
の
法
人
住
所
が
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
に
移
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
社
の
属
人
法
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
法
か
ら
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク

法
へ
変
更
さ
れ
、
同
社
の
属
性
が
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
牴
触
法
（
設
立
準
拠
法
説
）
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
た
め
か

も
し
れ
な
い
。［
31
］
で
は
、「
こ
の
点
の
解
明
は
…
…
ポ
ー
ラ
ン
ド
最
高
裁
判
所
が
解
決
す
べ
き
固
有
の
課
題
で
あ
り
、
当
裁
判
所
は
こ

の
点
を
未
決
定
の
ま
ま
残
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
述
べ
て
い
た
。
そ
の
理
由
は
「
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
が
『
居
住
移
転
の
自
由
』
原
則
を
援
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
点
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
最
高
裁
判
所
自
身
が
疑
い
を
抱
い
て
い
な
か
っ
た
」
と
い
う
点
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
、「
会
社
」
概
念
お
よ
び
「Sitz

」
概
念
の
解
釈
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
法
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
の
判
断
事
項
で
は
な

い
こ
と
を
意
味
す
る
。

以
上
を
纏
め
よ
う
。
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
五
四
条
の
「
会
社
」
概
念
の
解
釈
が
最
終
的
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
最
高
裁
判
所
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
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と
こ
ろ
か
ら
、
判
断
基

0

0

0

準0

3、は
、「
ポ
ー
ラ
ン
ド
最
高
裁
判
所
に
よ
る
、
設
立
国
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
牴
触
法
に
お
け
る
『Sitz

』
概
念
の
解

釈
を
経
て
決
定
さ
れ
る
準
拠
実
質
法
上
、『
会
社
』
概
念
に
含
ま
れ
る
と
き
」（
要
件
）
→
「
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
五
四
条
の
『
会
社
』
概
念

に
含
ま
れ
る
」（
効
果
）
と
修
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
上
の
「
会
社
」
概
念
の
解
釈
を
加
盟
国
裁
判
所
の
判
断
に
委
ね
る
こ

の
よ
う
な
構
成
は
、
解
釈
の
統
一
性
と
い
う
点
か
ら
み
る
と
、
牴
触
法
的
統
一
で
あ
っ
て
、
実
質
法
的
統
一
で
は
な
い
。）。
し
か
し
な
が
ら
、
先
行
裁

判
要
請
に
お
け
る
表
現
が
示
す
よ
う
に
、「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
が
本
件
に
適
用
さ
れ
る
点
に
つ
い
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
最
高
裁
判
所

が
ま
っ
た
く
疑
っ
て
い
な
か
っ
た
は
ず
な
の
に
、「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
が
本
件
事
案
に
適
用
さ
れ
る
か
否
か
（
論
点
❸
）
を
敢
え
て

問
う
て
い
た
点
を
考
慮
す
る
と
、
み
ず
か
ら
が
答
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
論
点
を
な
ぜ
法
務
官
が
挙
げ
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
新
た
に
生

ま
れ
よ
う
。
と
い
う
の
は
、
論
点
❸
に
答
え
る
際
の
判
断
基
準
の
要
件
部
分
に
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
五
四
条
の
「
会
社
」
概
念
に
含
ま
れ

る
か
否
か
の
判
断
が
含
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
点
の
判
断
が
不
能
で
あ
れ
ば
、
論
点
❸
に
答
え
る
こ
と
も
で
き
な
い
は
ず
だ
か

ら
で
あ
る
。

（
ｃ
）
次
の
「
2.　

他
の
加
盟
国
に
お
け
る
居
住
」
で
は
、
判
断
基
準
2
が
掲
げ
る
も
う
ひ
と
つ
の
要
件
、
す
な
わ
ち
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条

約
第
五
四
条
と
関
連
す
る
第
四
九
条
の
「
居
住
」
概
念
に
当
た
る
か
否
か
を
解
明
す
る
た
め
、「
主
語
＋
…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）

→
「
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
の
『
居
住
』
概
念
に
含
ま
れ
る
」（
効
果
）
と
い
う
判
断
基
準
4
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
項
は
、

ま
え
が
き
部
分
（［
32
］
な
い
し
［
38
］）、「
カ
ー
テ
シ
オ
社
事
件
判
決
に
つ
い
て
」（［
39
］
お
よ
び
［
40
］）
お
よ
び
「
セ
ン
ト
ロ
ス
社
事
件

判
決
お
よ
び
イ
ン
ス
パ
イ
ア
ー
・
ア
ー
ト
社
事
件
判
決
に
つ
い
て
」（［
41
］
お
よ
び
［
42
］）、
こ
れ
ら
三
つ
に
分
割
さ
れ
て
い
る
。

（
ｉ
）
ま
ず
ま
え
が
き
部
分
か
ら
確
認
し
よ
う
。
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
け
る
本
拠
移
転
と
居
住
移
転
の
自
由
（
一
）（
山
内
）

“［
32
］　

次
い
で
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
の
意
味
に
お
け
る
他
加
盟
国
で
の
居
住
の
存
否
と
い
う
論
点
が
審
議
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

［
33
］　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
の
確
定
の
判
例
に
よ
れ
ば
、
居
住
と
い
う
概
念
は
極
め
て
広
義
に
解
さ
れ
て
お
り
、
他
の
加
盟
国
で
営
ま
れ
る
経
済
生

活
に
安
定
的
か
つ
継
続
的
に
参
加
す
る
こ
と
、
そ
う
し
た
活
動
か
ら
利
益
を
得
る
こ
と
、
こ
れ
ら
も
含
ま
れ
て
い
る
。
加
盟
国
に
居
住
し
て
い
る
と

い
う
た
め
に
は
、
客
観
的
か
つ
事
後
審
査
可
能
な
手
掛
か
り
を
用
い
て
確
認
で
き
る
や
り
方
で
、
受
入
加
盟
国
に
継
続
し
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
が

確
か
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

［
34
］　 

さ
ら
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
が
居
住
概
念
を
明
確
に
定
め
る
際
に
強
調
し
て
い
た
点
で
あ
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
は
、
当
該
国
で

固
定
し
た
施
設
を
介
し
て
経
済
活
動
を
不
特
定
の
期
間
に
亘
っ
て
事
実
上
行
う
こ
と
も
こ
の
居
住
と
い
う
概
念
に
含
め
て
い
る
。
最
近
の
判
例
に
お

い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
が
こ
う
し
た
意
味
で
の
居
住
概
念
か
ら
導
き
出
し
た
結
論
は
、
受
入
加
盟
国
に
実
際
に
（tatsächlich

）
入
り
込
ん
だ
う

え
で
、
受
入
国
で
現
実
の
経
済
的
な
活
動
（w

irkliche w
irtschaftliche T

ätigkeit

）（
法
務
官
は
こ
の
傍
線
部
分
を
強
調
す
る
）
を
行
っ
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
居
住
と
い
う
実
態
が
あ
る
か
否
か
の
判
断
基
準
に
関
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
の
評
価
は
、
こ
れ
ま
で

の
と
こ
ろ
、
も
ち
ろ
ん
、「
居
住
移
転
の
自
由
」
に
対
す
る
制
限
の
有
無
、
ま
た
そ
う
し
た
制
限
措
置
の
正
当
化
の
是
非
と
い
っ
た
論
点
に
限
ら
れ

て
い
る
。

［
35
］　

そ
れ
で
も
、
一
方
で
、
居
住
し
て
い
る
と
い
う
事
実
が
「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
を
適
用
す
る
際
の
要
件
で
あ
る
と
い
う
点
に
異
論
が
な

い
こ
と
、
他
方
で
、
受
入
加
盟
国
に
実
際
に
入
り
込
み
、
か
つ
そ
の
国
で
経
済
活
動
を
現
実
に
行
っ
て
い
る
状
況
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
の
確
定

の
判
例
に
み
ら
れ
る
居
住
概
念
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
ら
二
点
を
前
提
と
す
る
と
、
そ
の
必
然
的
な
結
果
と
し
て
、
実
際
に
そ
の
国
に
入
り

込
ん
で
い
る
と
い
う
意
味
で
の
居
住
と
結
び
付
い
て
い
る
事
象
だ
け
が
、「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
の
適
用
範
囲
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

［
36
］　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
が
居
住
の
概
念
を
こ
の
よ
う
に
広
義
に
捉
え
て
い
る
点
を
考
慮
す
る
と
、
経
済
活
動
を
安
定
的
か
つ
継
続
的
に
実
行
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
一
種
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
が
受
入
加
盟
国
に
あ
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
当
該
国
に
居
住
し
て
い
る
と
判
断
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
の
判
例
に
よ
れ
ば
、
さ
ら
に
そ
れ
以
上
に
進
ん
で
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
居
住
す
る
意
思
が
あ
る
だ
け
で
も
足

り
る
と
さ
れ
て
い
る
。

［
37
］　

本
件
の
場
合
、
提
示
を
行
っ
て
い
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
最
高
裁
判
所
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
の
事
業
活
動
の
重
心
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
に

あ
る
。
同
社
の
重
心
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
あ
る
と
い
う
判
断
と
、
同
社
が
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
で
前
述
の
判
例
の
意
味
で
実
際
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
を



一
二
四

示
す
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
た
り
、
同
社
が
こ
の
よ
う
な
意
味
で
同
地
に
居
住
し
よ
う
と
意
図
し
た
り
し
て
い
る
と
い
う
認
定
と
は
、
し
か
し
な

が
ら
、
互
い
に
排
斥
し
合
う
関
係
に
は
な
い
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
の
適
用
範
囲
は
残
さ
れ
て
い
る
。

［
38
］　

こ
れ
に
対
し
て
、
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
の
会
社
準
拠
法
が
変
更
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
れ
ば
、「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
は
問
題
に
な
ら
な
い
。

と
い
う
の
は
、「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
内
で
経
済
活
動
を
行
う
者
に
対
し
、
経
済
活
動
地
の
自
由
な
選
択
を
許
し
て
い

る
が
、
当
該
経
済
活
動
に
適
用
さ
れ
る
準
拠
法
の
自
由
な
選
択
ま
で
許
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「
居
住
移
転
の
自
由
」

原
則
は
、
越
境
的
法
人
形
式
変
更
が
自
己
目
的
と
化
し
て
い
る
と
き
は
適
用
さ
れ
ず
、
越
境
的
法
人
形
式
変
更
が
実
際
の
居
住
と
結
び
付
い
て
い
る

と
き
に
限
っ
て
適
用
さ
れ
る
。（

（3
（

”

判
断
基
準
4
の
要
件
部
分
を
構
成
す
る
個
々
の
文
言
を
解
釈
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
（
判
断
基
準
4
の
適
用
基
準
）
は
、
そ
れ
が
Ｅ
Ｕ
機

能
条
約
の
解
釈
に
関
わ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
上
の
法
源
に
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。［
32
］
で
は
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約

第
四
九
条
の
意
味
に
お
け
る
他
加
盟
国
で
の
居
住
の
存
否
が
論
点
と
さ
れ
る
旨
、
明
示
さ
れ
る
。［
33
］
で
は
、「
居
住
」
概
念
が
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
裁
判
所
の
確
定
の
判
例
法
の
も
と
で
極
め
て
広
く
解
さ
れ
て
い
る
旨
、
述
べ
ら
れ
て
い
た
が
、
ど
の
よ
う
な
事
実
関
係
が
「
居
住
」

概
念
に
含
ま
れ
る
か
に
関
す
る
具
体
的
な
説
明
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。［
33
］
で
は
、「
他
の
加
盟
国
で
営
ま
れ
る
経
済
生
活
に
安
定
的
か

つ
継
続
的
に
参
加
す
る
こ
と
、
そ
う
し
た
活
動
か
ら
利
益
を
得
る
こ
と
」、「
客
観
的
か
つ
事
後
審
査
可
能
な
手
掛
か
り
を
用
い
て
確
認
で

き
る
や
り
方
で
、
受
入
加
盟
国
に
継
続
し
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
、
こ
れ
ら
が
指
摘
さ
れ
て

い
た
。
し
か
し
、
右
の
引
用
文
中
の
解
釈
を
要
す
る
ど
の
語
句
（「
安
定
的
」、「
継
続
的
」、「
利
益
」、「
事
後
審
査
可
能
」
等
）
に
つ
い
て
も
、

そ
れ
ら
の
内
容
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
ほ
ど
の
有
益
な
説
明
（
解
釈
基
準
）
は
ま
っ
た
く
行
わ
れ
て
い
な
い
。［
34
］
で
は
、「
当

該
国
で
固
定
し
た
施
設
を
介
し
て
経
済
活
動
を
不
特
定
の
期
間
に
亘
っ
て
事
実
上
行
う
こ
と
」、「
受
入
加
盟
国
に
実
際
に
入
り
込
ん
だ
う



一
二
五

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
け
る
本
拠
移
転
と
居
住
移
転
の
自
由
（
一
）（
山
内
）

え
で
、
受
入
国
で
現
実
に
経
済
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
、
こ
れ
ら
が
、
判
断
基
準
4
の
要
件
と
し
て
、
追
加

さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
も
、「
固
定
」、「
施
設
」、「
経
済
活
動
」、「
事
実
上
」「
実
際
に
」
等
、
複
数
の
解
釈
が
可
能
な

抽
象
概
念
の
内
容
を
具
体
的
に
思
い
描
け
る
ほ
ど
の
個
別
的
説
明
は
提
示
さ
れ
て
い
な
い
。［
35
］
に
は
三
つ
の
内
容
が
含
ま
れ
て
い
た
。

第
一
に
、「
居
住
し
て
い
る
と
い
う
事
実
が
『
居
住
移
転
の
自
由
』
原
則
を
適
用
す
る
際
の
要
件
で
あ
る
と
い
う
点
に
異
論
が
な
い
」
と

述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
文
章
自
体
、「
主
語
＋
…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）
→
「『
居
住
移
転
の
自
由
』
原
則
が
当
該
事
案
に
適

用
さ
れ
る
」（
効
果
）
と
い
う
内
容
の
判
断
基
準
2
を
再
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
に
新
規
性
は
な
い
。
第
二
に
、「
受
入
加
盟
国

に
実
際
に
入
り
込
み
、
か
つ
そ
の
国
で
経
済
活
動
を
現
実
に
行
っ
て
い
る
状
況
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
の
確
定
の
判
例
に
み
ら
れ
る
居

住
概
念
に
含
ま
れ
て
い
る
」
と
述
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
判
例
法
の
意
味
に
お
け
る
「
居
住
」
概
念
の
定
義
が
示
さ
れ
て
い

た
。
と
は
い
え
、「
実
際
に
入
り
込
み
」、「
経
済
活
動
」
お
よ
び
「
現
実
に
行
っ
て
い
る
」
と
い
う
表
現
の
定
義
が
具
体
化
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
こ
こ
で
も
、
客
観
性
の
あ
る
指
標
は
存
在
し
な
い
よ
う
に
み
え
る
。
第
三
に
、「
こ
れ
ら
二
点
を
前
提
と
す
る
と
、
そ
の
必
然

的
な
結
果
と
し
て
、実
際
に
そ
の
国
に
入
り
込
ん
で
い
る
と
い
う
意
味
で
の
居
住
と
結
び
付
い
て
い
る
事
象
だ
け
が
、『
居
住
移
転
の
自
由
』

原
則
の
適
用
範
囲
に
含
ま
れ
る
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
が
、
こ
の
部
分
は
、「
居
住
」
概
念
そ
れ
自
体
の
説
明
（
定
義
）
で
は
な
く
、「
居

住
移
転
の
自
由
」
原
則
の
適
用
範
囲
に
つ
い
て
説
明
し
た
も
の
で
あ
り
、
判
断
基
準
4
の
説
明
と
は
言
い
得
な
い
で
あ
ろ
う
。［
36
］
の

う
ち
、「
経
済
活
動
を
安
定
的
か
つ
継
続
的
に
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
一
種
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
が
受
入
加
盟
国
に

あ
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
当
該
国
に
居
住
し
て
い
る
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
個
所
は
、
収
益
を
伴
う
経
済
活
動
が
不
特
定
の

期
間
に
亘
っ
て
継
続
し
か
つ
安
定
し
て
営
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
固
定
し
た
施
設
を
介
し
て
客
観
的
に
確
認
さ
れ
る
と
き
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

法
上
「
居
住
」
し
て
い
る
と
す
る
趣
旨
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
が
、
そ
の
前
提
に
、「
経
済
活
動
を
安
定
的
か
つ
継
続
的
に
実
行
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す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
一
種
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
が
受
入
加
盟
国
に
あ
る
と
き
」（
要
件
）
→
「
当
該
加
盟
国
に
『
居
住
』

し
て
い
る
」
と
い
う
（
効
果
）
内
容
の
判
断
基
準
5
が
想
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
の
判
例
に
よ
れ

ば
「
こ
の
よ
う
な
意
味
で
居
住
す
る
意
思
が
あ
る
だ
け
で
も
足
り
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
部
分
は
、
こ
の
点
が
具
体
的
な
行
為
と
し
て

実
現
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
そ
の
よ
う
に
活
動
す
る
「
意
思
」
が
あ
れ
ば
、
居
住
し
て
い
る
と
認
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
示
す
も
の

と
読
め
る
。
こ
こ
で
は
、「
主
語
＋
…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）
→
「『
意
思
』
に
該
当
す
る
」（
効
果
）
と
い
う
内
容
の
判
断
基
準
が

別
途
用
意
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
判
断
基
準
4
の
効
果
（「
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
五
四
条
の
『
居
住
』
概
念
に
含
ま
れ
る
」）

と
判
断
基
準
5
の
効
果
（「
当
該
加
盟
国
に
居
住
し
て
い
る
」）
と
を
対
比
す
る
と
、前
者
が
『
居
住
』
と
い
う
抽
象
的
な
法
律
概
念
の
解
釈

0

0

0

0

0

0

0

（
定

義
）
に
関
わ
る
の
に
対
し
、後
者
は
『
居
住
』
と
い
う
法
律
概
念
に
包
摂
さ
れ
る
べ
き
事
実
自
体
の
存
否
の
判
断

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
関
わ
る
と
い
う
意
味
で
、

判
断
基
準
4
の
効
果
と
判
断
基
準
5
の
効
果
と
が
ま
っ
た
く
の
別
物
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
よ
う
に
、
法
務
官
報
告
書
で
は
、
判

断
基
準
4
の
要
件
部
分
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
努
力
が
払
わ
れ
て
い
る
が
、「
経
済
生
活
に
安
定
的
か
つ
継
続
的
に
参
加
す
る
」、「
利

益
を
得
る
」、「
客
観
的
か
つ
事
後
審
査
可
能
な
手
掛
か
り
」、「
固
定
し
た
施
設
」、「
不
特
定
の
期
間
」、「
事
実
上
行
う
」、「
実
際
に
入
り

込
み
」、「
経
済
活
動
を
現
実
に
行
う
」、「
一
種
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
」、「
居
住
す
る
意
思
」
等
、
い
ず
れ
も
客
観
性
に
欠
け
る

表
現
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
抽
象
的
概
念
の
判
断
基
準
が
具
体
的
に
示
さ
れ
る
ま
で
は
、
ど
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
も
、
い
ま
だ

そ
れ
ら
を
実
際
に
適
用
で
き
る
段
階
に
至
っ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、［
37
］
で
は
、
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
の
「
重
心

が
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
あ
る
と
い
う
判
断
と
、
同
社
が
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
…
…
に
実
際
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て

い
た
り
、
同
社
が
こ
の
よ
う
な
意
味
で
同
地
に
居
住
し
よ
う
と
意
図
し
た
り
し
て
い
る
と
い
う
認
定
と
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
互
い
に
排

斥
し
合
う
関
係
に
は
な
い
」
と
い
う
評
価
の
も
と
に
、
本
件
で
は
「『
居
住
移
転
の
自
由
』
原
則
の
適
用
範
囲
は
残
さ
れ
て
い
る
」
旨
、
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
け
る
本
拠
移
転
と
居
住
移
転
の
自
由
（
一
）（
山
内
）

断
定
さ
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
よ
う
な
立
論
は
不
思
議
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
そ
れ
は
、
上
記
判
断
基
準
4
の
要
件
部
分
の
解
釈

を
可
能
と
す
る
手
掛
か
り
が
い
ま
だ
具
体
的
に
与
え
ら
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
要
件
部
分
を
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
必
然

的
な
結
果
と
し
て
、
判
断
基
準
4
の
効
果
は
生
じ
て
い
な
い
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
判
断
基
準
4
の
解
釈
が
で
き
な
け
れ
ば
、
判
断
基
準

4
を
内
包
す
る
判
断
基
準
2
の
解
釈
も
行
い
得
な
い
。判
断
基
準
4
に
関
す
る
以
上
の
疑
問
と
、判
断
基
準
3
に
関
す
る
前
述
の
疑
問（「
会

社
」
概
念
該
当
性
の
有
無
に
関
す
る
判
断
基
準
3
の
要
件
解
釈
自
体
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
最
高
裁
判
所
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
、「
会
社
」
概
念
該
当
性
の
有
無
と

い
う
問
い
に
対
す
る
法
務
官
の
解
答
は
留
保
さ
れ
て
い
る
。）
と
を
併
せ
考
え
る
と
、
判
断
過
程
の
論
証
が
欠
け
て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
法
務

官
報
告
書
の
問
題
性
が
指
摘
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
ろ
う
。

最
後
に
、［
38
］
で
は
、
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
の
「
会
社
準
拠
法
が
変
更
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
れ
ば
、『
居
住
移
転
の
自
由
』
原
則
は
問
題

に
な
ら
な
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
問
題
に
な
ら
な
い
」
と
い
う
言
回
し
が
「『
居
住
移
転
の
自
由
』
原
則
が
適
用
さ
れ
な
い
」
と
い

う
趣
旨
で
あ
る
と
み
れ
ば
、
そ
こ
で
は
、「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
が
適
用
さ
れ
る
か
否
か
と
い
う
論
点
❸
に
つ
い
て
、
判
断
基
準
2

と
は
別
の
基
準
、す
な
わ
ち
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
内
で
経
済
活
動
を
行
う
者
が
経
済
活
動
地
を
自
由
に
選
択
す
る
と
き
」（
要
件
）
→
「『
居

住
移
転
の
自
由
』
原
則
が
適
用
さ
れ
る
」（
効
果
）
と
い
う
判
断
基
準
6
が
提
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
（
こ
の
基
準
に
は
、
判
断
基
準
6

の
要
件
を
具
備
し
な
い
た
め
、
所
定
の
効
果
が
発
生
し
な
い
と
い
う
意
味
で
、
会
社
準
拠
法
（
当
該
経
済
活
動
に
適
用
さ
れ
る
準
拠
法
）
の
み
が
変
更
さ

れ
て
い
る
と
き
、「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
は
適
用
さ
れ
な
い
と
い
う
趣
旨
も
含
ま
れ
る
。）。「『
居
住
移
転
の
自
由
』
原
則
は
問
題
に
な
ら
な
い
」

（
第
一
文
）
と
判
断
し
た
理
由
を
示
す
第
二
文
で
は
、「『
居
住
移
転
の
自
由
』
原
則
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
内
で
経
済
活
動
を
行
う
者
に
対

し
、
経
済
活
動
地
の
自
由
な
選
択
を
許
し
て
い
る
が
、
当
該
経
済
活
動
に
適
用
さ
れ
る
準
拠
法
の
自
由
な
選
択
ま
で
許
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。「
居
住
移
転
の
自
由
」
概
念
に
「
経
済
活
動
地
の
自
由
な
選
択
」
は
含
ま
れ
る
が
、「
当
該
経
済
活
動
に
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適
用
さ
れ
る
準
拠
法
の
自
由
な
選
択
」
は
含
ま
れ
な
い
と
い
う
こ
の
定
義
は
、
同
時
に
、
右
の
判
断
基
準
6
が
成
り
立
つ
根
拠
（
判
断
基

準
6
の
形
成
基
準
）
を
述
べ
て
い
る
よ
う
に
も
み
え
る
。
す
な
わ
ち
、「『
居
住
移
転
の
自
由
』
原
則
の
も
と
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
内
で

経
済
活
動
を
行
う
者
が
経
済
活
動
地
を
自
由
に
選
択
す
る
と
き
」（
要
件
）
→
「
判
断
基
準
6
が
成
立
す
る
」（
効
果
）
と
い
う
判
断
基
準

7
が
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
落
ち
着
い
て
考
え
て
み
る
と
、
判
断
基
準
7
の
要
件
（「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
内
で
経
済
活
動
を
行
う
者
が
経
済
活

動
地
を
自
由
に
選
択
す
る
と
き
」）
は
前
述
の
判
断
基
準
6
の
要
件
（「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
内
で
経
済
活
動
を
行
う
者
が
経
済
活
動
地
を
自
由
に
選
択
す

る
と
き
」）
と
同
一
で
あ
り
、「
比
較
の
第
三
項
」
を
示
し
て
い
な
い
と
い
う
意
味
で
、
判
断
基
準
と
し
て
成
立
し
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
。
こ
う
み
る
と
、
第
三
文
の
「
そ
れ
ゆ
え
、『
居
住
移
転
の
自
由
』
原
則
は
、
越
境
的
法
人
形
式
変
更
が
自
己
目
的
と
化
し
て

い
る
と
き
は
適
用
さ
れ
ず
、越
境
的
法
人
形
式
変
更
が
実
際
の
居
住
と
結
び
付
い
て
い
る
と
き
に
限
っ
て
適
用
さ
れ
る
」
と
い
う
文
章
も
、

前
述
の
内
容
か
ら
導
か
れ
る
結
論
に
つ
い
て
述
べ
た
文
章
と
い
う
よ
り
も
、
前
述
の
内
容
の
繰
り
返
し
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
こ

こ
で
は
、
判
断
基
準
6
の
根
拠
に
関
す
る
説
明
が
依
然
と
し
て
欠
け
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

（
ⅱ
）
前
述
の
［
37
］
で
は
、「『
居
住
移
転
の
自
由
』
原
則
の
適
用
範
囲
は
残
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
表
現
で
、「
居
住
」
要
件
が
具
備

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、「『
居
住
移
転
の
自
由
』
原
則
を
本
件
に
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
」
る
と
い
う
結
論
が
導
か
れ
て
い
た
。
次
の
二
つ

の
項
で
は
、「
居
住
」
概
念
の
定
義
お
よ
び
そ
の
解
釈
に
関
す
る
こ
の
よ
う
な
説
明
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
の
先
例
に
対
応
し
て
い
る
か

否
か
が
検
討
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
ま
ず
、「
カ
ー
テ
シ
オ
社
事
件
判
決
に
つ
い
て
」
で
は
、
右
の
説
明
が
カ
ー
テ
シ
オ
社
事
件
判
決
と
整

合
し
て
い
る
こ
と
が
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

“［
39
］　

特
に
カ
ー
テ
シ
オ
社
事
件
判
決
か
ら
は
、
以
上
と
異
な
る
内
容
を
、
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
は
、
カ
ー
テ
シ



一
二
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
け
る
本
拠
移
転
と
居
住
移
転
の
自
由
（
一
）（
山
内
）

オ
社
事
件
判
決
で
、
一
方
で
は
、
会
社
が
法
人
住
所
を
他
の
加
盟
国
に
移
転
し
、
移
転
に
よ
っ
て
設
立
加
盟
国
法
の
適
用
を
免
れ
よ
う
と
す
る
場
合
、

加
盟
国
は
当
該
会
社
に
対
し
て
、
設
立
国
で
取
得
し
た
法
人
格
の
維
持
を
阻
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
判
断
を
示
し
た
。
他
方
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
裁
判
所
は
、
傍
論
で
は
あ
る
が
、
会
社
の
法
人
住
所
を
移
転
し
な
が
ら
も
会
社
準
拠
法
を
変
更
し
な
い
事
案
と
、
法
人
住
所
を
設
立
時
加
盟
国
か

ら
別
の
加
盟
国
に
移
転
し
、
法
人
形
式
を
第
二
の
加
盟
国
法
上
認
め
ら
れ
る
会
社
形
式
へ
変
更
し
、
さ
ら
に
会
社
準
拠
法
を
も
後
者
に
変
更
す
る
事

案
と
は
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

［
40
］　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
の
こ
の
説
明
を
、
越
境
的
法
人
形
式
変
更
の
事
案
に
居
住
移
転
の
自
由
の
原
則
を
適
用
す
る
際
、
当
該
法
人
が
実
際
に

居
住
し
て
い
る
か
否
か
と
い
う
点
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
が
ま
っ
た
く
考
慮
し
て
い
な
い
と
い
う
趣
旨
に
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
裁
判
所
の
考
慮
事
由
を
概
観
し
て
み
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
が
、
事
実
上
の
本
拠
を
移
転
し
な
が
ら
会
社
準
拠
法
を
変
更
し
て
い
な
い

事
案
と
事
実
上
の
本
拠
移
転
に
加
え
て
会
社
準
拠
法
も
変
更
し
て
い
る
事
案
と
を
区
別
し
て
い
た
こ
と
が
容
易
に
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の

必
然
的
な
結
果
と
し
て
、
一
方
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
の
傍
論
部
分
は
そ
れ
に
先
行
す
る
中
心
的
陳
述
に
照
ら
し
て
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
他
方
で
は
、
上
述
の
判
決
で
は
基
本
的
に
会
社
の
事
実
上
の
本
拠
移
転
の
可
否
が
判
断
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。（

（3
（

”

［
39
］
で
は
、
カ
ー
テ
シ
オ
社
事
件
判
決
か
ら
読
み
取
れ
る
要
点
と
し
て
、
第
一
に
、
設
立
準
拠
法
（
設
立
国
法
）
の
適
用
を
回
避
す
る

目
的
で
法
人
住
所
が
他
の
加
盟
国
に
移
転
さ
れ
て
い
る
場
合
、
加
盟
国
は
設
立
国
で
取
得
し
た
法
人
格
の
維
持
を
阻
止
で
き
る
こ
と
、
第

二
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
の
先
例
で
は
、
法
人
住
所
の
他
加
盟
国
へ
の
移
転
時
に
会
社
準
拠
法
を
変
更
す
る
事
案
と
そ
う
で
は
な
い
事

案
と
が
区
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
、こ
れ
ら
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
第
一
点
に
つ
い
て
は
、「
主
語
＋
…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）
→
「
加

盟
国
は
、
設
立
準
拠
法
の
適
用
回
避
の
目
的
を
も
っ
て
他
加
盟
国
に
法
人
住
所
を
移
転
す
る
会
社
が
設
立
国
で
取
得
済
み
の
法
人
格
の
維

持
を
阻
止
で
き
る
」（
効
果
）
と
い
う
判
断
基
準
8
の
存
在
が
読
み
取
れ
よ
う
。
ま
た
、
第
二
点
に
関
し
て
は
、
法
人
住
所
の
他
加
盟
国

へ
の
移
転
時
に
会
社
準
拠
法
を
変
更
す
る
事
案
と
そ
う
で
な
い
事
案
と
で
判
断
基
準
8
を
適
用
す
る
か
否
か
を
区
別
す
る
と
い
う
前
提
の
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も
と
に
、「
主
語
＋
…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）
→
「
法
人
住
所
の
他
加
盟
国
へ
の
移
転
時
に
会
社
準
拠
法
を
変
更
す
る
事
案
と
そ
う

で
な
い
事
案
と
を
区
別
し
て
、
判
断
基
準
8
を
適
用
す
る
」（
効
果
）
と
い
う
判
断
基
準
9
（
判
断
基
準
8
の
適
用
基
準
）
が
考
え
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
、
さ
ら
に
そ
の
前
提
と
し
て
、
右
の
区
分
説
の
根
拠
如
何
が
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、「
主
語
＋
…
…

＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）
→
「
法
人
住
所
の
他
加
盟
国
へ
の
移
転
時
に
会
社
準
拠
法
を
変
更
す
る
事
案
と
そ
う
で
な
い
事
案
と
を
区
別

す
る
」
旨
の
判
断
基
準
⓾
も
探
求
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
法
務
官
報
告
書
に
は
、
右
に
示
し
た
ど
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
も
、

し
か
る
べ
き
説
明
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。［
40
］
で
は
、
事
実
上
の
本
拠
を
移
転
し
な
が
ら
会
社
準
拠
法
を
変
更
し
て
い
な
い
事
案
と
事

実
上
の
本
拠
移
転
に
加
え
て
会
社
準
拠
法
も
変
更
し
て
い
る
事
案
と
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
が
区
別
し
て
い
た
こ
と
等
が
指
摘
さ
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
が
「
事
実
上
の
本
拠
を
移
転
し
な
が
ら
会
社
準
拠
法
を
変
更
し
て
い
な
い
事
案
と
事
実
上
の
本
拠
移
転

に
加
え
て
会
社
準
拠
法
も
変
更
し
て
い
る
事
案
」
と
を
区
別
し
て
い
た
と
い
う
こ
の
説
明
と
、［
38
］
の
末
尾
に
示
さ
れ
た
「『
居
住
移
転

の
自
由
』
原
則
は
、
越
境
的
法
人
形
式
変
更
が
自
己
目
的
と
化
し
て
い
る
と
き
は
適
用
さ
れ
ず
、
越
境
的
法
人
形
式
変
更
が
実
際
の
居
住

と
結
び
付
い
て
い
る
と
き
に
限
っ
て
適
用
さ
れ
る
」
と
い
う
指
摘
と
は
、
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
に
い
う
「
居
住
」
概
念
の
解
釈
と

ど
の
よ
う
に
結
び
付
く
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
の
説
明
を
含
め
、「
居
住
」
概
念
の
解
釈
基
準
（
要
件
お
よ
び
効
果
）
と
し
て
、
誰
も
が
理

解
で
き
る
よ
う
な
具
体
的
か
つ
客
観
的
な
表
現
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
こ
で
も
、
法
務
官
報
告
書
の
趣
旨
を
正
確
に
理

解
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。

（
ⅲ
）
右
の
説
明
に
続
け
て
、
次
の
「
セ
ン
ト
ロ
ス
社
事
件
判
決
お
よ
び
イ
ン
ス
パ
イ
ア
ー
・
ア
ー
ト
社
事
件
判
決
に
つ
い
て
」
の
項

で
も
、
次
に
示
す
よ
う
に
、「
居
住
」
概
念
の
定
義
お
よ
び
そ
の
解
釈
に
関
す
る
前
述
の
説
明
が
こ
れ
ら
二
件
の
先
行
判
決
と
整
合
し
て

い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
け
る
本
拠
移
転
と
居
住
移
転
の
自
由
（
一
）（
山
内
）

“［
41
］　

さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
評
価
は
、
セ
ン
ト
ロ
ス
社
事
件
判
決
お
よ
び
イ
ン
ス
パ
イ
ア
ー
・
ア
ー
ト
社
事
件
判
決
の
趣
旨
と
矛
盾
し
な
い
。

と
い
う
の
は
、
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
が
、
加
盟
国
法
上
の
会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
経
済
活
動
を
も
っ
ぱ
ら
他
の
加
盟
国
で
行
う
こ
と
を
意

図
し
て
い
た
点
に
お
い
て
、
本
件
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
が
前
述
の
諸
判
決
に
お
い
て
最
終
的
に
「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
に
反
し
な
い
と
述

べ
た
状
況
に
該
当
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
こ
れ
ら
二
つ
の
判
決
と
本
件
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判

所
は
、
セ
ン
ト
ロ
ス
社
事
件
に
お
い
て
、
加
盟
国
で
設
立
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
居
住
地
を
別
の
加
盟
国
、
す
な
わ
ち
、
会
社
所
有
者
の
居
住
地
国
に

移
そ
う
と
意
図
し
た
会
社
に
有
利
な
判
決
を
下
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
先
行
裁
判
要
請
に
お
け
る
記
述
か
ら
容
易
に
推
測
さ
れ
る
通
り
、
本
件
は
、

設
立
済
み
の
会
社
が
法
的
形
式
の
変
更
の
み
を
考
え
て
い
た
事
案
で
あ
る
。

［
42
］　

ポ
ル
ブ
ー
ト
社
が
コ
ン
ソ
イ
ユ
社
と
い
う
商
号
を
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
で
登
記
す
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
法
人
格
を
存
続
さ
せ
て
い
る
と
い
う
状

況
か
ら
み
て
、
本
件
の
結
論
に
変
更
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
、
上
記
の
諸
点
を
決
定
的
な
も
の
と
み
て
い
な
か
っ
た
。
と
い

う
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
が
強
調
し
て
い
た
よ
う
に
、
連
続
し
て
適
用
さ
れ
る
二
つ
の
法
秩
序
が
と
も
に
許
容
し
て
い
な
け
れ
ば
、
会
社
の
越

境
的
法
人
形
式
変
更
が
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
比
喩
的
に
言
え
ば
、
本
件
の
場
合
、
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
は
な
る
ほ
ど
す
で
に
片
足
で
は
ル
ク
セ

ン
ブ
ル
ク
で
立
っ
て
い
る
が
、
も
う
一
方
の
足
は
依
然
と
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
残
っ
て
い
る
状
態
に
あ
る
。（

（3
（

”

［
41
］
で
は
、「
加
盟
国
法
上
の
会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
経
済
活
動
を
も
っ
ぱ
ら
他
の
加
盟
国
で
行
う
こ
と
を
意
図
し
て

い
た
」
本
件
が
、
セ
ン
ト
ロ
ス
社
事
件
判
決
お
よ
び
イ
ン
ス
パ
イ
ア
ー
・
ア
ー
ト
社
事
件
判
決
が
「『
居
住
移
転
の
自
由
』
原
則
に
反
し

な
い
と
述
べ
た
状
況
」
に
該
当
す
る
と
判
断
さ
れ
る
た
め
、
先
の
評
価
が
「
セ
ン
ト
ロ
ス
社
事
件
判
決
お
よ
び
イ
ン
ス
パ
イ
ア
ー
・
ア
ー

ト
社
事
件
判
決
の
趣
旨
と
矛
盾
し
な
い
」
こ
と
、「
設
立
済
み
の
会
社
が
法
的
形
式
の
変
更
の
み
を
考
え
て
い
た
」
本
件
は
、「
加
盟
国
で

設
立
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
居
住
地
を
別
の
加
盟
国
、
す
な
わ
ち
、
会
社
所
有
者
の
居
住
地
国
に
移
そ
う
と
意
図
し
た
」
先
例
と
区
別
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
こ
れ
ら
が
示
さ
れ
る
。［
42
］
で
は
、
法
人
住
所
を
移
転
す
る
前
の
準
拠
法
と
移
転
し
た
後
の
準
拠
法
、
こ



一
三
二

れ
ら
二
つ
の
法
秩
序
が
と
も
に
適
法
と
認
め
て
い
な
け
れ
ば
、
会
社
の
越
境
的
法
人
形
式
変
更
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁

判
所
の
先
例
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
説
明
か
ら
は
、「
移
転
前
の
準
拠
法
と
移
転
後
の
準
拠
法
が
と
も
に
適
法
と
認
め
る
と
き
」（
要

件
）
→
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
上
、
会
社
の
越
境
的
法
人
形
式
変
更
は
有
効
で
あ
る
」（
効
果
）
と
い
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
上
の
判
断
基
準
⓫
の
存

在
が
確
認
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
判
断
基
準
⓫
が
前
述
の
「
居
住
」
概
念
の
解
釈
と
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
結
び
付
く
の
か
と
い
う

点
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
こ
で
も
、
そ
の
趣
旨
を
正
確
に
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
ｄ
）
以
上
の
説
明
を
う
け
た
「
3　

中
間
ま
と
め
」
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

“［
43
］　

そ
れ
ゆ
え
、
提
示
さ
れ
た
第
三
の
論
点
に
対
す
る
解
答
と
し
て
い
え
ば
、
加
盟
国
で
設
立
さ
れ
た
会
社
が
、
他
の
加
盟
国
法
上
の
会
社
へ

と
法
人
形
式
を
変
更
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
定
款
上
の
法
人
住
所
を
他
の
加
盟
国
に
移
転
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
同
社
が
他
の
加
盟
国
で
現
実

の
経
済
活
動
を
実
施
す
る
目
的
で
こ
の
国
に
実
際
に
入
り
込
ん
で
い
た
り
ま
た
は
そ
う
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
り
し
て
い
る
と
き
、
当
該
行
為
は
、

Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
に
よ
る
「
居
住
移
転
の
自
由
」
に
含
ま
れ
る
（dass unter die N

iederlassungsfreiheit nach 
A

rt. 49 und 54 A
EU

V
 ein V

organg fällt, bei dem
 eine nach dem

 Recht eines M
itgliedstaats gegründete Gesellschaft m

it 
dem

 Ziel der U
m

w
andlung in eine Gesellschaft eines anderen M

itgliedstaats ihren satzungsm
äßigen Sitz in diesen 

M
itgliedstaat verlegt, sofern eine tatsächliche A

nsiedlung dieser Gesellschaft im
 anderen M

itgliedstaat zum
 Zw

eck der 
A

usübung einer w
irklichen w

irtschaftlichen T
ätigkeit besteht oder beabsichtigt w

ird

）。
こ
の
判
断
は
、
加
盟
国
が
有
す
る
、
自
国

法
に
従
っ
て
設
立
さ
れ
た
も
の
と
判
定
す
る
上
で
、
会
社
が
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
結
び
付
き
を
決
定
す
る
権
限
お
よ
び
会
社
の
法
人
格
を
維
持

す
る
上
で
必
要
な
結
び
付
き
を
決
定
す
る
権
限
に
対
し
て
、
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
。（

（3
（

”

［
43
］
で
は
、「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
が
本
件
に
適
用
さ
れ
る
か

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

否
か
と
い
う
論
点
❸
に
対
し
て
、「
加
盟
国
で
設
立
さ
れ
た
会
社
が
、



一
三
三

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
け
る
本
拠
移
転
と
居
住
移
転
の
自
由
（
一
）（
山
内
）

他
の
加
盟
国
法
上
の
会
社
へ
と
法
人
形
式
を
変
更
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
定
款
上
の
法
人
住
所
を
他
の
加
盟
国
に
移
転
し
て
い
る
場
合
に

お
い
て
、
同
社
が
他
の
加
盟
国
で
現
実
の
経
済
活
動
を
実
施
す
る
目
的
で
こ
の
国
に
実
際
に
入
り
込
ん
で
い
た
り
ま
た
は
そ
う
す
る
こ
と

を
意
図
し
た
り
し
て
い
る
と
き
、
当
該
行
為
は
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
に
よ
る
『
居
住
移
転
の
自
由
』
に
含
ま
れ

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

る0

」
と
い
う
法
務
官
の
解
答
が
示
さ
れ
る
。「『
居
住
移
転
の
自
由
』
原
則
が
適
用
さ
れ
る

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

か
否
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
「『
居
住
移

0

0

0

転
の
自
由
』
に
含
ま
れ
る

0

0

0

00

0

0

0

0

0

」
と
い
う
解
答
は
、
異
な
る
述
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
た
め
に
文
言
上
対
応
し
て
い
な
い
よ
う
に
み
え
る
も
の

の
、「
含
ま
れ
る
」
と
い
う
語
が
「
適
用
さ
れ
る
」
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
み
れ
ば
、
両
者
の
間
に
実
質
的
な
相
違
は
な
い

と
い
え
よ
う
。
こ
の
肯
定
的
解
答
は
、「
加
盟
国
で
設
立
さ
れ
た
会
社
が
、
他
の
加
盟
国
法
上
の
会
社
へ
法
人
形
式
を
変
更
す
る
こ
と
を

意
図
し
て
定
款
上
の
法
人
住
所
を
こ
の
加
盟
国
に
移
転
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
同
社
が
当
該
の
他
の
加
盟
国
で
現
実
の
経
済
活
動
を

実
施
す
る
目
的
で
こ
の
国
に
実
際
に
入
り
込
ん
で
い
た
り
ま
た
は
そ
う
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
り
し
て
い
る
と
き
」（
要
件
）
→
「『
居
住

移
転
の
自
由
』
原
則
が
適
用
さ
れ
る
」（
効
果
）
と
い
う
判
断
基
準
⓬
に
基
づ
い
て
下
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
先
に
論
点
❸
の
判

断
基
準
と
し
て
想
定
さ
れ
た
判
断
基
準
2
（「
第
四
九
条
に
い
う
『
居
住
』
概
念
お
よ
び
第
五
四
条
に
い
う
『
会
社
』
概
念
の
双
方
に
該
当
す
る
と
き
」

（
要
件
）
→
「『
居
住
移
転
の
自
由
』
原
則
が
適
用
さ
れ
る
」（
効
果
））
お
よ
び
判
断
基
準
6
（「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
内
で
経
済
活
動
を
行
う
者
が
経
済
活

動
地
を
自
由
に
選
択
す
る
と
き
」（
要
件
）
→
「『
居
住
移
転
の
自
由
』
原
則
が
適
用
さ
れ
る
」（
効
果
））
と
こ
の
判
断
基
準
⓬
と
を
対
比
す
る
と
、

こ
れ
ら
三
つ
の
判
断
基
準
が
そ
れ
ぞ
れ
に
掲
げ
た
要
件
が
異
な
る
と
こ
ろ
か
ら
、
三
つ
の
要
件
相
互
の
関
係
如
何
と
い
う
新
た
な
論
点
が

生
じ
得
よ
う
。

（
3
）［
43
］
で
「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
の
適
用
が
肯
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
法
務
官
報
告
書
に
お
け
る
審
議
の
対
象
は
論
点
❶

ａ
（「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
の
適
用
に
対
す
る
制
限
が
存
在
す
る
か
否
か
）
に
移
行
す
る
（［
24
］）。
こ
の
点
を
取
り
扱
う
「
Ｂ　

提
示
さ
れ



一
三
四

た
第
一
の
論
点
に
つ
い
て
」
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
説
明
が
行
わ
れ
て
い
る
。

“［
44
］　

ポ
ル
ブ
ー
ト
社
が
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
に
実
際
に
入
り
込
ん
で
い
る

―
こ
の
点
の
判
断
は
、
本
件
提
示
を
行
っ
て
い
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
最
高

裁
判
所
の
責
務
で
あ
る

―
本
件
に
お
い
て
、
次
に
取
り
上
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、
第
一
の
論
点
で
あ
る
。
こ
の
論
点
で
解
明
を
求
め

ら
れ
て
い
る
の
は
、
越
境
的
法
人
形
式
変
更
に
必
要
な
、
設
立
国
で
の
転
出
会
社
登
記
事
項
抹
消
の
可
否
が
、
同
社
の
事
前
の
清
算
お
よ
び
解
散
の

有
無
に
か
か
ら
し
め
ら
れ
て
い
る
と
き
、「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
に
対
す
る
制
限
が
存
在
す
る
か
否
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

［
45
］　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
の
確
定
の
判
例
に
よ
れ
ば
、「
居
住
移
転
の
自
由
」
の
行
使
を
妨
害
し
、
阻
止
し
、
ま
た
は
そ
の
魅
力
を
失
わ
せ
る
ど

の
よ
う
な
措
置
も
、「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
に
対
す
る
制
限
と
み
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

［
46
］　

本
件
提
示
を
行
っ
て
い
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
最
高
裁
判
所
の
認
定
に
よ
れ
ば
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
会
社
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
内
で
法
人
住
所
を
移
転

し
て
も
、
同
国
国
際
私
法
典
第
一
九
条
第
一
項
に
よ
り
、
そ
の
法
人
格
は
失
わ
れ
な
い
。
同
社
の
会
社
準
拠
法
が
変
更
さ
れ
て
も
、
法
人
格
の
同
一

性
は
維
持
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
法
は
、
原
則
と
し
て
、
コ
ン
ソ
イ
ユ
社
と
い
う
法
人
形
式
を
と
る
場
合
で
も
、
ポ
ル
ブ
ー
ト
社

の
法
人
格
が
存
続
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
商
事
会
社
法
典
第
二
七
二
条
と
関
連
す
る
同
法
第
二
七
〇
条
第
二
号

に
よ
る
、
同
社
法
人
住
所
の
外
国
移
転
決
議
は
、
も
ち
ろ
ん
必
然
的
に
、
清
算
を
実
施
し
た
後
に
同
社
が
解
散
す
る
と
い
う
結
果
を
意
味
す
る
。

［
47
］　

し
か
し
な
が
ら
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
所
管
官
庁
が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
清
算
お
よ
び
解
散
を
行
わ
な
い
ま
ま
同
国
の
商
業
登
記
簿
か
ら
の

抹
消
を
求
め
た
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
の
申
立
を
拒
絶
し
た
こ
と
に
よ
り
、同
社
の
越
境
的
法
人
形
式
変
更
が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、「
居

住
移
転
の
自
由
」
原
則
に
対
す
る
制
限
が
存
在
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

［
48
］　

か
く
し
て
、
先
行
裁
判
要
請
に
お
い
て
提
示
さ
れ
た
第
一
の
論
点
に
対
す
る
解
答
は
、
加
盟
国
法
に
従
っ
て
設
立
さ
れ
た
会
社
が
、
他
の
加

盟
国
で
現
実
に
経
済
活
動
を
実
施
す
る
目
的
で
当
該
加
盟
国
に
実
際
に
入
り
込
ん
だ
り
そ
の
国
に
入
り
込
む
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
り
す
る
場
合
に

お
い
て
、
同
社
が
他
の
加
盟
国
法
上
の
会
社
へ
と
法
人
形
式
を
変
更
し
て
い
る
と
き
、
こ
の
よ
う
な
事
案
に
、
設
立
時
加
盟
国
に
お
い
て
会
社
を
清

算
し
か
つ
解
散
し
な
け
れ
ば
設
立
時
加
盟
国
商
業
登
記
簿
か
ら
抹
消
で
き
な
い
旨
を
定
め
た
国
内
法
規
を
適
用
す
る
こ
と
は
、「
居
住
移
転
の
自
由
」

原
則
に
対
す
る
制
限
を
意
味
す
る
（dass in einem

 Fall, in dem
 sich eine nach dem

 Recht eines M
itgliedstaats gegründete 

Gesellschaft in einem
 anderen M

itgliedstaat zum
 Zw

eck der A
usübung einer w

irklichen w
irtschaftlichen T

ätigkeit 



一
三
五

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
け
る
本
拠
移
転
と
居
住
移
転
の
自
由
（
一
）（
山
内
）

tatsächlich angesiedelt hat oder beabsichtigt, sich dort anzusiedeln, und sie sich in eine Gesellschaft nach dem
 Recht dieses 

M
itgliedstaats um

w
andelt, die A

nw
endung nationaler Rechtsvorschriften, nach denen die Löschung dieser Gesellschaft im

 
H

andelsregister des H
erkunftsm

itgliedstaates deren vorherige A
uflösung nach D

urchführung der Liquidation voraussetzt, 
die N

iederlassungsfreiheit beschränkt

）
と
な
る
。（

（4
（

”

［
44
］
で
は
、［
24
］
に
お
け
る
簡
単
な
表
現
（「『
居
住
移
転
の
自
由
』
原
則
の
適
用
が
制
限
さ
れ
る
か
否
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」）
が
、「
越
境
的
法
人
形
式
変

更
に
必
要
な
、
設
立
国
で
の
転
出
会
社
登
記
事
項
抹
消
の
可
否
が
、
同
社
の
事
前
の
清
算
お
よ
び
解
散
の
有
無
に
か
か
ら
し
め
ら
れ
て
い

る
と
き
、『
居
住
移
転
の
自
由
』
原
則
に
対
す
る
制
限
が
存
在
す
る
か
否
か
」
と
い
う
表
現
に
置
き
換
え
ら
れ
て
お
り
、
新
た
な
条
件
が

付
さ
れ
て
い
る
点
で
、
当
初
の
問
い
と
は
そ
の
趣
旨
を
異
に
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。「
制
限
」
と
い
う
行
為
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
場

合
も
、「
制
限
」
と
い
う
法
律
用
語
が
ま
ず
定
義
さ
れ
（
第
一
段
階
、
判
断
基
準
を
構
成
す
る
個
別
要
素
の
内
容
確
定
過
程
）、
次
に
、
そ
の
よ

う
な
内
容
を
有
す
る
「
制
限
」
を
法
制
度
と
し
て
採
用
す
る
か
否
か
が
判
断
さ
れ
（
第
二
段
階
、
特
定
の
内
容
を
要
件
ま
た
は
効
果
に
取
り
入

れ
る
か
否
か
と
い
う
意
味
で
の
判
断
基
準
形
成
過
程
）、
最
後
に
、
法
文
上
の
「
制
限
」
概
念
に
該
当
す
る
か
否
か
が
判
断
さ
れ
る
（
第
三
段
階
、

当
該
概
念
へ
の
包
摂
の
是
非
判
断
と
い
う
意
味
で
の
判
断
基
準
適
用
過
程
）
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
三
つ
の
段
階
は
明
確
に
区
別
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、第
一
段
階
で
は
、「
主
語
＋
…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）
→
「
…
…
を
『
制
限
』
と
定
義
す
る
」（
効

果
）
と
い
う
判
断
基
準
⓭
が
不
可
欠
で
あ
り
、
第
二
段
階
で
は
、「
主
語
＋
…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）
→
「
…
…
『
制
限
』
を
法
規

の
内
容
と
し
て
取
り
入
れ
る
」（
効
果
）
と
い
う
判
断
基
準
⓮
が
用
意
さ
れ
、
第
三
段
階
で
は
、「
主
語
＋
…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）

→
「
…
…
は
『
制
限
』
概
念
に
包
摂
さ
れ
る
」（
効
果
）
と
い
う
判
断
基
準
⓯
が
必
要
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。［
45
］
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

裁
判
所
の
確
定
の
判
例
と
し
て
、「『
居
住
移
転
の
自
由
』
の
行
使
を
妨
害
し
、
阻
止
し
、
ま
た
は
そ
の
魅
力
を
失
わ
せ
る
ど
の
よ
う
な
措
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置
も
、『
居
住
移
転
の
自
由
』
原
則
に
対
す
る
制
限
と
み
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
旨
、
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
説
明
は
判
断
基

準
の
効
果
を
述
べ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
が
第
一
段
階
の
判
断
基
準
⓭
の
効
果
な
の
か
、
第
三
段
階
の
判
断
基
準
⓯
の
効
果
な
の

か
と
い
う
点
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
こ
の
点
が
明
確
に
な
ら
な
い
以
上
、
各
判
断
基
準
の
要
件
部
分
を
解
釈
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
最
高
裁
判
所
の
説
示
に
依
拠
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
会
社
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
内
で
法
人
住
所
を

移
転
し
て
も
そ
の
法
人
格
は
失
わ
れ
な
い
こ
と
、
法
人
住
所
の
外
国
移
転
決
議
が
必
然
的
に
清
算
実
施
後
の
解
散
を
意
味
す
る
こ
と
、
こ

れ
ら
二
点
の
確
認
（［
46
］）
を
挟
ん
で
、［
47
］
で
は
、「
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
所
管
官
庁
が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
清
算
お
よ
び
解
散
を
行

わ
な
い
ま
ま
同
国
の
商
業
登
記
簿
か
ら
の
抹
消
を
求
め
た
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
の
申
立
を
拒
絶
し
た
こ
と
に
よ
り
、
同
社
の
越
境
的
法
人
形
式

変
更
が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
認
定
の
も
と
に
、「『
居
住
移
転
の
自
由
』
原
則
に
対
す
る
制
限
が
存
在
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
」

と
い
う
判
断
が
下
さ
れ
て
い
る
。
論
理
の
飛
躍
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。［
48
］
で
は
、
こ
れ
を
受
け
て
、
本
件
の
場
合
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の

当
該
規
定
を
「
適
用
す
る
こ
と
は
、『
居
住
移
転
の
自
由
』
原
則
に
対
す
る
制
限
を
意
味
す
る
」
と
結
ば
れ
て
い
る
。
法
治
主
義
の
も
と

で
は
各
種
判
断
基
準
の
明
示
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
想
え
ば
、
肯
定
説
採
用
の
過
程
に
疑
問
を
禁
じ
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
4
）「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
に
対
す
る
制
限
が
存
在
す
る
旨
の
判
断
を
経
て
、「
Ｃ　

提
示
さ
れ
た
第
二
の
論
点
に
つ
い
て
」
で
は
、

「
そ
う
し
た
制
限
が
正
当
と
さ
れ
得
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

か
否
か
」（
論
点
❷
）
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
（
前
述
の
よ
う
に
、
論
点
❷
は
、「
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条

お
よ
び
第
五
四
条
は
…
…
清
算
手
続
実
施
義
務
が
、転
出
会
社
の
債
権
者
、少
数
社
員
お
よ
び
労
働
者
を
守
る
と
い
う
意
味
の
公
益
保
護
目
的
に
照
ら
し
て
、

適
切
、
必
要
か
つ
相
当
な
手
段
で
あ
る
と
い
う
趣
旨
に
、
解
釈
さ
れ
る

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

こ
と
が
で
き
る
か
」
を
問
う
当
初
の
論
点
②
と
異
な
る
。）。
こ
の
項
は
、
ま
え

が
き
部
分
（［
49
］
な
い
し
［
52
］）、「
1.　

濫
用
的
取
扱
い
の
克
服
に
つ
い
て
」（［
53
］
な
い
し
［
55
］）、「
2.　

債
権
者
、
少
数
社
員
お
よ

び
従
業
員
の
利
益
の
保
護
に
つ
い
て
」（［
56
］
な
い
し
［
65
］）
お
よ
び
「
3.　

中
間
ま
と
め
」（［
66
］）
の
四
部
か
ら
成
る
。
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
け
る
本
拠
移
転
と
居
住
移
転
の
自
由
（
一
）（
山
内
）

（
ａ
）
ま
え
が
き
部
分
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

“［
49
］　

以
上
に
続
け
て
、
第
二
の
論
点
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
第
二
の
論
点
は
、
要
す
る
に
、
本
件
会
社
に
清
算
手
続
実
施
義
務
を
課
す
と
い
う

方
法
が
、
越
境
的
法
人
形
式
変
更
を
行
う
会
社
の
債
権
者
、
少
数
社
員
お
よ
び
労
働
者
の
保
護
と
い
う
目
的
に
照
ら
し
て
、
相
当
な

0

0

0

（verhältnism
äßiges

）
手
段
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
点
に
あ
る
。

［
50
］　

本
件
提
示
を
行
っ
て
い
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
最
高
裁
判
所
の
説
明
で
は
、
清
算
手
続
に
含
ま
れ
る
項
目
と
し
て
、
経
常
取
引
決
算
書
の
作
成
、
債

権
の
取
立
て
、
債
務
の
履
行
と
会
社
財
産
の
処
分
、
債
権
者
の
満
足
ま
た
は
保
全
を
図
る
措
置
、
以
上
に
関
す
る
財
務
報
告
書
の
提
出
、
な
ら
び
に
、

帳
簿
類
お
よ
び
文
書
類
の
保
管
者
の
任
命
、
こ
れ
ら
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
清
算
手
続
上
、
会
社
が
登
記
簿
か
ら
抹
消
さ
れ
る
時
点
に
お
い
て
、
会

社
は
す
で
に
解
散
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

［
51
］　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
の
確
定
の
判
例
に
よ
れ
ば
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
五
一
条
お
よ
び
第
五
二
条
に
挙
げ
ら
れ
た
事
案
を
除
き
、
公
益
と
い
う

絶
対
的
事
由
に
基
づ
い
て
正
当
に
制
限
で
き
る
場
合
に
限
っ
て
、「
居
住
移
転
の
自
由
」
を
制
限
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。
こ
の
種
の
制
限
は
、
目

標
を
達
成
す
る
上
で
適
切
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
か
つ
必
要
な
限
度
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

［
52
］　

以
下
で
は
ま
ず
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
提
出
し
た
、「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
の
濫
用
防
止
の
観
点
か
ら
、
会
社
が
清
算
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
の
要
件
が
正
当
化
さ
れ
る
と
い
う
異
議
の
当
否
が
審
議
さ
れ
る
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
述
1
）。
そ
れ
に
続
け
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド 

最
高
裁
判
所
が
先
行
裁
判
要
請
で
挙
げ
て
い
た
、
債
権
者
、
少
数
社
員
お
よ
び
労
働
者
の
利
益
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
る
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
後 

述
2
）。（

（4
（

”

［
49
］
で
は
、「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
の
適
用
に
対
す
る
制
限
が
正
当

0

0

と
さ
れ
得
る
か
否
か
（
論
点
❷
、
正
当
性
の
有
無
、
正
否
）
が
、

な
ぜ
か
、「
本
件
会
社
に
清
算
手
続
実
施
義
務
を
課
す
と
い
う
方
法
が
、
越
境
的
法
人
形
式
変
更
を
行
う
会
社
の
債
権
者
、
少
数
社
員
お

よ
び
労
働
者
の
保
護
と
い
う
目
的
に
照
ら
し
て
、
相
当
な

0

0

0

（verhältnism
äßiges

）
手
段
で
あ
る
か
否
か
」（
相
当
性
の
有
無
、
当
否
）
へ
と



一
三
八

実
質
的
に

0

0

0

0

変
更
さ
れ
て
い
る
。
異
な
る
法
律
概
念
を
用
い
る
場
合
、意
味
の
相
違
も
そ
こ
に
含
意
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
着
目
す
れ
ば
、

「
主
語
＋
…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）
→
「
…
…
は
正
当
で
あ
る
」（
効
果
）
と
い
う
正
当
性

0

0

0

の
有
無
の
判
断
基
準
⓰
と
、「
主
語
＋

…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）
→
「
…
…
は
相
当
で
あ
る
」（
効
果
）
と
い
う
相
当
性

0

0

0

の
有
無
の
判
断
基
準
⓱
と
は
別
物
で
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
意
図
的
な
言
い
換
え
か
否
か
に
拘
ら
ず
、
表
現
上
正
確
さ
を
欠
く
も
の
と
し
て
、
正
当
性

0

0

0

か
ら
相
当
性

0

0

0

へ
の
意
味
的
転
換
の
当
否

が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。［
50
］
で
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
最
高
裁
判
所
の
説
明
に
依
拠
し
て
、
同
国
法
上
、「
経
常
取
引
決
算
書
の
作

成
、
債
権
の
取
立
て
、
債
務
の
履
行
と
会
社
財
産
の
処
分
、
債
権
者
の
満
足
ま
た
は
保
全
を
図
る
措
置
、
以
上
に
関
す
る
財
務
報
告
書
の

提
出
、
な
ら
び
に
、
帳
簿
類
お
よ
び
文
書
類
の
保
管
者
の
任
命
、
こ
れ
ら
が
」
清
算
手
続
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
清
算
手
続

上
、
登
記
簿
か
ら
抹
消
さ
れ
る
時
点
に
お
い
て
、
会
社
は
す
で
に
解
散
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
こ
れ
ら
が
示
さ
れ
て
い
る
。

［
51
］
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
の
確
定
の
判
例
法
と
し
て
、「
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
五
一
条
お
よ
び
第
五
二
条
に
挙
げ
ら
れ
た
事
案
を
除

き
、公
益
と
い
う
絶
対
的
事
由
に
基
づ
い
て
正
当
に
制
限
で
き
る
場
合
に
限
っ
て
、『
居
住
移
転
の
自
由
』
を
制
限
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
」

こ
と
、
そ
し
て
、「
こ
の
種
の
制
限
は
、
目
標
を
達
成
す
る
上
で
適
切
な

0

0

0

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
か
つ
必
要
な

0

0

0

限
度
を
超
え
て
は
な

ら
な
い
」
こ
と
、
こ
れ
ら
が
紹
介
さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
一
方
で
、「
公
益
と
い
う
絶
対
的
事
由
に
該
当
す
る
と
き
」（
要
件
）
→
「『
居

住
移
転
の
自
由
』
を
制
限
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
」（
効
果
）
と
い
う
判
断
基
準
⓲
が
想
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
判
断
基
準
⓲

を
適
用
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
も
ち
ろ
ん
、「
主
語
＋
…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）
→
「
公
益
と
い
う
絶
対
的
事
由
に
該
当
す
る
」（
効

果
）
と
い
う
内
容
を
有
す
る
判
断
基
準
⓲
の
適
用
基
準
が
与
え
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
右
の
論
点
❷
と
の
関
連
性
を
考
え
る
場

合
、
こ
の
判
断
基
準
⓲
に
つ
い
て
は
、「
主
語
＋
…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）
→
「
判
断
基
準
⓲
は
正
当

0

0

で
あ
る
」（
効
果
）
と
い
う
判

断
基
準
と
「
主
語
＋
…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）
→
「
判
断
基
準
⓲
は
相
当

0

0

で
あ
る
」（
効
果
）
と
い
う
判
断
基
準
の
二
種
類
の
い
ず
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
け
る
本
拠
移
転
と
居
住
移
転
の
自
由
（
一
）（
山
内
）

れ
が
法
務
官
報
告
書
の
真
意
な
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
得
よ
う
。
判
断
基
準
⓲
の
効
果
部
分
の
文
言
に
着
目
す
る
と
、
前
述
の
正
当
性

0

0

0

か
ら
相
当
性

0

0

0

へ
の
言
い
換
え
が
、
さ
ら
に
「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
に
対
す
る
制
限
の
許
否
（
許
容
性

0

0

0

）
へ
と
ま
た
も
実
質
的
に

0

0

0

0

転
換

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、正
当
性
の
有
無
や
相
当
性
の
有
無
に
関
す
る
各
判
断
基
準
と
は
別
に
、

許
容
性
の
有
無
の
判
断
基
準
と
し
て
、「
主
語
＋
…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）
→
「『
居
住
移
転
の
自
由
』
を
制
限
す
る
こ
と
が
許
さ

れ
る
」（
効
果
）
と
い
う
内
容
の
判
断
基
準
⓳
が
必
要
と
な
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。［
51
］
に
つ
い
て
は
、他
方
で
、「
居
住
移
転
の
自
由
」

原
則
に
対
す
る
制
限
措
置
が
「
目
標
を
達
成
す
る
上
で
適
切
な

0

0

0

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
か
つ
必
要
な

0

0

0

限
度
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
」

と
い
う
表
現
に
着
目
す
る
と
、「
主
語
＋
…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）
→
「
…
…
は
『
適
切
』
に
該
当
す
る
」（
効
果
）
と
い
う
判
断
基

準
⓴
お
よ
び
「
主
語
＋
…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）
→
「
…
…
は
『
必
要
』
に
該
当
す
る
」（
効
果
）
と
い
う
判
断
基
準
㉑
、
こ
れ
ら

二
つ
が
別
に
用
意
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
分
か
る
。［
52
］
で
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
法
に
お
け
る
会
社
清
算
要
件
の
正
当
化

の
有
無
、「
債
権
者
、
少
数
社
員
お
よ
び
労
働
者
の
利
益
」、
こ
れ
ら
二
点
が
以
下
で
論
じ
ら
れ
る
旨
、
明
言
さ
れ
る
。

（
ｂ
）
次
の
「
1　

濫
用
的
取
扱
い
の
克
服
に
つ
い
て
」
で
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
政
府
か
ら
提
出
さ
れ
た
、「『
居
住
移
転
の
自
由
』
原
則

の
濫
用
防
止
の
観
点
か
ら
、
会
社
が
清
算
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
要
件
が
正
当
化
さ
れ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

旨
の
異
議
の
当
否
」
が
取
り
上
げ

ら
れ
る
。
こ
の
表
現
は
、論
点
❷
（「
そ
う
し
た
制
限
が
正
当
と
さ
れ
得
る

0

0

0

0

0

0

0

か
」）
の
一
般
的
表
現
（「
制
限
」）
を
、特
に
「
要
件
」
部
分
に
つ
き
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
法
に
則
し
て
具
体
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
間
に
実
質
的
な
変
更
は
な
い
。
そ
の
説
示
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

“［
53
］　

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
本
件
で
争
わ
れ
て
い
る
、
法
人
形
式
の
変
更
と
い
う
技
巧
的
法
律
構
成
は
、
経
済
的
理
由
で
正
当
化
さ

れ
得
る
も
の
で
は
な
い
。
会
社
の
清
算
と
い
う
手
法
は
、
国
内
法
の
適
用
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
会
社
の
意
図
を
阻
止
す
る
上
で
適
切
な
措
置
で
あ



一
四
〇

る
。

［
54
］　

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
陳
述
は
、
そ
れ
が
、
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
が
も
っ
ぱ
ら
会
社
準
拠
法
変
更
の
み
を
意
図
し
て
い
る
と
い
う
仮
説
に
立
脚
し
て
い
る

点
で
、
考
慮
に
値
し
な
い
。
と
い
う
の
は
、
上
述
の
よ
う
に
、
会
社
準
拠
法
の
変
更
し
か
行
わ
れ
て
い
な
い
事
案
は
「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
の

適
用
対
象
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
受
入
加
盟
国
で
現
実
に
経
済
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
理
由
で
「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則

が
適
用
さ
れ
る
と
し
て
も
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
見
解
に
従
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

［
55
］　

確
か
に
、
何
び
と
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
法
の
援
用
を
濫
用
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
点
に
争
い
は
な
い
。
清
算
手
続
の
実
施
と
い
う
一
般
的

義
務
は
、「
居
住
移
転
の
自
由
」
の
濫
用
を
防
止
す
る
必
要
性
よ
り
も
優
先
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
、
濫
用
が
存
在
す
る
と
一
般
的
に

推
定
す
る
こ
と
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
不
適
切
で
あ
る
。
個
別
具
体
的
事
案
で
越
境
し
て
法
人
形
式
を
変
更
す
る
動
機
が
不
法
な
も
の
で
あ
れ
ば
、

加
盟
国
は
、
詐
欺
を
未
然
に
防
い
だ
り
事
後
に
追
及
し
た
り
す
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
適
切
な

0

0

0

（geeignet

）
措
置
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
。（

（4
（

”

あ
る
「
制
限
が
正
当
と
さ
れ
る

0

0

0

0

0

0

（gerechtfertigt

）
か
否
か
」
と
い
う
論
点
❷
に
答
え
よ
う
と
す
れ
ば
、「
主
語
＋
…
…
＋
述
語
＋
と
き
」

（
要
件
）
→
「
…
…
当
該
制
限
は
正
当
と
さ
れ
る

0

0

0

0

0

0

」（
効
果
）
と
い
う
判
断
基
準
㉒
が
用
い
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
法
務
官
報
告
書
は
こ
の
種
の
判
断
基
準
を
明
示
し
て
い
な
い
よ
う
に
み
え
る
。［
53
］
で
は
、
国
内
で
の
清
算
を
求
め
る
同

国
の
規
定
を
「
国
内
法
の
適
用
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
会
社
の
意
図
を
阻
止
す
る
上
で
適
切
な
措
置
」
と
位
置
付
け
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
政
府

の
見
解
が
紹
介
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
見
解
の
前
提
に
は
、「
主
語
＋
…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）
→
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
国
内
法
規
は
適

切
な
措
置
で
あ
る
」（
効
果
）
と
い
う
判
断
基
準
㉓
が
あ
ろ
う
。［
54
］
で
は
、
し
か
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
側
の
こ
の
よ
う
な
見
解
が
排
斥
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、「
主
語
＋
…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）
→
「
会
社
準
拠
法
の
変
更
し
か
行
わ
れ
て
い
な
い
事
案
は
『
居
住

移
転
の
自
由
』
原
則
の
適
用
対
象
で
は
な
い
」（
効
果
）
と
い
う
判
断
基
準
㉔
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
判

断
基
準
㉔
の
形
成
基
準
（
立
法
理
由
相
当
部
分
）
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
右
の
判
断
基
準
㉔
の
要
件
部
分
は
空
白
の
ま
ま
残



一
四
一

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
け
る
本
拠
移
転
と
居
住
移
転
の
自
由
（
一
）（
山
内
）

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
見
解
を
排
斥
す
る
根
拠
は
い
ま
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。［
55
］
の
第
二
文
で
は
、
ポ

ル
ブ
ー
ト
社
が
本
件
で
「
居
住
移
転
の
自
由
」
を
濫
用
し
て
い
る
と
「
一
般
的
に
推
定
す
る
こ
と
は
…
…
不
適
切
で
あ
る
」
と
評
価
さ
れ

て
い
る
。
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
が
本
件
で
「
居
住
移
転
の
自
由
」
を
濫
用
し
て
い
る
と
「
一
般
的
に
推
定
す
る
こ
と
は
…
…
不
適
切
で
あ
る
」

と
い
う
評
価
は
、「
主
語
＋
…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）
→
「『
居
住
移
転
の
自
由
』
を
濫
用
し
て
い
る
と
推
定
す
る
こ
と
は
…
…
適

切
で
あ
る
」（
効
果
）
と
い
う
判
断
基
準
㉕
に
基
づ
い
て
下
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
判
断
基
準
㉕
の
要
件
部
分
が
空
白
で
あ

る
た
め
、
こ
の
判
断
基
準
㉕
を
用
い
て
右
の
結
果
を
導
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。
一
見
す
る
と
、
第
三
文
が
そ
の
理
由
に

当
た
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
第
二
文
の
内
容
と
「
加
盟
国
は
、
詐
欺
を
未
然
に
防
い
だ
り
事
後
に
追
及
し
た
り
す
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る

適
切
な
措
置
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
第
三
文
の
内
容
と
の
間
に
直
接
的
な
関
連
性
が
み
ら
れ
な
い
た
め
、
第
三
文
を
第
二
文
の

理
由
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
こ
の
項
で
は
、「
正
当
と
さ
れ
る

0

0

0

0

0

0

（gerechtfertigt

）
か
否
か
」
と
い
う
問
い
に

答
え
る
う
え
で
不
可
欠
の
判
断
基
準
が
ま
っ
た
く
述
べ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
ｃ
）
次
の
「
2　

債
権
者
、
少
数
社
員
お
よ
び
労
働
者
の
利
益
の
保
護
に
つ
い
て
」
は
、
論
点
❷
（「
そ
う
し
た
制
限
が
正
当
と
さ
れ
得
る

0

0

0

0

0

0

0

か
」）
に
答
え
る
際
に
想
定
さ
れ
る
前
述
の
判
断
基
準
㉒
（「
主
語
＋
…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）→「
…
…
は
正
当
と
さ
れ
る

0

0

0

0

0

0

（gerechtfertigt

）」

（
効
果
））
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
項
も
、
ま
え
が
き
部
分
（［
56
］
な
い
し
［
58
］）
の
ほ
か
、「
a）　

債
権
者
保
護
に
つ

い
て
」（［
59
］
な
い
し
［
61
］）、「
b）　

少
数
社
員
保
護
に
つ
い
て
」（［
62
］）
お
よ
び
「
c）　

労
働
者
保
護
に
つ
い
て
」（［
63
］
な
い
し
［
65
］）

の
三
つ
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

（
ⅰ
）
ま
ず
、
ま
え
が
き
部
分
を
確
認
し
よ
う
。



一
四
二

“［
56
］　

債
権
者
、
少
数
社
員
お
よ
び
労
働
者
の
利
益
は
、
公
益
と
い
う
絶
対
的
事
由
に
該
当
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
清
算
手
続
実
施
義
務
が
、
債
権
者
、

少
数
社
員
お
よ
び
労
働
者
の
利
益
を
保
護
す
る
方
法
と
し
て
、
適
切

0

0

（geeignet

）
で
あ
る
か
否
か
は
、
明
ら
か
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
債
権
者
、

少
数
社
員
お
よ
び
労
働
者
の
利
益
が
侵
害
さ
れ
て
い
な
い
場
合
で
さ
え
、
清
算
手
続
実
施
義
務
が
課
さ
れ
る
こ
と
で
、
越
境
的
法
人
形
式
変
更
が
阻

止
さ
れ
た
り
禁
止
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
。

［
57
］　

こ
の
種
の
措
置
は
、
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
に
役
立
つ
と
い
う
よ
り
も
、
却
っ
て
、
目
的
の
達
成
を
阻
害
す
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、

本
件
提
示
を
行
っ
て
い
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
最
高
裁
判
所
が
述
べ
て
い
た
よ
う
に
、
本
件
清
算
手
続
は
、
結
局
、
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
の
法
的
存
在
を
終
わ
ら

せ
る
こ
と
に
あ
る
。
清
算
手
続
が
実
施
さ
れ
れ
ば
、
会
社
と
私
法
契
約
を
締
結
し
た
債
権
者
は
そ
れ
ま
で
の
契
約
相
手
を
失
い
、
労
働
者
全
員
の
雇

用
関
係
は
解
消
さ
れ
、
清
算
時
に
残
余
財
産
が
な
け
れ
ば
少
数
社
員
も
他
の
社
員
も
配
分
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
と
な
る
。

［
58
］　

こ
の
こ
と
は
、
し
か
し
、
裏
返
し
て
い
え
ば
、
公
益
保
護
の
た
め
越
境
的
法
人
形
式
変
更
に
負
担
や
条
件
を
付
け
る
こ
と
が
加
盟
国
に
禁
じ

ら
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
、
加
盟
国
が
執
る
措
置
は
相
当
性

0

0

0

（V
erhältnism

äßigkeit

）
の
原
則
を
遵
守
し
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
以
下
、
債
権
者
の
状
況
（
後
述
a）
）、
少
数
社
員
の
状
況
（
後
述
b）
）
お
よ
び
労
働
者
の
状
況
（
後
述
c）
）、
こ
れ
ら
が
順
次
取
り
上
げ

ら
れ
る
。（

（4
（

”

［
56
］
で
は
、「
債
権
者
、
少
数
社
員
お
よ
び
労
働
者
の
利
益
は
、
公
益
と
い
う
絶
対
的
事
由
に
該
当
す
る
」
こ
と
、「
清
算
手
続
実
施

義
務
が
、
債
権
者
、
少
数
社
員
お
よ
び
労
働
者
の
利
益
を
保
護
す
る
方
法
と
し
て
、
適
切

0

0

（geeignet

）
で
あ
る
か
否
か
は
、
明
ら
か
で

は
な
い
」
こ
と
、「
債
権
者
、
少
数
社
員
お
よ
び
労
働
者
の
利
益
が
侵
害
さ
れ
て
い
な
い
場
合
で
さ
え
、
清
算
手
続
実
施
義
務
が
課
さ
れ

る
こ
と
で
、
越
境
的
法
人
形
式
変
更
が
阻
止
さ
れ
た
り
禁
止
さ
れ
た
り
す
る
」
場
合
が
あ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
三
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
指
摘
が
成
り
立
つ
と
い
う
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
指
摘
を
根
拠
付
け
る
三
つ
の
理
由
が
別
々
の
表
現
を
伴
い
、「
主
語
＋

…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）
→
「
債
権
者
、
少
数
社
員
お
よ
び
労
働
者
の
利
益
は
、
公
益
と
い
う
絶
対
的
事
由
に
該
当
す
る
」（
効
果
）



一
四
三

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
け
る
本
拠
移
転
と
居
住
移
転
の
自
由
（
一
）（
山
内
）

と
い
う
判
断
基
準
㉖
、「
主
語
＋
…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）
→
「
清
算
手
続
実
施
義
務
が
債
権
者
、
少
数
社
員
お
よ
び
労
働
者
の
利

益
を
保
護
す
る
適
切
な

0

0

0

手
段
で
あ
る
と
い
え
る
」（
効
果
）
と
い
う
判
断
基
準
㉗
お
よ
び
「
主
語
＋
…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）
→
「
清

算
手
続
実
施
義
務
が
越
境
的
法
人
形
式
変
更
の
阻
止
事
由
ま
た
は
禁
止
事
由
に
該
当
す
る
」（
効
果
）
と
い
う
判
断
基
準
㉘
の
形
式
で
明

確
に
示
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。［
57
］
の
第
一
文
で
は
、「
こ
の
種
の
措
置
は
、
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
に
役
立
つ
と

い
う
よ
り
も
、
却
っ
て
、
目
的
の
達
成
を
阻
害
す
る
」
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
い
う
「
目
的
」
は
、
む
ろ
ん
、
債
権
者
、
少

数
社
員
お
よ
び
労
働
者
の
利
益
を
保
護
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、「
主
語
＋
…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）
→
「
…
…
は
債
権
者
、

少
数
社
員
お
よ
び
労
働
者
の
利
益
を
保
護
す
る
と
い
う
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
に
役
立
つ
」（
効
果
）
と
い
う
判
断
基
準
㉙
が
与
え
ら
れ

て
い
な
け
れ
ば
、
第
一
文
が
成
り
立
つ
か
否
か
を
判
定
で
き
な
い
。
第
二
文
で
は
、「
本
件
清
算
手
続
は
、
結
局
、
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
の
法

的
存
在
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
に
あ
る
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
第
三
文
で
は
、「
清
算
手
続
が
実
施
さ
れ
れ
ば
、
会
社
と
私
法
契
約
を
締

結
し
た
債
権
者
は
そ
れ
ま
で
の
契
約
相
手
を
失
い
、
労
働
者
全
員
の
雇
用
関
係
は
解
消
さ
れ
、
清
算
時
に
残
余
財
産
が
な
け
れ
ば
少
数
社

員
も
他
の
社
員
も
配
分
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
と
な
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
総
合
す
れ
ば
、
債
権
者
、
少
数
社
員
お
よ
び

労
働
者
を
保
護
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
権
利
主
張
の
相
手
方
た
る
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
の
法
的
存
在
を
肯
定
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

る
と
考
え
、
そ
の
実
現
方
法
と
し
て
、
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
の
抹
消
登
記
請
求
を
認
め
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
政
策
判
断
に
行
き
着
く
こ
と
で

あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
判
断
の
前
提
に
は
、
お
そ
ら
く
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
抹
消
登
記
請
求
の
認
容
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
全
域
に
お
け

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

る
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
の
法
的
不
存
在
を
意
味
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
理
解
が
あ
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。［
58
］
第
一
文
で
は
、
加
盟
国
が
「
公
益
保

護
の
た
め
越
境
的
法
人
形
式
変
更
に
負
担
や
条
件
を
付
け
る
」
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
旨
、
指
摘
さ
れ
る
。
第
二
文
で
は
、「
加
盟
国
が

執
る
措
置
は
相
当
性

0

0

0

（V
erhältnism

äßigkeit

）
の
原
則
を
遵
守
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
こ
の
指
摘
は
、
必
然



一
四
四

的
に
、「
主
語
＋
…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）
→
「
当
該
措
置
は
相
当

0

0

（verhältnism
äßig

）
で
あ
る
」（
効
果
）
と
い
う
判
断
基
準
㉚

の
存
在
を
推
測
さ
せ
る
。
債
権
者
保
護
、
少
数
社
員
保
護
お
よ
び
労
働
者
保
護
に
つ
い
て
、
以
下
で
個
別
的
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
の
は
、

こ
れ
ら
三
種
類
の
保
護
対
象
の
特
性
に
応
じ
て
「
相
当
性
（V

erhältnism
äßigkeit

）」
の
内
容
が
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
債
権
者
、
少
数
社
員
お
よ
び
労
働
者
の
保
護
態
様
に
応
じ
て
「
相
当
性
」
の
内
容
が
相
異
な

る
こ
と
を
反
映
さ
せ
た
三
種
類
の
判
断
基
準

―
「
…
…
が
債
権
者
保
護
の
観
点
か
ら
見
て
相
当

0

0

で
あ
る
と
き
」（
要
件
）
→
「
…
…
は

正
当
と
さ
れ
る

0

0

0

0

0

0

」（
効
果
）
と
い
う
判
断
基
準
㉛
、「
…
…
が
少
数
社
員
保
護
の
観
点
か
ら
見
て
相
当

0

0

で
あ
る
と
き
」（
要
件
）
→
「
…
…
は

正
当
と
さ
れ
る

0

0

0

0

0

0

」（
効
果
）
と
い
う
判
断
基
準
㉜
、「
…
…
が
労
働
者
保
護
の
観
点
か
ら
見
て
相
当

0

0

で
あ
る
と
き
」（
要
件
）
→
「
…
…
は
正0

当
と
さ
れ
る

0

0

0

0

0

」（
効
果
）
と
い
う
判
断
基
準
㉝

―
を
挟
み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
前
述
の
論
点
❷
に
関
す
る
「
主
語
＋
…
…
＋
述
語
＋

と
き
」（
要
件
）
→
「
…
…
は
正
当
と
さ
れ
る

0

0

0

0

0

0

（gerechtfertigt

）」（
効
果
）
と
い
う
判
断
基
準
㉞
と
「
相
当
性

0

0

0

（V
erhältnism

äßigkeit

）」

に
関
す
る
こ
こ
で
の
説
明
と
を
関
連
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
ⅱ
）
ま
ず
、「
a）　

債
権
者
保
護
に
つ
い
て
」
の
検
討
内
容
を
み
よ
う
。

“［
59
］　

債
権
者
保
護
に
関
し
て
考
慮
さ
れ
る
の
は
、
現
在
の
会
社
債
権
者
の
利
益
の
み
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
が
国
境
を
超
え

て
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
法
上
の
会
社
へ
と
法
人
形
式
を
変
更
し
た
後
、
引
き
続
き
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
活
動
し
て
い
れ
ば
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
法
が
ポ
ル
ブ
ー
ト

社
の
対
内
関
係
お
よ
び
対
外
関
係
に
適
用
さ
れ
な
い
と
い
う
点
は
そ
の
後
の
潜
在
的
な
債
権
者
に
と
っ
て
自
明
の
点
だ
か
ら
で
あ
る
。

［
60
］　

も
ち
ろ
ん
、
法
人
形
式
変
更
に
よ
り
、
現
在
の
債
権
者
の
利
益
が
危
険
に
晒
さ
れ
る
リ
ス
ク
も
あ
る
。
特
に
資
本
金
保
護
と
責
任
に
関
し
て
、

変
更
後
に
会
社
が
服
す
る
規
定
が
変
更
前
の
規
定
ほ
ど
厳
格
で
は
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
み
る
と
、
法
人
形
式
の
変
更
に
よ
り
す
で
に

発
生
し
て
い
る
債
権
を
回
収
で
き
な
い
こ
と
を
債
権
者
が
証
明
し
て
い
る
限
り
、
債
権
者
の
適
切
な
補
償
請
求
に
異
議
を
唱
え
る
こ
と
は
で
き
な
い



一
四
五

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
け
る
本
拠
移
転
と
居
住
移
転
の
自
由
（
一
）（
山
内
）

で
あ
ろ
う
。

［
61
］　

ポ
ー
ラ
ン
ド
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
、
法
人
形
式
の
変
更
に
よ
っ
て
債
権
者
が
手
続
法
的
に
み
て
も
好
ま
し
く
な
い
状
況
に
置
か
れ
、
会
社
に

対
す
る
訴
え
を
債
権
者
が
他
の
加
盟
国
の
裁
判
所
に
提
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
申
し
立
て
て
い
る
が
、
し
か
し
、
そ
う
し
た
異
議
は
納
得
の

ゆ
く
も
の
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
本
件
提
示
を
行
っ
て
い
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
最
高
裁
判
所
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
会
社
の
事
実
上
の
本

拠
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
残
さ
れ
て
い
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
債
権
者
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
こ
の
会
社
を
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ

る
。（

（4
（

”

［
59
］
で
は
、
他
加
盟
国
法
上
の
法
人
形
式
へ
の
変
更
後
に
当
該
法
人
と
取
引
関
係
に
立
つ
将
来
の
債
権
者
に
は
、
取
引
相
手
の
会
社

準
拠
法
が
ど
の
法
か
を
確
認
す
る
義
務
が
生
じ
る
と
い
う
考
え
が
前
提
に
置
か
れ
て
い
る
た
め
、「
現
在
の

0

0

0

会
社
債
権
者
の
利
益
の
み
」

が
保
護
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
説
明
が
成
り
立
つ
た
め
に
は
、
右
の
前
提
が
共
有
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

に
、
そ
う
し
た
前
提
の
正
当
性
を
示
す
論
拠
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
右
の
確
認
義
務
は
実
体
法
上
の
義
務
と
み
ら
れ
よ
う

が
、
法
廷
地
の
国
際
裁
判
管
轄
権
が
肯
定
さ
れ
た
後
、
法
廷
地
独
立
牴
触
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
る
準
拠
法
が
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば
、
相

手
方
の
会
社
準
拠
法
が
ど
の
法
か
を
確
認
す
る
義
務
の
有
無
も
決
ま
ら
な
い
は
ず
な
の
に
、
準
拠
法
決
定
以
前
に
準
拠
法
確
認
義
務
が
生

じ
る
根
拠
も
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。
限
ら
れ
た
説
明
の
み
で
法
務
官
報
告
書
の
真
意
を
推
し
量
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
考
え
得
る
一
案

は
、
右
の
確
認
義
務
を
強
行
規
定
（
渉
外
実
質
法
）
と
捉
え
る
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。［
60
］
で
は
、
資
本
金
保
護
と
責
任
に
関
し
て
、
法

人
住
所
変
更
後
に
会
社
が
服
す
る
規
定
（
新
会
社
準
拠
法
）
が
変
更
前
の
規
定
（
旧
会
社
準
拠
法
）
ほ
ど
厳
格
で
は
な
い
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
、

「
法
人
形
式
の
変
更
に
よ
り
す
で
に
発
生
し
て
い
る
債
権
を
回
収
で
き
な
い
こ
と
を
債
権
者
が
証
明
し
て
い
る
限
り
、
債
権
者
の
適
切
な

補
償
請
求
に
異
議
を
唱
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
う
評
価
が
示
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
も
、
根
拠
の
説
明
は
な
い
。［
61
］
で
は
、「
会



一
四
六

社
に
対
す
る
訴
え
を
債
権
者
が
他
の
加
盟
国
の
裁
判
所
に
提
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
点
で
「
法
人
形
式
の
変
更
に
よ
っ
て
債

権
者
が
手
続
法
的
に
み
て
も
好
ま
し
く
な
い
状
況
」に
置
か
れ
る
と
い
う
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
主
張
に
与
し
得
な
い
と
す
る
判
断
が
示
さ
れ
る
。

そ
の
理
由
は
、「
会
社
の
事
実
上
の
本
拠
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
残
さ
れ
て
い
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
債
権
者
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
こ
の

会
社
を
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ
」
と
い
う
点
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
国
際
裁
判
管
轄
権
を
認
め
る
管
轄
原
因
に
つ
い
て
は
、
も
ち

ろ
ん
、「
民
事
お
よ
び
商
事
事
件
に
お
け
る
裁
判
管
轄
な
ら
び
に
裁
判
の
承
認
お
よ
び
執
行
に
関
す
る
二
〇
一
二
年
一
二
月
一
二
日
の
欧

州
議
会
お
よ
び
理
事
会
規
則
第
一
二
一
五
号（
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ⅰ
ａ
規
則
）」（

（4
（

他
が
参
照
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
項
で
は
、

結
局
、「
主
語
＋
…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）
→
「
…
…
は
債
権
者
保
護
の
観
点
か
ら
見
て
相
当
（verhältnism

äßig

）
で
あ
る
」（
効
果
）

と
い
う
判
断
基
準
㉟
の
う
ち
、「
相
当
性
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
格
別
の
説
明
が
な
く
、
そ
こ
に
い
う
「
債
権
者
」
が
「
現
在
の
債
権
者
」

に
限
ら
れ
る
と
い
う
解
釈
基
準
（
右
の
判
断
基
準
の
適
用
基
準
）
が
提
示
さ
れ
て
い
た
に
と
ど
ま
る
。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
債
権
者
の
利

益
保
護
に
つ
い
て
直
接
に
判
断
す
る
基
準
が
不
明
確
で
あ
る
た
め
、
論
点
❷
に
答
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
み
え
る
。

（
ⅲ
）
次
に
、「
b）　

少
数
社
員
保
護
に
つ
い
て
」
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

“［
62
］　

さ
ら
に
、
会
社
準
拠
法
が
変
更
さ
れ
る
と
、
社
員
が
法
人
形
式
の
変
更
に
反
対
意
見
を
述
べ
て
も
、
そ
れ
が
通
ら
ず
、
社
員
の
地
位
が
脅

か
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
新
し
い
会
社
準
拠
法
に
よ
っ
て
必
然
的
に
関
係
者
の
権
利
義
務
も
変
更
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
状
況
の
も
と
で
は
、
関
係
者
が
適
切
な
（angem

essene

）
補
償
と
引
き
換
え
に
会
社
に
対
す
る
持
分
を
放
棄
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
相0

当0

（verhältnism
äßig

）
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。（

（4
（

”

［
62
］
の
第
一
文
で
は
、
変
更
前
の
会
社
準
拠
法
で
認
め
ら
れ
て
い
た
社
員
の
地
位
が
、
会
社
準
拠
法
の
変
更
に
よ
り
、
脅
か
さ
れ
る



一
四
七

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
け
る
本
拠
移
転
と
居
住
移
転
の
自
由
（
一
）（
山
内
）

可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
第
二
文
は
「
社
員
の
地
位
が
脅
か
さ
れ
る
」
理
由
が
述
べ
ら
れ
る
。
第
三
文
で
は
、「
関
係
者
が
適
切
な

補
償
と
引
き
換
え
に
会
社
に
対
す
る
持
分
を
放
棄
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
」
旨
、
言
及
さ
れ
る
。
こ
こ
に
は
、「
会
社

準
拠
法
の
変
更
に
よ
り
、従
前
の
会
社
準
拠
法
上
認
め
ら
れ
て
い
た
社
員
の
地
位
が
脅
か
さ
れ
る
と
き
」（
要
件
）→「
適
切
な

0

0

0

（angem
essen

）

補
償
と
引
き
換
え
に
会
社
に
対
す
る
持
分
を
放
棄
す
る
権
利
を
少
数
社
員
に
認
め
る
こ
と
が
『
相
当
（verhältnism

äßig

）』
で
あ
る
」（
効

果
）
と
い
う
判
断
基
準
㊱
が
用
意
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
ろ
う
。
少
数
社
員
の
利
益
保
護
に
つ
い
て
み
る
と
、「
こ
の
判
断
基
準
㊱
に
基

づ
い
て
『
相
当
（verhältnism

äßig

）』
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
と
き
」（
要
件
）
→
「
清
算
手
続
実
施
義
務
が
債
権
者
、
少
数
社
員
お
よ
び

労
働
者
の
利
益
を
保
護
す
る
の
に
適
切

0

0

（geeignet

）
で
あ
る
」（
効
果
）（［
56
］）
と
い
う
判
断
基
準
㊲
、「
こ
の
判
断
基
準
に
基
づ
い
て
、

清
算
手
続
実
施
義
務
が
債
権
者
、
少
数
社
員
お
よ
び
労
働
者
の
利
益
を
保
護
す
る
の
に
適
切

0

0

で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
と
き
」（
要
件
）
→

「
…
…
制
限
は
正
当
と
さ
れ
る

0

0

0

0

0

0

（gerechtfertigt

）」（
効
果
）
と
い
う
判
断
基
準
㊳
、
こ
れ
ら
二
つ
が
追
加
さ
れ
る
な
ら
ば
、
論
点
❷
へ
の

解
答
が
可
能
と
な
ろ
う
。

（
ⅳ
）「
c）　

労
働
者
保
護
に
つ
い
て
」
は
、
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
る
。

“［
63
］　

最
後
に
、
労
働
者
利
益
の
保
護
に
関
し
て
い
え
ば
、
一
方
で
、
本
件
提
示
を
行
っ
て
い
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
最
高
裁
判
所
に
よ
っ
て
も
本
件
手

続
参
加
者
に
よ
っ
て
も
、
立
ち
入
っ
た
説
明
の
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
他
方
、
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
事
件
で
は
、
労
働
者
の
職
場

移
転
も
労
働
者
の
地
位
の
剥
奪
も
ま
っ
た
く
問
題
に
な
っ
て
い
な
い
。

［
64
］　

し
か
し
な
が
ら
、会
社
の
法
人
形
式
が
変
更
さ
れ
、こ
れ
と
関
連
し
て
定
款
上
の
法
人
住
所
が
移
転
さ
れ
る
こ
と
で
、労
働
者
の
権
利
の
う
ち
、

定
款
上
の
法
人
住
所
に
連
結
さ
れ
る
権
利
に
影
響
が
及
ぶ
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
と
し
て
ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
、
企
業
の
共
同
決
定
、
す
な
わ
ち
、

労
働
者
の
経
営
参
加
を
認
め
る
制
度
で
あ
る
。
場
合
に
よ
り
、
法
人
形
式
変
更
後
の
会
社
準
拠
法
が
労
働
者
に
共
同
決
定
を
認
め
る
範
囲
が
減
少
す



一
四
八

る
可
能
性
が
あ
る
。

［
65
］　

労
働
者
の
権
利
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
効
果
が
及
ぶ
か
と
い
う
点
か
ら
み
る
と
、
越
境
的
法
人
形
式
変
更
（grenzüberschreitende 

U
m

w
andlung

）
と
越
境
的
法
人
結
合
（grenzüberschreitende V

erschm
elzung

）
と
を
分
け
る
意
味
は
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
の
立
法

者
は
、
特
に
越
境
的
法
人
結
合
を
規
律
す
る
た
め
二
〇
〇
五
年
指
令
第
五
六
号
を
制
定
し
、
第
一
六
条
に
、
労
働
者
の
利
益
に
関
わ
る
紛
争
を
主
と

し
て
交
渉
で
解
決
す
る
旨
の
、
労
働
者
利
益
を
保
護
す
る
特
則
を
置
い
た
。
こ
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
越
境
的
法
人
形
式
変
更
を
行
う
会
社
の
設
立
国

が
し
か
る
べ
き
（dem

entsprechend

）
基
準
を
遵
守
す
る
よ
う
求
め
て
い
れ
ば
、
労
働
者
利
益
の
保
護
に
な
ん
ら
問
題
は
な
い
。（

（4
（

”

［
63
］
で
は
、
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
事
件
の
場
合
、
労
働
者
利
益
の
保
護
が
ま
っ
た
く
問
題
と
な
っ
て
お
ら
ず
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
最
高
裁
判
所

も
本
件
手
続
参
加
者
も
こ
の
点
に
触
れ
て
い
な
い
旨
、
指
摘
さ
れ
る
。［
64
］
で
は
、「
定
款
上
の
法
人
住
所
に
連
結
さ
れ
る
権
利
」、
特

に
企
業
の
共
同
決
定
に
関
し
て
、「
法
人
形
式
変
更
後
の
会
社
準
拠
法
が
労
働
者
に
共
同
決
定
を
認
め
る
範
囲
が
減
少
す
る
可
能
性
」
に

触
れ
ら
れ
て
い
た
。［
65
］
の
第
一
文
で
は
、「
労
働
者
の
権
利
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
効
果
が
及
ぶ
か
」
と
い
う
点
に
関
す
る
限
り
、
越

境
的
法
人
形
式
変
更
の
事
案
と
越
境
的
法
人
結
合
の
事
案
と
を
区
別
す
る
必
要
が
な
い
こ
と
に
触
れ
ら
れ
る
。
第
二
文
で
は
、
越
境
的
法

人
結
合
を
規
律
す
る
た
め
二
〇
〇
五
年
指
令
第
五
六
号（

（4
（

第
一
六
条
に
労
働
者
利
益
を
保
護
す
る
特
則
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

る
。
第
三
文
で
は
、「
越
境
的
法
人
形
式
変
更
を
行
う
会
社
の
設
立
国
が
し
か
る
べ
き

0

0

0

0

0

基
準
を
遵
守
す
る
よ
う
求
め
て
い
れ
ば
、
労
働
者

利
益
の
保
護
に
な
ん
ら
問
題
が
な
い
」
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
も
と
よ
り
、「
主
語
＋
…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）
→
「
し
か
る
べ
き

0

0

0

0

0

基
準
に
該
当
す
る
」（
効
果
）
と
い
う
判
断
基
準
㊴
が
な
け
れ
ば
、「
し
か
る
べ
き

0

0

0

0

0

基
準
」
に
該
当
す
る
か
否
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
本
件
で
問
題
と
な
っ
て
い
な
い
労
働
者
の
利
益
保
護
に
つ
い
て
は
、「
主
語
＋
…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）
→
「
…
…
は
労
働

者
保
護
の
観
点
か
ら
見
て
相
当
（verhältnism

äßig

）
で
あ
る
」（
効
果
）
と
い
う
判
断
基
準
㊵
が
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
論
点
❷
へ
の



一
四
九

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
け
る
本
拠
移
転
と
居
住
移
転
の
自
由
（
一
）（
山
内
）

解
答
過
程
が
不
明
確
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
（
尤
も
、
こ
の
論
点
が
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
事
件
に
お
い
て
現
れ
て
い
な
い
点
を
考
慮
す
る
と
、
こ
こ
で
こ

の
点
に
敢
え
て
触
れ
る
意
義
如
何
が
問
わ
れ
よ
う
。）。

（
ｄ
）「
3.　

中
間
ま
と
め
」
で
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

“［
66
］　

提
示
さ
れ
た
第
二
の
論
点
に
つ
い
て
は
、
結
局
、
越
境
的
法
人
形
式
変
更
を
実
施
す
る
会
社
の
債
権
者
、
少
数
社
員
お
よ
び
労
働
者
を
保

護
す
る
上
で
、
清
算
手
続
の
実
施
と
い
う
一
般
的
義
務
を
課
す
こ
と
は
相
当
な
（verhältnism

äßig

）
手
段
で
は
な
い
（dass die generelle 

Pflicht zur D
urchführung eines Liquidationsverfahrens kein verhältnism

äßiges M
ittel darstellt, um

 die Gläubiger, 
M

inderheitsgesellschafter und A
rbeitnehm

er einer Gesellschaft zu schützen, die eine grenzüberschreitende U
m

w
andlung 

durchführt

）
と
答
え
る
こ
と
と
な
ろ
う
。（

（4
（

”

改
め
て
確
認
し
よ
う
。
当
初
の
論
点
②
（「
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

…
…
公
益
保
護
目
的
に
照
ら
し
て
、
適
切
、
必
要
か
つ

0

00

0

0

0

0

相
当
な
手
段

0

0

0

0

0

（geeignetes, notw
endiges und verhältnism

äßiges M
ittel

）
で
あ
る
と
い
う
趣
旨
に
、
解
釈
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か

0

0

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」）
と
異

な
り
、法
務
官
報
告
書
が
設
定
し
た
論
点
❷
（［
24
］）
は
、「
そ
う
し
た
制
限
が
正
当
と
さ
れ
得
る
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

否
か
」
で
あ
っ
た
。［
66
］
で
は
、「
越

境
的
法
人
形
式
変
更
を
実
施
す
る
会
社
の
債
権
者
、
少
数
社
員
お
よ
び
労
働
者
を
保
護
す
る
上
で
、
清
算
手
続
の
実
施
と
い
う
一
般
的
義

務
を
課
す
こ
と
は
相
当
な

0

0

0

（verhältnism
äßig

）
手
段
で
は
な
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
表
現
を
当
初
の
論
点
②
お
よ
び
法
務
官

報
告
書
に
お
け
る
論
点
❷
の
各
表
現
と
そ
れ
ぞ
れ
対
比
し
て
み
る
と
、［
66
］
が
い
ず
れ
の
論
点
に
も
直
接
に
は
対
応
し
て
い
な
い
こ
と

が
分
か
る
。
論
点
❷
（「
そ
う
し
た
制
限
が
正
当
と
さ
れ
得
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

か
否
か
」）
に
答
え
よ
う
と
す
れ
ば
、「
債
権
者
保
護
、
少
数
社
員
保
護
お
よ
び

労
働
者
保
護
、
い
ず
れ
の
観
点
か
ら
見
て
も
、
清
算
手
続
の
実
施
と
い
う
一
般
的
義
務
を
課
す
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
当
該
法
規
が
相
当
な

0

0

0



一
五
〇

（verhältnism
äßig

）
手
段
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
と
き
」（
要
件
）
→
「
…
…
当
該
制
限
措
置
は
正
当
と
さ
れ
る

0

0

0

0

0

0

（gerechtfertigt

）」（
効
果
）

と
い
う
判
断
基
準
㊶
（「
主
語
＋
…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）
→
「
…
…
は
正
当
で
あ
る
」（
効
果
）
と
い
う
正
当
性
の
有
無
の
判
断
基
準
⓰
の
変
形

か
？
）
の
要
件
が
具
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
し
か
し
、
こ
の
点
の
説
明
も
法
務
官
報
告
書
で
は
な
ん
ら

示
さ
れ
て
い
な
い
。

三　

最
後
に
、
法
務
官
報
告
書
の
「
結
論
」（［
67
］）
を
改
め
て
確
認
し
よ
う
。
そ
の
表
現
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

“［
67
］　

以
上
を
総
合
し
て
、
当
職
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
に
対
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
最
高
裁
判
所
が
提
示
し
た
諸
問
題
に
つ
き
、
以
下
の
通
り
解
答

す
る
よ
う
、
提
案
す
る
。

　

1　

加
盟
国
法
に
従
っ
て
設
立
さ
れ
た
会
社
が
、
他
の
加
盟
国
法
上
の
会
社
へ
法
人
形
式
を
変
更
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
、
定
款
上
の
法
人
住
所

を
他
の
加
盟
国
に
移
転
す
る
行
為
は
、
当
該
会
社
が
現
実
に
経
済
活
動
を
行
う
目
的
で
他
の
加
盟
国
に
実
際
に
入
り
込
ん
で
い
る
と
き
ま
た
は
そ
の

国
に
入
り
込
む
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
と
き
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
に
よ
る
「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
の
適
用
範
囲
に
含

ま
れ
る
。
こ
の
判
断
は
、
自
国
法
に
従
っ
て
設
立
さ
れ
た
会
社
と
判
定
す
る
上
で
当
該
会
社
が
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
連
結
点
が
何
か
に
関
す
る

加
盟
国
の
決
定
権
お
よ
び
会
社
の
法
人
格
を
維
持
す
る
上
で
必
要
な
連
結
点
が
何
か
に
関
す
る
加
盟
国
の
決
定
権
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
（U

nter 
die N

iederlassungsfreiheit nach A
rt. 49 und 54 A

EU
V

 fällt ein V
organg, bei dem

 eine nach dem
 Recht eines M

itgliedstaats 
gegründete Gesellschaft m

it dem
 Ziel der U

m
w

andlung in eine G
esellschaft eines anderen M

itgliedstaats ihren 
satzungsm

äßigen Sitz in diesen M
itgliedstaat verlegt, sofern eine tatsächliche A

nsiedlung dieser Gesellschaft im
 anderen 

M
itgliedstaat zum

 Zw
eck der A

usübung einer w
irklichen w

irtschaftlichen T
ätigkeit besteht oder beabsichtigt w

ird. D
avon 

unberührt bleibt die Befugnis dieses M
itgliedstaats, sow

ohl die A
nknüpfung zu bestim

m
en, die eine Gesellschaft aufw

eisen 
m

uss, um
 als nach seinem

 Recht gegründet angesehen zu w
erden, als auch die A

nknüpfung, die für den Erhalt dieser 



一
五
一

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
け
る
本
拠
移
転
と
居
住
移
転
の
自
由
（
一
）（
山
内
）

Eigenschaft verlangt w
ird.

）。

　

2　

加
盟
国
法
に
従
っ
て
設
立
さ
れ
た
会
社
が
現
実
の
経
済
活
動
を
行
う
目
的
で
他
の
加
盟
国
に
実
際
に
入
り
込
ん
で
い
る
か
ま
た
は
こ
の
国
に

入
り
込
む
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
同
社
が
他
の
加
盟
国
法
上
の
会
社
へ
そ
の
法
人
形
式
を
変
更
し
て
い
る
と
き
、
設
立
時
加
盟
国

の
商
業
登
記
簿
か
ら
の
抹
消
に
先
立
っ
て
会
社
が
清
算
手
続
を
実
施
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
定
め
た
国
内
法
規
の
適
用
は
、「
居
住
移
転

の
自
由
」
原
則
に
よ
り
、
制
限
さ
れ
る
（n einem

 Fall, in dem
 sich eine nach dem

 Recht eines M
itgliedstaats gegründete 

Gesellschaft in einem
 anderen M

itgliedstaat zum
 Zw

eck der A
usübung einer w

irklichen w
irtschaftlichen T

ätigkeit 
tatsächlich angesiedelt hat oder beabsichtigt, sich dort anzusiedeln, und sie sich in eine Gesellschaft nach dem

 Recht dieses 
M

itgliedstaats um
w

andelt, beschränkt die A
nw

endung nationaler Rechtsvorschriften, nach denen die Löschung dieser 
Gesellschaft im

 H
andelsregister des H

erkunftsm
itgliedstaats deren vorherige A

uflösung nach D
urchführung der Liquidation 

voraussetzt, die N
iederlassungsfreiheit.

）。

　

3　

清
算
手
続
の
実
施
と
い
う
一
般
的
義
務
は
、
加
盟
国
法
に
従
っ
て
設
立
さ
れ
か
つ
他
の
加
盟
国
法
上
の
法
人
形
式
へ
変
更
さ
れ
て
い
る
会
社

の
債
権
者
、
少
数
社
員
お
よ
び
労
働
者
を
保
護
す
る
た
め
に
は
、
相
当
な
手
段
で
は
な
い
（D

ie generelle Pflicht zur D
urchführung eines 

Liquidationsverfahrens stellt kein verhältnism
äßiges M

ittel dar, um
 die Gläubiger, M

inderheitsgesellschafter und 
A

rbeitnehm
er einer nach dem

 Recht eines M
itgliedstaats gegründeten Gesellschaft zu schützen, die sich in eine Gesellschaft 

nach dem
 Recht eines anderen M

itgliedstaats um
w

andelt.

）。（
（5
（

”

こ
こ
で
は
、
先
行
裁
判
要
請
に
お
け
る
三
つ
の
論
点
（
論
点
①
な
い
し
論
点
③
）
お
よ
び
法
務
官
報
告
書
が
実
際
に
取
り
上
げ
た
三
つ
の

論
点
（
論
点
❶
ａ
な
い
し
論
点
❸
）
の
内
容
上
の
相
違
が
改
め
て
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
最
高
裁
判
所
は
、
ま
ず
論
点
①
と
し
て
、「
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
は
、『
会
社
が
設
立
国
で
取
得
し

た
法
人
格
の
存
続
を
定
め
る
社
員
総
会
決
議
に
基
づ
い
て
他
の
加
盟
国
で
有
限
責
任
会
社
を
新
た
に
設
立
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
同



一
五
二

社
が
設
立
国
で
清
算
後
に
解
散
さ
れ
て
い
る
と
き
に
限
り
、
商
業
登
記
簿
上
、
同
社
の
登
記
事
項
を
抹
消
で
き
る
』
旨
を
定
め
た
、
設
立

国
の
規
定
の
適
用
と
矛
盾
す
る
か
」
否
か
を
問
う
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、「
主
語
＋
…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）
→
「
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約

第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
は
…
…
設
立
国
の
規
定
の
適
用
と
矛
盾
す
る
」（
効
果
）
旨
の
判
断
基
準
㊷
の
要
件
部
分
の
解
明
が
求
め
ら

れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
、
論
点
①
が
肯
定
さ
れ
た
こ
と
で
当
該
ポ
ー
ラ
ン
ド
法
規
の
適
用
が
排
除
さ
れ
る
場
合
を
念
頭
に
お
い

て
、
そ
れ
で
も
な
お
当
該
法
規
を
適
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
論
点
②
と
し
て
、「
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
は
、

加
盟
国
法
上
の
、
経
常
取
引
決
算
書
の
作
成
、
債
権
の
取
立
て
、
債
務
の
履
行
と
会
社
財
産
の
処
分
、
債
権
者
の
満
足
ま
た
は
保
全
を
図

る
措
置
、
以
上
に
関
す
る
財
務
報
告
書
の
提
出
、
な
ら
び
に
、
帳
簿
類
お
よ
び
文
書
類
の
保
管
者
の
任
命
に
つ
い
て
決
定
す
る
、
転
出
会

社
の
清
算
手
続

―
こ
の
清
算
手
続
が
行
わ
れ
た
後
に
会
社
が
解
散
さ
れ
、
そ
の
登
記
事
項
が
抹
消
さ
れ
る

―
実
施
義
務
が
、
転
出
会

社
の
債
権
者
、
少
数
社
員
お
よ
び
労
働
者
を
守
る
と
い
う
意
味
の
公
益
保
護
目
的
に
照
ら
し
て
、
適
切
、
必
要
か
つ
相
当
な
手
段
で
あ
る

と
い
う
趣
旨
に
、
解
釈
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
」
否
か
と
い
う
質
問
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
第
五
二
条
第
一
項
に
よ
る
「
居

住
移
転
の
自
由
」原
則
の
適
用
除
外
と
い
う
構
成（「
居
住
移
転
の
自
由
」原
則
に
対
す
る
例
外
を
認
め
る
立
場
）に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
は
、

「
主
語
＋
…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）
→
「
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
は
…
…
趣
旨
に
解
釈
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
」

（
効
果
）
と
い
う
判
断
基
準
㊸
が
予
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
判
断
基
準
㊸
の
要
件
部
分
に
該
当
す
る
か
否
か
の
検
討
に

あ
た
っ
て
は
、「
転
出
会
社
の
債
権
者
、
少
数
社
員
お
よ
び
労
働
者
を
守
る
と
い
う
意
味
の
公
益
保
護
目
的
に
照
ら
し
て
、
適
切
、
必
要

か
つ
相
当
な
手
段
に
該
当
す
る
と
き
」（
要
件
）
→
「『
居
住
移
転
の
自
由
』
原
則
に
対
す
る
例
外
に
当
た
る
」（
効
果
）
と
い
う
判
断
基
準

㊹
を
用
い
て
、当
該
ポ
ー
ラ
ン
ド
規
定
の
適
用
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
示
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
み
え
る
。
さ
ら
に
、こ
の
例
外
（
論

点
②
）
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、な
お
自
国
規
定
の
適
用
を
確
保
す
べ
く
、「
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
は
、



一
五
三

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
け
る
本
拠
移
転
と
居
住
移
転
の
自
由
（
一
）（
山
内
）

会
社
が
そ
の
法
人
形
式
を
他
の
加
盟
国
法
上
の
会
社
へ
と
変
更
す
る
目
的
で
、
定
款
上
の
法
人
住
所
を
当
該
の
他
の
加
盟
国
へ
移
転
し
な

が
ら
、
設
立
時
の
加
盟
国
に
事
業
の
主
た
る
本
拠
を
残
し
て
い
る
場
合
、「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
に
対
す
る
制
限
が
存
在
す
る
と
い

う
趣
旨
に
、
解
釈
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
」
否
か
と
い
う
照
会
事
項
（
論
点
③
）
が
追
加
さ
れ
て
い
た
。
論
点
③
の
場
合
も
、「
主
語
＋

…
…
＋
述
語
＋
と
き
」（
要
件
）
→
「『
居
住
移
転
の
自
由
』
原
則
に
対
す
る
制
限
が
認
め
ら
れ
る
」（
効
果
）
と
い
う
趣
旨
の
判
断
基
準
㊺

が
与
え
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
判
断
基
準
㊸
と
判
断
基
準
㊺
は
い
ず
れ
も
、「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
に
よ
っ

て
当
該
ポ
ー
ラ
ン
ド
規
定
が
排
除
さ
れ
る
場
合
を
想
定
し
た
予
備
的
な
法
律
構
成
と
い
う
点
で
共
通
す
る
。
先
行
要
請
裁
判
に
お
け
る
照

会
事
項
の
記
載
順
序
を
考
慮
す
る
と
、
判
断
基
準
㊷
に
優
先
順
位
が
与
え
ら
れ
、
判
断
基
準
㊷
が
否
定
さ
れ
る
場
合
に
対
処
す
る
予
備
的

な
法
律
構
成
と
し
て
判
断
基
準
㊸
お
よ
び
判
断
基
準
㊺
の
適
用
が
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
み
え
る
。
論
点
②
と
論
点
③
と
の
順
序
に
関

し
て
、「
論
点
①
に
つ
き
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
が
上
記
国
内
規
定
の
適
用
を
妨
げ
て
い
な
い
と
解
さ
れ
る
場
合
」

と
い
う
か
た
ち
で
序
列
付
け
に
関
す
る
記
述
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
両
者
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
か
は
解
釈
問
題

と
な
る
。
論
点
③
を
論
点
②
の
予
備
的

0

0

0

論
点
と
み
れ
ば
、
判
断
基
準
㊸
が
判
断
基
準
㊺
に
先
行
し
て
探
求
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

論
点
③
を
論
点
②
の
選
択
的

0

0

0

論
点
と
み
れ
ば
、
判
断
基
準
㊸
と
判
断
基
準
㊺
の
審
理
順
序
は
判
断
者
の
主
観
に
委
ね
ら
れ
よ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、
厳
密
に
み
れ
ば
、
先
行
裁
判
要
請
に
掲
げ
ら
れ
た
三
つ
の
論
点
が
法
務
官
報
告
書
（［
24
］）
で
は
別
の
論
点
に
置
き

換
え
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
が
適
用
さ
れ
る
か
否
か
（
論
点
❸
）
が
ま
ず
問
わ
れ
、
こ
れ
が
肯
定
さ
れ
る

場
合
、「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
の
適
用
に
対
す
る
制
限
が
存
在
す
る
か
否
か
（
論
点
❶
ａ
）
が
論
じ
ら
れ
、
さ
ら
に
、
そ
う
し
た
制
限

が
正
当
と
さ
れ
得
る
か
否
か
（
論
点
❷
）
が
検
討
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
審
理
順
序
（［
25
］）
も
先
行
裁
判
要
請
の
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
い
た

（
論
点
①
は
「『
居
住
移
転
の
自
由
』
原
則
は
、
加
盟
国
法
に
従
っ
て
設
立
さ
れ
た
会
社
が
他
の
加
盟
国
法
上
の
会
社
へ
と
法
人
形
式
を
変
更
す
る
こ
と
を



一
五
四

禁
じ
る
設
立
国
の
規
定
と
矛
盾
す
る
か
」
と
い
う
論
点
❶
に
言
い
換
え
ら
れ
た
（［
1
］）
う
え
で
、
さ
ら
に
こ
の
よ
う
に
変
更
さ
れ
て
い
た
）。
主
語
と

述
語
と
の
対
応
関
係
の
確
認
と
い
う
争
点
整
理
の
基
本
に
立
ち
返
れ
ば
、
法
務
官
報
告
書
の
場
合
、
先
行
裁
判
要
請
に
挙
げ
ら
れ
た
各
論

点
に
対
応
し
て
い
な
い
こ
と
が
す
ぐ
に
明
ら
か
に
な
る
。

法
務
官
報
告
書
の
結
論
（［
67
］）
で
は
、論
点
❸
に
つ
き
、「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
が
適
用
さ
れ
る

0

0

0

0

0

と
判
断
さ
れ
て
い
た
。
論
理
上
、

Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
四
九
条
お
よ
び
第
五
四
条
（
つ
ま
り
、
そ
の
内
容
を
成
す
「
居
住
移
転
の
自
由
」
原
則
）
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う
前
提
の
も

と
に
、
論
点
①
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
想
え
ば
、
論
点
❸
に
つ
き
肯
定
説
に
立
つ
と
の
判
断
は
念
の
た
め
の
確
認
事
項
で
あ
っ
た
も

の
と
み
ら
れ
得
る
。
次
に
、
論
点
❶
ａ
に
つ
い
て
は
、
当
該
の
「
国
内
法
規
を
適
用
す
る
こ
と
は
、『
居
住
移
転
の
自
由
』
原
則
に
対
す

る
制
限
を
意
味
す
る
」
と
い
う
言
い
方
で
「『
居
住
移
転
の
自
由
』
原
則
の
適
用
に
対
す
る
制
限
が
存
在
す
る
」
旨
、
明
言
さ
れ
て
い
た
。

最
後
に
、「
そ
う
し
た
制
限
が
正
当
と
さ
れ
得
る

0

0

0

0

0

0

0

か
否
か
」
と
い
う
論
点
❷
に
対
し
て
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
当
該
法
規
が
定
め
た
「
一
般

的
義
務
は
、
加
盟
国
法
に
従
っ
て
設
立
さ
れ
か
つ
他
の
加
盟
国
法
上
の
法
人
形
式
へ
の
変
更
を
行
っ
て
い
る
会
社
の
債
権
者
、
少
数
社
員

お
よ
び
労
働
者
を
保
護
す
る
方
法
と
し
て
、
相
当
で
は
な
い

0

0

0

0

0

0

」
と
判
断
さ
れ
て
い
た
。「
正
当
と
さ
れ
得
る

0

0

0

0

0

0

0

か
」
と
い
う
問
い
に
対
す
る

解
答
は
、
も
ち
ろ
ん
、「
正
当
と
さ
れ
得
る
」
ま
た
は
「
正
当
と
さ
れ
得
な
い
」
の
い
ず
れ
か
に
尽
き
る
。
こ
う
み
る
と
、
法
務
官
報
告

書
で
は
、「
正
当
と
さ
れ
得
る
」
と
い
う
解
答
を
直
接
に
導
く
こ
と
に
代
え
て
、「
…
…
相
当
で
あ
る

0

0

0

0

0

（verhältnism
äßig

）
と
き
」（
要
件
）

→
「
…
…
は
正
当
と
さ
れ
る

0

0

0

0

0

0

（gerechtfertigt

）」（
効
果
）
と
い
う
判
断
基
準
㉒
、
お
よ
び
、
債
権
者
保
護
、
少
数
社
員
保
護
お
よ
び
労
働

者
保
護
と
い
う
保
護
対
象
の
特
性
に
対
応
し
て
内
容
を
異
に
す
る
「
相
当
性
」
の
有
無
に
関
わ
る
三
種
類
の
判
断
基
準
、
こ
れ
ら
を
追
加

す
る
こ
と
に
よ
り
、「
正
当
と
さ
れ
得
る
」
と
い
う
解
答
に
至
る
道
筋
が
間
接
的
に
示
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
も
し

れ
な
い
。
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五

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
け
る
本
拠
移
転
と
居
住
移
転
の
自
由
（
一
）（
山
内
）

＊
ジ
ャ
ン
＝
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
リ
オ
タ
ー
ル
他
著
（
宇
田
川
博
訳
）『
ど
の
よ
う
に
判
断
す
る
か

―
カ
ン
ト
と
フ
ラ
ン
ス
現
代
思
想

―
』（
国
文
社
、

一
九
九
〇
年
）
九
頁
。

（
1
）M

ükoBGB/K
indler EGBGB T

eil 10 Rn.98-155
;Leonhard H

übner,Eine Rom
-V

O
 für das Internationale Gesellschaftsrecht 

– zugleich ein Beitrag zur K
ohärenz im

 Internationalen Gesellschaftsrecht -,ZGR 2018, SS.149

―185

他
参
照
。

（
2
）
こ
こ
で
は
、
最
新
の
文
献
と
し
て
、
寺
井
里
沙
「Brexit

に
伴
う
イ
ギ
リ
ス
擬
似
外
国
会
社
の
従
属
法
の
変
更
」
法
学
新
報
一
二
四
巻
九
・
一

〇
号
（
多
喜
寛
先
生
退
職
記
念
論
文
集
）
二
八
七
頁
以
下
、
二
九
二
頁
以
下
を
挙
げ
る
に
と
ど
め
、
多
数
の
先
行
文
献
へ
の
言
及
は
差
し
控
え
る
。

（
3
）C-106/16.

こ
の
判
決
に
つ
い
て
は
、
⑴Grenzüberschreitende Sitzverlegung einer K

apitalgesellschaft,V
erstoß gegen die 

N
iederlassungsfreiheit,A

G 23/2017,SS.854

―859
;

⑵N
iederlassungsfreiheit garantiert Sitzverlegung m

it dem
 Ziel eines 

grenzüberschreitenden Rechtsform
w

echsels,D
er Betrieb 44/2017,SS.2596-2601

;

⑶EuGH
:Grenzüberschreitende 

V
erlegung des Satzungsm

äßigen Gesellschaftssitzes in einen anderen M
itgliedstaat – Polbud,BB 48/2017,SS.2829

―2833
; 

⑷N
iederlassungsfreiheit:V

erstoß einer Innerstaatlichen Regelung,die die Sitzverlegung von der vorigen A
uflösung der 

Gesellschaft abhängig m
acht,EuZW

 22/2017,SS.906

―910
;

⑸EuGH
,IPRax 3/2018,SS.266

―271
;

⑹Rechtsw
idrige Pflicht 

zur A
uflösung der Gesellschaft vor Sitzverlegung,N

JW
 50/2017,SS.3639

―3643
;

⑺V
erstoß einer die Sitzverlegung von 

vorheriger A
uflösung der Gesellschaft abhängig m

achender innerstaatlicher Regelung gegen die N
iederlassungsfreiheit – 

Polbud,N
ZG 33/2017,SS.1308

―1312
;

⑻N
iederlassungsfreiheit – zulässige U

m
w

andlung in ausländische Gesellschaft 
durch V

erlegung des satzungsm
äßigen Sitzes,RIW

 12/2017,SS.810

―815
;

⑼EuGH
, U

rteil vom
 25.O

ktober 2017,W
M

 
49/2017,SS.2359-2363

;

⑽EU
-Rechtsw

idrigkeit der Pflicht zur Liquidation und A
uflösung der Gesellschaft vor Löschung 

im
 H

andelsregister des H
erkunftsm

itgliedstaats bei grenzüberschreitender U
m

w
andlung （“Polbud - W

ykonaw
stw

o”

）,ZIP 
28/2017,SS.1319-1325 

（Schlußanträge

）;

⑾EU
-Rechtsw

idrigkeit der Pflicht zur A
uflösung der Gesellschaft im

 
H

erkunftsstaat bei grenzüberschreitender U
m

w
andlung 

（“Polbud - W
ykonaw

stw
o”

）,ZIP 45/2017,SS.2145-2148
;http://

curia.europa.eu/juris/docum
ents.jsf?num

=C-106/16
;http://curia.europa.eu/juris/docum

ent/docum
ent.jsf;jsessionid=9ea7d

2dc30d892414b44812b4b4891b9bbc8a98f4799.e34K
axiLc3qM

b40Rch0SaxyPaxz0?text=&
docid=195941&

pageIndex=0&
docla



一
五
六

ng=D
E&

m
ode=req&

dir=&
occ=first&

part=1&
cid=710134

（
二
〇
一
八
年
一
二
月
一
五
日
確
認
）
他
参
照
。

（
4
）
こ
の
判
決
に
言
及
す
る
も
の
と
し
て
、
⑴Bärw

ald,Rom
an/H

oefling,Sebastian,Grenzüberschreitender Form
w

echsel:D
as 

U
rteil des EuGH

in der Rs. “Polbud” in der praktischen A
nw

endung – Zugleich Besprechung von EuGH
-U

rteil vom
 

25.10.2017 – Rs.C-106/16,D
B 2017 S.2596-,D

er Betrieb 51

―52/2017,SS.3051

―3056
;

⑵Bayer,W
alter/Schm

idt,Jessica,BB-
Gesetzgebungs- und Rechtsprechungsreport Europäisches U

nternehm
ensrecht 2016/17,BB 2017,2114

―2125
;

⑶

Bayer,W
alter/Schm

odt,Jessica,Grenzüberschreitende M
obilität von Gesellschaften

:Form
w

echsel durch isolierte 
Satzungssitzverlegung,Zugleich B

esprechung E
uG

H
 v.25.10.2017 – R

s C
-106/16,ZIP 2017,2145 – Polbud,ZIP 

47/2017,SS.2225
―2234

;

⑷Behm
e,Caspar,Europäisches U

m
w

andlungsrecht – Stand und Perspektiven,ZH
R 182 

（2018

）,SS.32-61
;

⑸Bungert,H
artw

in/W
ansleben,T

ill,Grenzübershcreitende V
erschm

elzungen und Spaltungen aus 
Sicht des Europäischen Parlam

ents,D
er Betrieb 44/2017,SS.2591

―2595
;

⑹Bungert,H
artw

in/W
ansleben,T

ill,Grenzübers
chreitende Spaltungen nach dem

 Richtlinienentw
urf der EU

-K
om

m
ission,D

er Betrieb 35/2018,SS.2094-2104
;

⑺

Christoph,Fabian,“D
er EuGH

 erhüht den K
onkurrenzdruck der （gesellschafts-

）rechtlichen System
e”,BB48/2017,S.2834

;

⑻Feldhaus,H
einer,D

as Erfordernis w
irtschaftlicher Inlandstätigkeit beim

 grenzüberschreitenden （H
erein-

）Form
w

echsel 
nach “Polbud”,BB 48/2017,SS.2819

―2825
;

⑼H
übner,Leonhard,Eine Rom

-V
O

 für das Internationale Gesellschaftsrecht – 
zugleich ein Beitrag zur K

ohärenz im
 Internationalen Gesellschaft -,ZGR 1/2018,SS.149

―185
;

⑽K
ieninger,Eva-

M
aria,N

iederlassungsfreiheit der nachträglichen Rechtsw
ahl:D

ie Polbud-Entscheidung des EuGH
,N

JW
 50/2017,SS. 

3624

―3627
;

⑾K
indler,Peter,U

nternehm
ensm

obilität nach “Polbud”:D
er grenzüberschreitende Form

w
echsel in 

Gestaltungspraxis und Rechtspolitik,N
ZG 1/2018,SS.1

―7
;

⑿K
naier,Rald/Pfleger,Jochen,D

er grenzüberschreitende 
H

erausform
w

echsel einer deutschen G
m

bH
,G

m
bH

R
 16/2017,SS. SS.859

―867
;

⒀K
orch,Stefan/T

helen,M
artin 

K
onstan,V

on der N
iederlassungsfreiheit der Rechtsform

w
ahl – D

ie praktischen Folgen der Polbud-Entscheidung des 
EuGH

 – EuGH
,25.1.2017 – C-106/16,IPRax 3/2018,SS.248

―254
;

⒁K
ováca,K

eve,D
er grenzüberschreitende 

（H
erein-

）

Form
w

echsel in der Praxis nach dem
 Polbud-U

rteil des EuGH
,ZIP 6/2018,SS.253

―261
;

⒂K
um

pan,Christoph/
Pauschinger,Philipp,Entw

icklung des europäischen Gesellschaftsrechts 2017,EuZW
 H

eft 9/2017,,SS.353

―357
;

⒃



一
五
七

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
け
る
本
拠
移
転
と
居
住
移
転
の
自
由
（
一
）（
山
内
）

O
echsler,Jürgen,D

ie Polbud-E
ntscheidung und die Sitzverlegung der SE

,ZIP 27/2018,SS.1269

―1273
;

⒄

M
örsdorf,O

liver,N
un also doch! – D

ie überraschende U
m

deutung der N
iederlassungsfreiheit zur Rechtsw

ahlfreiheit 
durch den EuGH

 im
 U

rteil Polbud,ZIP 50/2017,SS.2381

―2389
;

⒅N
oack,U

lrich/K
raft,Julia,Grenzüberschreitende 

U
nternehm

ensm
obilität – der Richtlinienvorschlag im

 Com
pany Law

 Package,D
er Betrieb 26/2018,SS.1577

―1582
;

⒆

Paefgen,W
alter,“Polbud”:N

iederlassungsfreiheit als Sutzspaltungsfreiheit – Zum
 U

rteil des EuGH
 vom

 25.10.2017 in der 
R

echtssache “Polbud”=
W

M
 2017,2359 -,-T

eil I-,W
M

 21/2018,SS.981-993
;

⒇Paefgen,W
alter,“Polbud”: 

N
iederlassungsfreiheit als Sutzspaltungsfreiheit – Zum

 U
rteil des EuGH

 vom
 25.10.2017 in der Rechtssache “Polbud”

＝

W
M

 2017,2359 -,-T
eil II-,W

M
 22/2018,SS.1029

―1041
;

㉑D
e Raet,T

obias,Zur Beschränkung der N
iederlassungsfreiheit 

bei isolierter grenzüberschreitender Satzungssitzverlegung （Polbud – W
ykonaw

stw
o

）,EW
iR 1/2018,SS.7

―8
;

㉒Schm
idt, 

Jessica,Grenzüberschreitende M
obilität von Gesellschaften – V

ergangenheit,Gegenw
art und Zukunft -,ZV

glRW
iss 116

（2017

）,SS.313

―341
;

㉓Schneider,A
nette,Grenzüberschreitender Form

w
echsel einer deutschen Gm

bH
 ins EU

-
A

usland,D
er B

etrieb 16/2018,SS.941

―946
;

㉔Schollm
eyer,E

berhard,V
on der N

iederlassungfreiheit zur 
Rechtsw

ahlfreiheit?,D
as “Polbud”-U

rteil des Europäischen Gerichtshofs vom
 25. O

ktober 2017,ZGR 1/2018,SS.186

―201
;

㉕Stelm
aszczyk,Peter,Grenzüberschreitender Form

w
echsel durc isolierte V

erlegung des Satzungssitzes,EuGH
 präzisiert 

den A
nw

endungsbereich der N
iederlassungsfreiheit,EuZW

 22/2017,SS.890

―894
;

㉖Stiegler,Sascha,Grenzüberschreitend
er Form

w
echsel:Zulässigkeit eines H

erausform
w

echsels,D
ie Polbud-Entscheidung und ihre K

onsequenzen,A
G 

23/2017,SS.846

―852
;

㉗T
eichm

ann Christoph/K
naier, Ralf, Grenzüberschreitender Form

w
echsel nach “Polbud”, D

ie 
neue U

m
w

andlungsfreiheit im
 Binnenm

arkt, Gm
bH

R 24/2017,SS.1314

―1324
;

㉘W
achter,T

hom
as,A

nm
erkung,N

ZG 
33/2017,SS.1312

―1314

他
（
こ
れ
ら
の
文
献
は
、
以
下
、
著
者
名
の
み
で
引
用
）
参
照
。

（
5
）https://de.w

ikipedia.org/w
iki/Generalanw

alt_

（EuGH

）（
二
〇
一
八
年
一
二
月
一
五
日
確
認
）

（
6
）SCH

LU
SSA

N
T

RÄ
GE D

ER GEN
ERA

LA
N

W
Ä

LT
IN

,O
riginalsprache

:D
eutsche,Rechtssache C 106/16Polbud  http://

curia.europa.eu/juris/docum
ent/docum

ent.jsf;jsessionid=9ea7d2dc30d892414b44812b4b4891b9bbc8a98f4799.e34K
axiLc3qM

b40Rch0SaxyPaxz0?text=&
docid=190333&

pageIndex=0&
doclang=D

E&
m

ode=req&
dir=&

occ=first&
part=1&

cid=710134



一
五
八

（
二
〇
一
八
年
一
二
月
一
五
日
確
認
）

（
7
）
前
注（
6
）参
照
。

（
8
）
山
内
『
国
際
会
社
法
研
究
第
一
巻
』（
日
本
比
較
法
研
究
所
研
究
叢
書
（
64
）、
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
三
年
一
二
月
）、
同
「
ド
イ
ツ
国

際
私
法
に
お
け
る
〝
法
人
の
属
人
法
〟
の
決
定
基
準
に
つ
い
て

―
ヴ
ェ
ッ
ツ
ラ
ー
提
案
の
場
合

―
」（
石
川
敏
行
、エ
ー
ラ
ー
ス
、グ
ロ
ス
フ
ェ

ル
ト
、
山
内
惟
介
編
著
『
中
央
大
学
・
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
交
流
二
〇
周
年
記
念
―
共
演　

ド
イ
ツ
法
と
日
本
法
』（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇

〇
七
年
）
三
五
一
頁
以
下
（
山
内
『
国
際
私
法
の
深
化
と
発
展
』（
信
山
社
、
二
〇
一
六
年
二
月
）
九
五
頁
以
下
に
「
ド
イ
ツ
立
法
過
程
の
一
局

面

―
法
人
属
人
法

―
」
と
し
て
転
載
）、
同
「
日
本
国
際
私
法
に
お
け
る
法
人
準
拠
法
と
法
人
格
否
認

―
裁
判
例
の
動
向
は
ど
の
よ
う
に

理
解
さ
れ
る
べ
き
か

―
」『K

ookm
in Finance Law

 Review

（Festschrift für W
on H

o Lee zum
 65.Geburtstag

）』（Finance Law
 

Institute,K
ookm

in U
niversity,Seoul,K

orea

）、
二
〇
一
一
年
）
二
七
頁
以
下
（
山
内
『
国
際
私
法
の
深
化
と
発
展
』（
信
山
社
、
二
〇
一
六

年
二
月
）
一
二
九
頁
以
下
に
「
国
内
裁
判
例
に
対
す
る
評
価

―
法
人
属
人
法
と
法
人
格
否
認

―
」
と
し
て
転
載
）、
同
「
Ｅ
Ｕ
国
際
私
法
に

お
け
る
倒
産
会
社
取
締
役
の
損
害
賠
償
責
任

―
ド
イ
ツ
連
邦
通
常
裁
判
所
二
〇
一
四
年
提
示
決
定
の
場
合

―
（
一
）（
二
・
完
）」
法
学
新
報

一
二
二
巻
九
・
一
〇
号
（
永
井
和
之
教
授
古
稀
記
念
論
文
集
）
五
二
一
頁
以
下
お
よ
び
同
一
二
二
巻
一
一
・
一
二
号
一
頁
以
下
。

（
9
）
前
注（
6
）［
13
］
な
い
し
［
18
］
参
照
。

（
10
）
「
先
行
裁
判
要
請
国
の
手
続
と
提
示
さ
れ
た
論
点
」、
前
注（
6
）［
8
］
な
い
し
［
17
］
参
照
。

（
11
）http://w

w
w

.krs-online.com
.pl/polbud-w

ykonaw
stw

o-sp-z-o-o-w
-likw

idacji-krs-202555.htm
l（

二
〇
一
八
年
一
二
月
一
五
日
確
認
）

（
近
現
代
東
欧
経
済
史
を
専
攻
さ
れ
る
松
家
仁
小
樽
商
科
大
学
教
授
の
御
教
示
に
よ
る
。）
工
芸
品
の
製
作
（W

ykonaw
stw

o

）
に
従
事
す
る
、ポ
ー

ラ
ン
ド
法
上
の
有
限
責
任
（z ograniczoną odpow

iedzialnością

）
会
社
（spółka

）

（
12
）
ポ
ー
ラ
ン
ド
中
北
部
ク
ヤ
ヴ
ィ
＝
ポ
モ
ー
ジ
ェ
県
の
工
業
都
市
ト
ル
ン
（T

oruń 

［tɔruɲ

］、
ド
イ
ツ
語
：T

horn

）
の
東
南
方
面
、
ヴ
ィ
ス

ワ
（W
isła

）
河
畔
の
小
都
市
（
前
注（
11
）
と
同
様
、
松
家
教
授
の
御
教
示
を
得
た
。）。

（
13
） 

前
注（
6
）［
13
］、
前
注（
3
）［
8
］
参
照
。

（
14
） 

前
注（
6
）［
14
］、
前
注（
3
）［
9
］
参
照
。

（
15
） 

前
注（
6
）［
15
］、
前
注（
3
）［
10
］
参
照
。A

m
tsblatt des Großherzogtum

s Luxem
burg,Recueil des Sociétés et A

ssociations, 
C - N

1841 vom
 31.Juli 2013,S.88334 bis 88342.
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拠
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（
16
）
前
注（
6
）［
16
］、［
17
］
お
よ
び
［
18
］、
前
注（
3
）［
11
］
お
よ
び
［
12
］
参
照
。

（
17
）
前
注（
6
）［
18
］
お
よ
び
前
注（
3
）［
13
］
参
照
。

（
18
）
前
注（
6
）［
18
］
お
よ
び
前
注（
3
）［
13
］
お
よ
び
［
14
］
参
照
。

（
19
）
前
注（
3
）［
16
］
参
照
。

（
20
）
前
注（
3
）［
15
］
参
照
。

（
21
）
前
注（
3
）［
17
］
参
照
。

（
22
）
前
注（
3
）［
17
］
参
照
。

（
23
）
前
注（
6
）［
17
］
お
よ
び
前
注（
3
）［
18
］
参
照
。

（
24
）
前
注（
6
）［
19
］
お
よ
び
前
注（
3
）［
18
］
参
照
。

（
25
）
前
注（
6
）［
19
］
お
よ
び
前
注（
3
）［
15
］
参
照
。

（
26
）
そ
の
原
文
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「D

ieses K
apitel und die aufgrund desselben getroffenen M

aßnahm
en beeinträchtigen 

nicht die A
nw

endbarkeit der Rechts- und V
erw

altungsvorschriften,die eine Sonderregelung für A
usländer vorsehen und 

aus Gründen der öffentlichen O
rdnung,Sicherheit oder Gesundheit gerechtfertigt sind.;T

he provisions of this Chapter 
and m

easures taken in pursuance thereof shall not prejudice the applicability of provisions laid dow
n by law

,regulation 
or adm

inistrative action providing for special treatm
ent for foreign nationals on grounds of public policy,public security 

or public health.

」

（
27
）
最
後
に
、
本
件
判
決
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
の
こ
の
手
続
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
和
国
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
共
和
国
お

よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
委
員
会
が
そ
れ
ぞ
れ
参
加
し
た
こ
と
、
二
〇
一
七
年
三
月
六
日
に
行
わ
れ
た
口
頭
弁
論
に
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
共
和
国
を
除
く
前

述
の
手
続
参
加
者
、
ポ
ル
ブ
ー
ト
社
お
よ
び
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
が
参
加
し
た
こ
と
、
こ
れ
ら
が
記
さ
れ
て
い
る
（
前
注（
3
）［
20
］）。

（
28
）
前
注（
6
）

（
29
）
前
注（
3
）

（
30
）
二
〇
一
三
年
の
変
更
形
式
に
お
け
る
二
〇
〇
〇
年
九
月
一
五
日
の
商
事
会
社
に
関
す
る
法
典
（K

odeks spółek handlow
ych

;Gesetzbuch 
über die H

andelsgesellschaften

）（
商
事
（handlow

ych

）
会
社
（spółek

）
法
典
（K

odeks

））、D
z.U

.2013,N
r.1030.



一
六
〇

（
31
）
二
〇
一
一
年
二
月
四
日
の
国
際
私
法
典
（U

staw
a z dnia 4 lutego 2011 r.– Praw

o pryw
atne m

ięzynarodow
e

;Gesetz vom
 4.

Februar 2011 betreffend das Internationale Privatrecht,im
 Folgenden

:IPR-Gesetz

）、D
z.U

.2011,N
r.80,Pos.432.

（
32
）
前
注（
6
）

（
33
）
前
注（
6
）

（
34
）
前
注（
6
）

（
35
）
前
注（
6
）

（
36
）
前
注（
6
）

（
37
）
前
注（
6
）

（
38
）
前
注（
6
）

（
39
）
前
注（
6
）

（
40
）
前
注（
6
）

（
41
）
前
注（
6
）

（
42
）
前
注（
6
）

（
43
）
前
注（
6
）

（
44
）
前
注（
6
）

（
45
）
（A

Bl.

（EG

）2012 N
r.L 351,1ff.

）

（
46
）
前
注（
6
）

（
47
）
前
注（
6
）

（
48
）Richtlinie 2005/56/EG des Europäischen Parlam

ents und des Rates vom
 26.O

ktober 2005 über die V
erschm

elzung von 
K

apitalgesellschaften aus verschiedenen M
itgliedstaaten 

（T
ext von Bedeutung für den EW

R

）,O
J L 310, 25.11.2005,p.1

―

9 

（https://eur-lex.europa.eu/legal-content/D
E/T

X
T

/H
T

M
L/?uri=CELEX

:32005L0056&
from

=D
E 

（
二
〇
一
八
年
一
二
月
一
五

日
確
認
））

（
49
）
前
注（
6
）
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（
50
）
前
注（
6
）

（
本
学
名
誉
教
授
）




